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　　第一章　その男、訳ありにつき






　英国王エドワード七世が崩御したのは、昨一九一〇年五月六日のこと。次子のウェールズ公、ジョージ・フレデリック・アーネスト・アルバート殿下がジョージ五世として王位を継承し、その戴冠式を六日後に控えた一九一一年六月十六日金曜日。ロンドンはすでに夜の十一時を回っていて、ガス灯のくすんだオレンジ色の光の中、大理石のロンドン橋がぼんやりと浮かび上がっていた。

　昼間は通行人や手押し車を押した呼び売り商人、荷馬車や辻馬車、それに自動車が行き交う賑やかなロンドン橋も、今はまったくひとけがなく、空を覆う星の瞬きが聞こえそうなほど静かだ。それもそのはずで、近頃、ロンドンでは〝ザ・ナイフ〟と呼ばれる辻強盗の被害が頻発しており、この時間に外をうろつくのは、よほどの命知らずか、腕に覚えのある人間くらいなものなのだ。

　いや、ほかにもいる。盗られるような物を持たない者──物乞い──だ。みすぼらしい身なりの小男が一人、街路樹の陰に溶け込むようにしてうずくまっている。

　やがて大理石の橋にコツコツと靴音が響き、静寂が破られた。紺色の制服にヘルメット姿のパトロールの警官が二人、物乞いに気づくことなくゆっくり通り過ぎて行く。二人の靴音が消えると、辺りは再び静寂に包まれた。

　ほどなくしてテムズ川沿いの歩道に一人の男が現れた。二十代後半くらいで、白いシャツにだらしなく垂れるネクタイ、茶色の格子縞のズボン。パブで時間を忘れて飲んでいた酔っ払いだろうか、よろめきながらロンドン橋のたもとに向かっている。

　男がロンドン橋に近づいたとき、突然、木立の陰から一人の男が飛び出してきた。手に持った短剣ナイフが星明かりにキラリと光る。

「おい、命が惜しけりゃ、有り金全部置いてきな！」

　男が短剣を振り回すのを見て、酔っ払いは足を止めた。おぼつかない足取りのわりに、目つきは鋭い。

　酔っ払いが身動きしないので、男は短剣を弄びながら言った。

「おい、おめえ、おれさまを見てびびらねえとはいい度胸だな。このおれを誰だと思ってやがる？」

　男の声に、酔っ払いは嘲るように返す。

「さあね、おまえなんか知らないな」

「名前を聞いて後悔するなよ！　おれさまは今ロンドン一帯を騒がせている辻強盗、ザ・ナイフさまだ！　さあ、金を出せ！」

　男が右手に持った短剣を突き出した瞬間、酔っ払いが男の手首に手刀を叩き込んだ。

「うわっ」

　男が短剣を落とす。酔っ払いは男の右腕を両手でつかむやいなや、背負い上げて投げ飛ばした。

「ぎゃあっ」

　地面に叩きつけられた男が情けない声を上げ、四つん這いになって逃げようとする。そこへ酔っ払いが馬乗りになって言った。

「そうか、おまえがお騒がせ辻強盗、ザ・ナイフか。大人しくしろ、逮捕する」

「お、おまえは誰だ？　酔っ払いじゃねえのか？」

　組み敷かれたザ・ナイフが、首をねじるようにしながら酔っ払いを見上げた。

「おれ？　おれはロンドン警視庁刑事課のマクシミリアン・ウィッチェム警部補だ。酔っ払いじゃなくて残念だったな。おまえも悪事の納め時だ。監獄に叩き込んでやる！」

　マクシミリアン・ウィッチェム警部補──通称マックス──がそう言った直後、橋の陰から三人の男が飛び出してきた。二人は制服姿の巡査で、もう一人は背広を着た巡査部長だ。

「警部補！」

「怪我はありませんか？」

　二人の巡査に続き、大柄なエディ・スティーブンス巡査部長が、足音も荒くマックスに駆け寄った。マックスはザ・ナイフを二人の巡査に引き渡し、両手をパンパンと払った。

「やりましたね、ウィッチェム警部補。ついにザ・ナイフを逮捕しましたね！」

　丸顔をほころばせ、興奮しながら言うエディに、マックスが冷静に答える。

「そうだな。毎晩おとりになった甲斐があったってわけだ」

「今夜は祝杯といきましょうよ！」

　パブで味わうビールを想像して目尻を下げるエディに、マックスは渋い顔で言う。

「報告書を忘れているぞ」

「そんなものは明日でいいじゃないですか！　今日ならきっとキャシーも優しくしてくれますよぉ」

　ウェストミンスター駅の南にあるパブ、キングス・アームズで働くキャシーは、スコットランド・ヤードの刑事たちのマドンナ的存在だ。彼女の媚びるような笑みを思い出し、マックスは苦笑して言う。

「それなら、おまえだけ行けよ。おれは報告書を書きに戻る」

「そんなわけにはいきませんよ。ボスに仕事を押しつけて、自分だけ飲むなんて」

「別におれは気にしない」

「警部補が気にしなくても、ぼくが気にします。ね、一緒に行きましょうよ」

　部下にしつこく言われて、マックスはため息をつき、しぶしぶ言った。

「じゃあ、おれは後から行く。それでいいだろ」

「絶対来てくださいよ。今夜は一緒に飲み明かしましょう！」

　念を押すエディに、マックスは小さく肩をすくめた。二人でロンドン橋を渡り、二輪辻馬車ハンサム・キャブを拾う。

「キングス・アームズまで」

　エディが行き先を告げると、御者は馬に鞭を当てた。




　パブの前で馬車を降りてエディと別れ、マックスは一人スコットランド・ヤードに戻った。夜番の刑事たちに声をかけ、刑事課の自分のデスクにつく。

（今頃エディは、キングス・アームズでチップスをつまみながらビターをちびちびやっているんだろうな）

　その姿を想像すると、スタウトの苦味が恋しくてたまらなくなってきた。

（飲みに行ってもいいかな、レオノーラ）

　マックスはデスクの上のしおれかけたゼラニウムに目を向けた。頭を垂れた花はうなずいているようにも見えないか。

「なんて、都合よすぎかな。でも、飲み過ぎないようにするから」

　そう独りごちながらペンを取り上げ、ガス灯の明かりの下、大急ぎで報告書を書き始めた。




　マックスが報告書を書き上げて上司のデスクに置き、キングス・アームズに着いたときには、すでに日付が変わっていた。先に飲み始めていたエディも二人の巡査も、すっかり出来上がって上機嫌だ。

「わぉ、天下のマクシミリアン・ウィッチェム警部補の登場れすよ」

　巨体に似合わず愛嬌のある丸顔を真っ赤にして、ろれつが怪しくなったエディが言った。

「天下は言い過ぎだ」

　苦笑しながらカウンターに向かうと、キャシーが彼を見て嬉しそうに微笑む。

「やっと来たわね。お手柄なんでしょ、思う存分飲みなさいよ」

「ほどほどにしておくよ」

　マックスはいつもの一パイントグラスのスタウトを受け取った。口に含むと、濃厚で苦味と酸味の強いビールが乾いた体に染み込んでいく。深いため息をついて、一日の疲労を吐き出した。

「ねえ、マックス、ザ・ナイフ逮捕劇の話、詳しく聞かせてよ」

　キャシーがカウンターを回ってマックスの隣に座り、カウンターに頬杖をついて青い目で上目遣いに彼を見た。

「その話なら、きっとエディがもうしただろ」

　マックスがそっけなく言って部下に視線を送ると、エディは右手に持ったチップスを人差し指代わりに左右に振りながら近づいてきた。

「詳細は警部補がお話しくらはい。もぉ、かっこよかったんれすよー」

　抱きついてくるエディの巨体を押し返しながらマックスは苦笑する。

「やめろ、おまえの巨体で押し潰していいのは悪党だけだぞ」

「そうなのれす。ぼくにできるのは、犯人に襲いかかってペシャンコにすることくらいなのれす」

「うん、それこそおまえにしかできない特技だ」

「ぼくがこんなふうに横に大きくなったのは、張り込み中、警部補に勧められるがままにショートブレッドを食べてきたせいなんれすよ。男として責任取ってくらはい」

「何の責任だよ。食べ過ぎたのはおまえの有り余る食欲のせいだろ」

　酔っ払ったエディの相手をするマックスに、キャシーが艶のある声で囁く。

「ねえ、今夜の逮捕劇のこと、二人っきりで詳しく教えてくれない？」

　二年前はこの甘い声に酔ったんだ、と思いながら、マックスは首を振る。

「悪い。明日も早いから、もう帰るよ」

　マックスはもたれかかってくるエディを背中で押しやりながら、残っていたスタウトを飲み干した。

「んもう、つれないわねぇ。大手柄を上げたんだから、明日は休んだってテイラー警部も大目に見てくれるわよぉ」

　キャシーの誘うような口調に続いて、エディが頬を膨らませて言う。

「警部補のおごりで心ゆくまで飲もうと思ってたのにー」

「じゃ、おれにツケておけ」

　マックスはエディの背中を叩いてパブを出たが、彼について出たキャシーにシャツの袖をつかまれた。

「ねえ、どうしてあたしじゃダメなの？」

「キャシー……」

　マックスが困った顔で振り返った瞬間、キャシーが彼の首に両腕を回し、唇を押しつけた。久々に柔らかな温もりに触れたのに、マックスの体は何も感じない。

「今夜は返さないわよ」

　キャシーの囁き声もマックスの感情の表面を滑っていき、二年前のあの日のように彼の心を揺さぶることはなかった。

　マックスは彼女の両腕を引きはがした。彼が応じてくれるのかと期待したキャシーは、その冷静な目を見てそうではないことを悟る。

「何よ、この辺りの刑事みんなが憧れるこのあたしが誘っているのよ？」

「おれには応じる資格がない」

「男としての機能が働かなくなったとでも言うわけ？」

　小馬鹿にしたように言われて、マックスの頭に血が上った。キャシーの両手首を握り、彼女を壁に押しつける。

「言っていいことと悪いことがある」

「違うんだったら、証明してみせなさいよ」

　キャシーが挑発的に見上げ、マックスは自分への嘲りを込めて言う。

「レオノーラが死んでから、おれは何も感じなくなったんだ。それこそきみみたいないい女に対してもな。そんな男に抱かれても、いい気分になんかなれないさ」

「そんなことないわ。あたしたち、とっても相性がよかったじゃない。あなただって覚えているでしょ、二年前の最初で最後の夜のこと」

「そうだな。その夜にレオノーラが殺された」

　マックスの瞳が曇ったので、キャシーは言葉を選び間違えたことに気づいた。

「で、でも、もう二年以上も前のことだし、犯人だって捕まえたんだし、あたしたち、また新しい気持ちで始められるはずよ」

「悪いが、きみとは──それに、きみ以外のだれとも──もうムリだと何度も伝えたはずだ。それに、今週の月曜でやっと二年経ったんだ」

　マックスはそう言って、彼女の手首を放した。

「何よ、意気地なし」

「意気地なしで結構」

　キャシーが頬を膨らませ、扉を開けてパブに戻った。店内の喧噪が漏れてすぐに消え、辺りにまた静寂が訪れる。マックスは襲い来る孤独を振り払うように足早に歩き出した。

　辻馬車を探してウェストミンスター橋に近づいたとき、橋のたもとの人影に気づいて足を止めた。そこにひっそりとたたずんでいるのは、髪も髭も伸び放題で、ぼろを纏まとったみすぼらしい小男だ。ロンドン橋の街路樹の陰から捕り物劇の一部始終を見物していた物乞いだが、マックスはそれを知らない。

「小銭、あったかな」

　ポケットを探る彼に、物乞いが緊張した声で話しかけた。

「マクシミリアン・ウィッチェム警部補」

　本名を呼ばれ、彼は本能的に警戒する。

「あんた、誰だ？」

「訳あって今は名乗れませんが、敏腕警部補として知られるあなたに、お願いしたいことがあります」

「頼み事があるなら、直接スコットランド・ヤードに来い。こんなところで待ち伏せするな」

「ほかの人には聞かれたくないんです」

「自首したいのか、それとも犯行の予告か？」

　マックスの冷たい口調に、物乞いが首を振る。

「奪われた大切な物を取り返してほしいんです」

「それなら被害届を出せ」

「ですから、それがムリなんです。相手はちゃんとした手続きを踏んで……」

「じゃあ、裁判所に訴えろ」

「警部補……」

　物乞いが悲しげにつぶやいた。

「ほらよ」

　マックスは物乞いの細い手首を取って、その手のひらにポケットの小銭をすべて握らせた。立ち去ろうとする彼の背中に向かって、物乞いが女のように甲高い声で叫ぶ。

「この石頭っ！」

「何ぃ!?」

　マックスが振り返ったとき、物乞いは髭の間から「イーッ」と歯を見せ、「もうあなたになど頼みませんっ」と言って駆け出した。残された警部補は目を丸くしている。

　物乞いは肩を怒らせながら、辻馬車の停車場に向かった。

「最初から計画通りにやるべきでした。彼なら、もしかしたら力になってくれるかも、と思いましたが、やはり他人に頼ろうとしてはいけなかったんですね」

　ブツブツ独り言を言いながら、一台の二輪辻馬車に近寄った。

「グリニッジまでお願いします」

　そう言った物乞いに、老いた御者がうさんくさそうな視線を投げる。

「金はあるのか？」

　物乞いは無言で握っていた手を突き出し、御者に見えるように開いた。そこには警部補からもらった小銭がたくさんのっている。

「お代があるんならいいんだよ」

　御者がへつらうような笑みを浮かべて座席を示し、物乞いは「ふん」と小さく鼻を鳴らして乗り込んだ。

　グリニッジに着くと物乞いは馬車を降り、とある邸宅の前で立ち止まった。そうしてすばやく左右に視線を走らせる。

「大丈夫」

　誰にも見られていないことを確認すると、真鍮の郵便受けにそっと四角い封筒を入れ、急ぎ足で夜の闇へと溶け込んだ。




　翌朝マックスは、連日の夜中のおとり捜査がたたったのか、ザ・ナイフの逮捕で安心したのか、それともおかしな物乞いのせいか、とにかく寝過ごしてしまった。下宿屋のおかみさんに起こされ、用意してくれた朝食をかっ込み、セント・ジョンズ・ウッド駅でどうにかいつもと同じ地下鉄に滑り込んだ。

　ウェストミンスター駅に着き、懐中時計を見て寄り道する時間があることを確認すると、二年来の習慣に従って花を買うべく、ロンドン警視庁──通称、スコットランド・ヤード──に向かわずに、ウェストミンスター橋を渡った。ウォータールー駅の手前に食料雑貨店グローサーズ・ショップがあるので、地下鉄に乗る前に買いそびれてしまった花を、今日はそのショップの前の花売り娘から買おうと思ったのだ。

　忙しく行き交う馬車を避けて道を渡り、ハーヴィーズと店名が書かれた食料雑貨店に近づくと、長く美しいプラチナブロンドの髪を後ろで束ねた花売りの姿が見えてきた。十八歳くらいで、透き通るような白い肌、アメジストのような美しい瞳と愛らしい桜色の唇をしている。

　ハーヴィーズの前には、花売り以外にもう一人娘がいた。花売りと同じ年頃の赤毛のレース売りで、興奮した声で話している。

「でね、スコットランド・ヤードのマクシミリアン・ウィッチェム警部補のことは、もう聞いた？」

　レース売りの高い声に、花売りが答える。

「辻強盗を逮捕した話？」

「なんだ、もう知ってるんだ。あたしはついさっき駅前の新聞販売店ブックストールの売り子に聞いたんだ。さすがはウィッチェム警部補だよね。憧れるなぁ。一人で強盗をやっつけちゃうくらいだから、きっとすごく逞しいんだよね。どんな方なのかなぁ」

　レース売りが祈るように手を組み、うっとりとした表情をするが、花売りの返事はそっけない。

「さあ。意外と頭の固い嫌な男かも」

「まさかぁ。そんなのはここの店主のミスター・ハーヴィーぐらいだよ」

　レース売りがくすくす笑った。

　マックスは内心ムッとしながらも、素知らぬふりで花売り娘に近づく。

「花をもらえるかな」

「いらっしゃいませ」

　花売りが彼に顔を向けると、レース売りが「じゃ、あたし、もう行くね」と小声で言ってウェストミンスター駅の方へ歩き出した。

「どのお花にいたしましょう」

　微笑みながらそう言ったのなら、花を多めに買ってやろうかという気にもなるのに、なんと娘はあくびを噛み殺しながら言ったのだ。その客商売らしからぬ態度に、マックスは青灰色の瞳の上の眉を寄せて、手押し車に積まれた赤いチューリップを示す。

「チューリップを一輪もらおう」

「ありがとうございます」

　娘はチューリップを一本抜き出し、古新聞でくるもうとしたが、マックスはそれを制した。

「そのままでいい」

「そうですか」

　マックスは代金を払って花を受け取り、礼を言う娘の抑揚のない声を背中で聞きながら歩き出した。

（まったく大した花売りだよ。二度と買ってやるもんか）

　そう思いつつ来た道を戻る。ウェストミンスター橋を渡れば、ロンドン警視庁の庁舎はすぐ目の前だ。

　その赤煉瓦の建物の前に、天蓋付きの立派な大型四輪馬車ファミリー・コーチが一台駐まっている。それを横目に見ながら庁舎に入り、刑事課の大部屋に向かったとき、マックスは受付担当の巡査に声をかけられた。

「ウィッチェム警部補、テイラー警部からの伝言です。出勤次第、執務室に来るように、とのことです」

「ありがとう」

　マックスは礼を言って刑事課に入り、自分のデスクの上の小瓶からしおれたゼラニウムを抜き、代わりにチューリップを生けた。それを見て、向かいの席の年上の刑事が呆れたように言う。

「むさくるしい刑事部屋に花を飾る男はおまえくらいのもんだよ」

　マックスはゼラニウムをゴミ箱に捨てながら答える。

「己の未熟さを忘れないためです」

「レオノーラだってもう許してくれるさ」

　その言葉にマックスは何も答えず小さく肩をすくめた。それから急いで二階にあるアーサー・テイラー警部の執務室に向かう。

（ザ・ナイフの報告書は昨日帰る前に提出したし、この二年は勤務時間中に女と会ってもいないし、証人や目撃者の女を口説いてもいないし……）

　小言を言われる原因が思いつかず、彼は首を傾げながら扉をノックした。

「どうぞ！」

　警部の太く大きな声が返ってきた。

「おはようございます、警部。お呼びだそうですね」

　マックスが中に入ると、テイラー警部のほかに男が二人いた。一人は小太りで四十代後半、椅子にふんぞり返っている。その背後に、初老の痩せた男が革の鞄を両手で持ち、控えるようにして立っている。小太りの男がマックスを値踏みするように見てから、低く太い声で言った。

「彼がマクシミリアン・ウィッチェム警部補かね？」

　マックスは声の主をしげしげと見た。髪はかなり薄く頭皮が透けて見える。角張った顔に立派な口髭、太い眉の下には他人を見下したような冷たい灰色の瞳。身につけている黒の背広が仕立ての良いものであることから、男が金持ちだとわかる。

「そうです。若いですが優秀ですよ。マックス、こちらは子爵のヘクター・スチュワート卿、それに執事のミスター・グレイ」

　テイラー警部が小太りの男、続いて痩せた男を示して言った。

「どうも。で、どういったご用件でしょう」

　マックスは穏やかな口調で訊いた。

「どういったご用件？　思ったより鈍そうな男だな。それに、どこぞの貴族の館で従者フットマンでも務める方が似合いの顔だ。とても刑事には見えんな。本当に彼がザ・ナイフを逮捕した敏腕警部補なのかね？」

　スチュワート卿がじろりとマックスを見た。従者とは、主人のステータスにつながるため外見が重視される使用人で、雇われるのは背が高く容姿端麗な男ばかりだ。

　卿に見下すような口調でそう言われても、マックスの表情は変わらなかった。というのも、端整な顔立ちのうえ、二十八歳という若さで警部補を務めるマックスを見て、そんな偏見に満ちた言葉を口にする者も少なくないからだ。テイラー警部もそれに慣れていて、またか、と思いながらも、誠実そうな口調で答えた。

「そうですよ、彼がスコットランド・ヤードでトップクラスの検挙率を誇る警部補です」

　スチュワート卿はふんと鼻を鳴らし、マックスに右手を差し出した。その手を握ると、汗でじっとりしていて、マックスは手をズボンで拭きたい衝動を何とか抑えた。

　卿が執事にうなずき、執事が鞄から白い封筒を取り出して、マックスに手渡した。封筒の表には、酔っ払いか字を習い始めたばかりの子どもが書いたのかと思うような汚い字で、〝ヘクター・スチュワート子爵殿〟と書かれている。

「これは何です？」

　マックスの問いにスチュワート卿が答える。

「今朝早く、うちの屋敷の郵便受けに届けられておった。中を見てくれたまえ」

　マックスが封筒を開けると、一枚のバースデーカードが出てきた。父親と母親、それに二人の幼い子どもがラズベリーのホールケーキを囲んでいる絵だ。ケーキには蜂蜜色の細いロウソクが、数えてみるとなんと十六本も立てられている。カードを開くと、片面に二行、これまた乱雑な筆跡で〝今宵、あなたのハートをいただきます。怪盗バロン〟と書かれていた。

　マックスは思わず吹き出した。

「読みにくい字だな。それに、ハートをいただきます、だって。ずいぶんとキザな恋文だ」

「恋文などではない！」

　スチュワート卿の顔が怒りで赤くなったが、マックスは悪びれずに続ける。

「あなた宛ての恋文ではない？　とすると、あなたの奥さん宛てですね？　奥さんが浮気でも？　この筆跡から判断して、浮気相手は教養の低い若い男のようですね」

「失礼なことをぬかすな！　妻は浮気などせぬわ！」

　スチュワート卿の顔がさらに赤くなる。

「ほう。では、命を狙われているんですね？　心臓ハートをいただくとはこれまた物騒な」

「い、命を狙われておるだと？　いいかげんにしたまえ！」

　怒りのあまり、スチュワート卿の顔がとうとう赤黒くなった。

「こ、こやつが本当にあの評判の高いマクシミリアン・ウィッチェム警部補なのかね!?」

　スチュワート卿がものすごい剣幕でテイラー警部に怒鳴った。

「スチュワート卿、どうか落ち着いてください。確かに彼がそのウィッチェムです。腕は確かなのですが、少々口の悪いところがありまして……」

　警部のなだめるような口調に、スチュワート卿は何度か深呼吸して、どうにか気持ちを落ち着かせた。そして気を取り直して言う。

「ハートとは我がスチュワート家が誇るダイヤモンドのことだよ、きみ」

「どんなダイヤなんです？」

　マックスが真面目な顔で訊くと、スチュワート卿はポケットからハンカチを出し、額の汗を拭った。

「知っての通り、うちは由緒あるスチュワート家だ。絵画や宝石類は山のように所有しておる。しかし、スチュワート家と言えば、やはりあのダイヤモンドしかありえん」

「あのダイヤモンド？」

　なかなか核心に到達しないので話が見えず、マックスは眉根を寄せた。

（あんたの長話に付き合っているほど、こっちはヒマじゃないんだが）

　マックスの不満げな表情を意に介さず、スチュワート卿はまたハンカチで額を拭いて続ける。

「家内が舞踏会に必ずつけていく〝乙女の心ハート〟と呼ばれるきわめて価値の高いダイヤモンドのネックレスのことだ。もちろん知っておるだろうね？　あれ見たさに舞踏会にやってくる貴族もいるくらいだからな」

（いいや、まったく存じませぬな）

　マックスは心の中でつぶやいたが、声に出したのは別の言葉だった。

「で、この怪盗バロンとやらが、そのダイヤモンドのネックレスを狙っていると？」

「そのようだ。我が家のハートといえば、乙女のハートしか考えられぬ。我がスチュワート家の代名詞のようなものだからな。一点の曇りも傷もない正真正銘の無色透明、大粒の見事なダイヤモンドだよ。もちろんほかにもダイヤモンドは山ほど所有しておるがねえ、きみ」

　口髭を撫でながら自慢げに言うスチュワート卿に、マックスは嫌悪感を覚える。

「そんなダイヤモンドなら、もちろん厳重に保管されているんでしょうね？」

「それは当然だよ、きみ。宝石箱に入れて壁の金庫に入れておる。しかも、金庫はそれとわからぬようなところにあるのだ。鍵を持っているのも、わたしと信頼の置けるこの執事だけだ」

「そんなダイヤを狙おうなんて、いたずらじゃないですか？　だいたい怪盗バロンなんて聞いたこともない」

　マックスがうさんくさそうに言うと、テイラー警部が咳払いをした。スチュワート卿がムッとして言う。

「いたずらだろうと何だろうと、このわたしの乙女のハートを狙おうなんて不届き千万！　警部補にはぜひこいつを捕まえてもらいたいのだ。男爵バロンの分際で、子爵のわたしにこのような予告状を送りつけるなど、許せんのだよ、きみ」

　スチュワート卿がふんぞり返り、椅子が軋んだ。

「マックス、善良なる市民にお仕えするのがわれわれの務めだぞ」

　テイラー警部に口を挟まれ、マックスはため息を飲み込んで言う。

「わかりました。あなたのご心配を取り除くのもわたしたちの仕事です。巡査部長に今晩金庫の番をさせましょう」

「巡査部長じゃダメだよ、きみ！　警部補のきみにぜひ来てもらいたい。わたしがこうしてわざわざ出向いてきたのも、そのためなのだ」

　辻強盗逮捕の名声は、こんなところにも影響してくるらしい。マックスは降参とばかりに両手をあげた。

「わかりました。では、巡査部長と一緒にわたしも行きます。今晩九時にお宅へ伺いますよ」

　マックスが警部を見ると、警部は軽くうなずいた。スチュワート卿はホッとしながらも偉そうに言う。

「頼むよ、きみ」

　そうして立ち上がって、コート掛けからフロックコートを手に取ったが、足を止めて振り向いた。

「では、絶対に警部補が今晩来てくれたまえよ」

「はい」

　スチュワート卿は山高帽を被り、傘立てから握りに銀の飾りのついたステッキを取った。そしてまた振り向く。

「警部補、いいかね、必ず九時だ」

　しつこいくらい念を押した後、卿はようやく執事を従えて出て行った。

　マックスが深いため息をついてダークブロンドの髪をかき上げると、テイラー警部が険しい表情で言った。

「マックス、子爵自らおいでなさったんだ。くれぐれも無礼を働かないように。父親のことがあるから、貴族階級に反感を持つのもわからんでもないが、これは仕事だ。わかったな」

「はい、警部、気をつけます」

　マックスはわざとらしいくらい真面目な顔で答えた。











　　第二章　警部補の大失態






　夕暮れ時、マックスは部下のエディ・スティーブンス巡査部長とともに馬車でグリニッジに近いスチュワート邸に出発した。屋敷の門の前に着くころには、ロンドンの街はもう夜の帳に包まれていた。屋敷には高い石塀が張り巡らされているが、頑丈な鉄の門扉の前に立つと、その石塀の先は夜の闇に吸い込まれていて、どこまで続いているのかわからない。その広さに半ば感心し半ば呆れたような口調で、エディが言った。

「ここって、スチュワート卿が秋冬の社交シーズンにだけ滞在するタウンハウスですよね？　そんでもって、春夏の狩猟シーズンを過ごすカントリーハウスがほかにもあるんですよね？」

「そのはずだ。よっぽど羽振りがいいんだろう」

　マックスは門扉のノッカーを叩いた。しばらくすると、屋敷の玄関扉から執事のグレイが姿を現し、手提げ式ランプを掲げながら、私道を歩いてきた。周囲にオレンジ色の光が広がり、私道とその脇の芝生が丸く照らし出される。門扉の手前で立ち止まったグレイは、ランプの明かりでマックスとエディの顔を確認して言った。

「ウィッチェム警部補さまにスティーブンス巡査部長さま。お待ちしておりました」

　執事が門扉を開け、彼に続いてマックスが、その後をエディが私道を屋敷に向かった。敷地の周囲には人の背丈より高い木が植えられていることが、星明かりを遮る黒い陰の様子でわかる。

「だんなさまがお待ちです」

　緊張しているのか、グレイの声は少し上ずっていた。

　マックスとエディの二人は、執事に案内され、広い玄関ホールを抜けて、毛足の長い高価なペルシャ絨毯の敷かれた廊下を進んだ。廊下の壁には金箔の額縁に入った肖像画が何枚も飾られている。その一枚はおそらく今の当主、ヘクター・スチュワートのものだろう。実物よりもかなり引き締まった体つきで、髪もふさふさだ。若かったころに描かせたものなのか、画家が気を遣って実際以上に男前に描いたのかはわからない。

　グレイに示された扉から中に入ると、そこは大きな暖炉のある客間だった。天上の壮麗なシャンデリアが羽目板張りの室内を照らしており、重厚なマホガニーの四角いテーブルと、金の刺繍入りのクッションの置かれた座り心地の良さそうな長椅子がある。

「待っておったよ、ウィッチェム警部補」

　豪華な刺繍が施された濃こ紫むらさき色の部屋着ドレッシング・ガウン姿のスチュワート卿が、肘掛け椅子に座ったまま二人を手招きした。

「これが妻のファニーだ」

　卿が、別の肘掛け椅子に座っている四十代前半くらいの女を示した。後頭部で緩くまとめたブロンドの髪には白髪が交じっていて、お世辞にもあまり美人とは言いがたい高慢な顔立ちをしている。

　そのファニーが、右手の甲を上に向けてマックスに差し出した。マックスは内心苦笑しながらも、片膝をつき、うやうやしくその手を取って軽く唇を近づけた。エディもマックスに倣ったものの、手の甲に本当に唇を押しつけてしまい、手を離したファニーが不快そうにハンカチで手の甲を拭いた。

（やれやれ、夫が夫なら、妻も妻だな。まったく何様のつもりだ）

　マックスはすぐにでも帰りたくなった。いくら仕事とはいえ、いたずらかもしれない手紙のために、こんな時代錯誤で高慢ちきな夫妻のダイヤのお守りをしなければならないとは。

「わたくしのダイヤはこちらですのよ」

　ファニーが胸元のダイヤモンドのネックレスを示した。コルセットで強調された胸の谷間の上で、大きなハート型のダイヤモンドが、プラチナの台座についた丸い金具で鎖チェーンにつながれている。ハートの二つの山の上から尖った先まで三センチはありそうだ。シャンデリアの明かりを受けて、このうえなくまばゆく虹色の輝きディスパーションをファニーの胸に映している。チェーンにはそのダイヤのほかに、同じくハート型のルビーがいくつもぶら下がっていた。

「もしかして、すばらしいとお思いになったんじゃなくて？」

　ファニーに催促するように言われ、マックスは失礼にならない程度の相槌を打つ。

「そうですね」

　こんなけばけばしいネックレスなど、まったく好みではなかったし、その価値も理解の域を超えている。理解したいとも思わないが。

「そう思われるのも当然ですわ。ダイヤは五十カラットもございますのよ。ルビーも鳩の血ピジョン・ブラッドと呼ばれる濃い色の最高級品ですの」

　内心うんざりしながらも、マックスは丁寧な口調で言った。

「せっかくの美しい宝石ですが、レディ・スチュワート、賊から守るためにも、やはりお外しになって金庫にしまわれるのがよろしいかと」

　彼の言葉にスチュワート卿もうなずく。

「そうだよ、ファニー。おまえがそれを気に入っているのはわかるがね、今晩のところは金庫に入れておこう」

　夫の言葉にファニーはしぶしぶうなずき、侍女レディーズメイドを呼んでネックレスを外させた。ヘクターが呼び鈴を鳴らすとグレイが現れ、彼はメイドからネックレスを受け取って、ベルベッドの布が張られた宝石箱にうやうやしく収めた。

「金庫は書斎にある。金庫の鍵はわたしとグレイが肌身離さず持っておる」

「わかりました。では、スチュワート卿の鍵はおれが、ミスター・グレイの鍵は巡査部長が預かりましょう」

　マックスが言うと、グレイは首を振った。

「だんなさまの大切なダイヤでございますから、わたくしも見張りをしたく存じます」

　マックスの困惑顔をよそに、スチュワート卿が満足そうに言う。

「そうだな、それがいい。人手は多い方がよかろう」

　マックスは異議を唱えたかったが、相手は貴族階級で屋敷の主人だし、テイラー警部にも言葉に気をつけるよう言われている。諦めて執事の提案を受け入れることにした。

「わかりました。では三人で書斎に移りましょう」

　内心気乗りしなかったが、仕方がない。グレイを一人にして万一盗賊に襲われたら、この老人が腕力で盗賊に太刀打ちできるとは思えない。それならいっそ三人で書斎にこもった方が安心だ。

（とはいえ、あの予告状にしたって、かなりうさんくさいから、取り越し苦労になるだけだろうな）

　長い夜になりそうだ、とマックスは心の中でため息をついた。

「では、わたしたちは休むとしよう。くれぐれも乙女のハートを守ってくれたまえよ」

　スチュワート卿はポケットから細長い金色の鍵を出してマックスに託した。そうしてファニーとともに侍女を従え、二階にある夫婦の寝室に行った。

「では、わたくしが書斎へご案内します」

　先頭に立つグレイについて、廊下を奥へと進む。壁にはほかにも肖像画が掛けられていて、その中にはスチュワート卿夫妻が並んで描かれているものもあった。これもやはり実年齢よりかなり若く美しい肖像画だ。

（ここまで実物と違うとは……。後世これを見た人は、二人を美男美女のカップルだったと信じて疑わないだろうな）

　そう思って、マックスは含み笑いをした。

　グレイは二人を左手にある書斎に案内し、壁のガス灯に火を灯した。壁紙は落ち着いた薄緑色で、マホガニーの大きなデスクの後ろの壁に、金箔の額縁の水彩画が飾られている。水辺で戯れる三人の妖精ニンフの絵だ。

　グレイがその絵を外すと、壁面埋め込み型の金庫が露わになった。ポケットから出した細長い金色の鍵を鍵穴へ差し込み、右に回す。カチリという音がして、金庫の扉が開いた。そこには書類の束と小切手帳、札束が収められている。グレイはダイヤを入れた宝石箱を金庫の中の空いたスペースに置き、扉を閉めて鍵をかけ、水彩画をその上に戻した。

「なるほどねぇ」

　マックスは呆れたようにつぶやいた。スチュワート卿は金庫がそれとわからぬところにあると言っていたが、水彩画で隠した程度では小細工にもならない。

「怪盗バロンの予告した〝今宵〟が何時になるのかはわからないが、とりあえずおれは屋敷を見回ってくる。エディはミスター・グレイとここにいてくれ。おれが出たら扉の前に椅子を置き、その上に座るんだ。そうすれば廊下から扉は開けられない。いいか、エディ、おれが戻ってくるまで扉を開けるんじゃないぞ」

　マックスは念を押して部屋を出た。廊下を屋敷の奥に向かって進むと、書斎の隣が図書室で、さらに奥がキッチンになっている。中を覗くと、キッチンメイドがいた。その横は食器洗い場と洗濯室で、どちらも無人だ。

　廊下を引き返すと、今度は左手に食堂があった。中を覗いたが、真っ暗で誰もいない。そのまま玄関ホールへと歩を進め、掛け金と錠を外して扉を開けた。外に出ると、外から錠を下ろして鍵を抜く。

　月はまだ出ておらず、マックスは星明かりの下、屋敷の壁沿いに周囲を歩いた。周囲は芝生になっていて、足音はほとんどしない。庭にはハーブの花壇があり、石塀に沿って木が植えられている。屋敷を見上げると、二階の子爵夫妻の寝室らしき部屋に明かりが灯っていたが、すぐに消えた。夫妻はもう休んだのだろう。

「おれも寝たいよ……」

　マックスは独りごちた。捜査活動に優劣はないと考えているが、彼は寝ずの番のような〝大人しい〟捜査よりも、辻強盗のおとり捜査や貧民窟への潜入捜査など、命の危険と隣り合わせの捜査の方が好きだった。そのくらいの刺激や緊張感で、ようやく自分は生きているのだと実感することができる。そんなふうになったのも、レオノーラを失ってからなのだが……。

「やれやれ」

　ため息をつきながら屋敷の裏手に回ると、キッチンから明かりが漏れていた。さっき見たときにキッチンメイドがいたから、朝食の準備をしているのだろう。キッチンの横には中庭があり、その向こうに馬車置き場と厩舎がある。馬車置き場には四頭立ての大型四輪馬車と一頭立ての二輪幌馬車が置かれていて、馬房には馬が五頭いた。マックスは屋敷を一周し、再び玄関から入った。中から錠を下ろしてしっかり掛け金をかけ、書斎に戻り、扉をノックする。

「エディ、おれだ、マックスだ」

　椅子を移動させるガタガタという音がして、扉が開けられた。

「警部補、外の様子はどうでした？」

　マックスが書斎に入ると、エディが椅子を扉の前に戻して訊いた。

「塀の内側に木が植えられているから、賊にとっては侵入しやすいかもしれないな。芝生で足音もしないから、侵入するなら窓からの確率が高いだろう」

　マックスは窓の掛け金がきちんとかかっていることを確認した。

「おれはここで見張ろう」

　そう言ってデスクの椅子を窓際に引っ張ってくると、その上に腰を下ろした。豪奢な刺繍の施されたクッションは、なかなか座り心地がいい。

「エディはさっきと同じように椅子に座って廊下側の扉が開かないようにしてくれ。ミスター・グレイにはそこの長椅子にでも座ってもらいましょうか」

　マックスに言われて、執事は来客用の革張りの長椅子に座った。浅く座って落ち着かなさそうに膝を揺する彼を見て、マックスが言う。

「大丈夫ですよ。バロンなんか来やしませんよ」

「でも予告状が……」

　グレイが言いかけると、マックスは笑って言った。

「今時わざわざ予告なんかして盗みに入るバカがどこにいます？　予告すればこうして張り込まれるのがおちじゃないですか。捕まえてくれと言ってるようなものでしょう？」

　マックスの言葉に、グレイは落ち着きを取り戻したようだった。

「そうですね」

　そう言って膝を揺するのをやめた。




　そのまま何事もなく二時間が過ぎた。振り子時計が時を刻むコチコチという音だけが部屋に響く。エディがあくびを奥歯で噛みしめるのに気づいて、グレイが言った。

「少し冷えますね。紅茶でもいかがですか。客間パーラーメイドに給仕させましょう」

「そうですね、お願いします」

　マックスの返事を聞くと、グレイは呼び鈴の紐を引いた。ほどなく部屋の扉がノックされる。

「お呼びでしょうか」

　若い女の声がした。

「メイシー、刑事さんたちに紅茶をご用意してくれ」

「かしこまりました」

　客間メイドの足音がキッチンに向かって遠ざかっていった。しばらくするとまた足音とともにカチャカチャという陶器の触れ合う音がして、扉がノックされる。

「紅茶をお持ちしました」

　メイシーの声に、エディが椅子をずらして扉を開けた。彼女が銀の盆にティーポットやティーカップなどをのせて入ってくると、エディは椅子の背をドアノブの下に入れて椅子をドアに立てかけ、開けられれば音がしてわかるようにした。メイドは盆を来客用のテーブルに置き、浮き彫りの花模様が入った白磁のティーポットから、揃いの三つのカップに熱い紅茶を注ぐ。

「砂糖はどうされますか？」

　メイシーが同じく白磁の砂糖壺のふたを開けて尋ねた。中にはグラニュー糖が入っている。

「では、スプーン一杯頼む」

　マックスが言うと、メイシーはスプーン一杯の砂糖を入れて、ティーカップを差し出した。マックスはティーカップを受け取り、スプーンで混ぜて一口飲んだ。熱く濃い紅茶が喉を通り、体がシャキッとする。エディは砂糖を二杯入れてもらい、グレイは砂糖を入れずに紅茶を飲んだ。

　気が利くことに、メイシーはショートブレッドの皿も持ってきていた。大好物を目にして、マックスのお腹が小さく鳴った。

「おい、エディ、食いしん坊だな」

　マックスの言葉に、エディが目をむいた。

「今の腹の虫は警部補のでしょう？」

「そんなこと言うならおれが全部食うぞ」

「──ダメです」

　エディは頬を膨らませた。夕食を食べてきたとはいえ、もう夜中の十二時を回っていて、二人とも小腹が空いていた。

「どうして警部補はぼくと同じだけ食べても太らないんでしょうね」

「運動量と緊張感が違うんだ」

「えーっ」

　マックスとエディがまさにその緊張感の欠ける会話をしながらバターたっぷりのビスケットを食べ終え、ティーポットが空になると、メイシーがティーカップを集めた。

「では、失礼いたします」

　メイシーが盆を取り上げたので、エディが椅子を外してやると、彼女はお辞儀をして部屋を出て行った。エディは扉を閉め、その前に椅子を置いて腰を下ろす。エディはマックスほど背は高くないが、筋肉と脂肪たっぷりの大きな体をしているため、よっぽどの怪力の持ち主でないかぎり、廊下から扉を押して開けるのは難しいだろう。

　エディの動きを確認した後、マックスは窓に近づいた。空にはふっくらした半月が見える。窓を開けて左右を確認したが、人の気配はしない。窓を閉めて掛け金をかけると、椅子に腰を下ろした。




　マックスが目を覚ますと、窓から朝日が差し込んでいた。知らない間に眠っていたらしい。彼の正面では、扉の前の椅子に座っていたはずのエディが、椅子からずり落ちて床の上でだらしなく眠っている。マックスがハッと金庫のある壁を見ると……なんと金庫の扉が開いている！

　マックスは弾かれたように椅子から立ち上がり、金庫に駆け寄った。鍵穴に鍵が刺さったままで、中には書類も小切手帳も札束もある。だが、宝石箱のふたが開いていて、そのベルベッドの布地の上には、あるはずのネックレスがない！

「嘘だろっ！　おい、エディ、起きろ！」

　マックスはエディの脚を蹴飛ばした。

「あ、ああ、警部補、おはようございます」

　エディが目をこすりながら起き上がる。

「バカ野郎！　なんでおれたち寝ちまったんだ！」

　マックスは金庫を指さした。その剣幕にきょとんとしていたエディが、空っぽの宝石箱を見て真っ青になる。

「警部補……まさか」

「そのまさかだ。くそっ、いつの間に。やられた！　二人して眠ってしまうなんて……眠り薬でも盛られたのか？　あの紅茶か？　ミスター・グレイは？」

　マックスは長椅子を見たが、グレイの姿はない。書斎中を見回したが、執事は蒸発したかのように影も形もなかった。

「どういうことだ」

　ポケットを探ると、夕べ預かった子爵の鍵はそのままだった。鍵穴に刺さっているのは執事が持っていた鍵だろう。

　そこへ、部屋の扉を開けてスチュワート卿が入ってきた。

「警部補、巡査部長、異常はないかね？」

　だが、金庫の扉が開いているのを見て、顔色を変える。

「まさか……」

　金庫に駆け寄ったスチュワート卿が、空の宝石箱を見つけて愕然とした。

「ウィッチェム警部補、いったいこれはどういうことだ!?」

「それがおれにも……ミスター・グレイはどこです？」

　マックスは両手をあげて言った。

「グレイ？　グレイはどこだ？」

　スチュワート卿が呼び鈴を鳴らすと、すぐにメイシーがやってきた。

「メイシー、グレイを呼べ」

「かしこまりました」

　メイシーは扉の向こうに姿を消したが、しばらくして息を切らしながら戻ってきた。

「だんなさま、お屋敷中を探しましたが、ミスター・グレイはどこにもおりません」

「なんということだ！　ダイヤが盗まれた！　メイシー、御者に言って、馬車で警視庁に行き、テイラー警部を呼んできなさい！」

　その言葉にマックスもエディも青ざめた。とんだ大失態をやらかしてしまった。よりにもよって二人とも眠ってしまい、その間にダイヤを盗まれてしまったのだ。




　三十分ほどすると、アーサー・テイラー警部が足音荒く書斎に入ってきた。御年五十歳のベテラン警部は、四角い顔を真っ赤にして二人に怒鳴る。

「マックス！　エディ！　いったいどういうことだっ。説明しろ！」

　マックスは首を縮めて小さな声で答えた。

「おれとエディと執事の三人でダイヤの見張りをしていたんですが、おれもエディも眠ってしまい、気づいたら朝になっていて、ダイヤも執事も消えていました」

「むむむっ」

　警部は歯ぎしりした。薄くなった頭から今にも湯気が噴き出しそうだ。

「眠ってしまっただと？　おまえもエディも経験豊かなやり手のはずだろう！　それがなんてザマだ。わたしの顔に泥を塗りおって……」

「夜中に飲んだ紅茶に、眠り薬が仕込まれていたものと思われます」

　マックスは小声で言った。

「紅茶を出したのは誰だ？」

　警部の怒鳴り声にマックスが答える。

「メイシーというメイドです」

　警部は深呼吸して怒りを少しばかり収めると、スチュワート卿に言った。

「スチュワート卿、メイシーを呼んでください」

　青ざめたままのスチュワート卿が、呼び鈴の紐を引いて客間メイドを呼んだ。メイシーが来るとテイラー警部が訊く。

「きみは昨夜、ここにいるウィッチェム警部補たちに紅茶を出したそうだね。そのとき何か不審なことはなかったかね？」

　警部に訊かれて、メイシーはきょとんとした顔で答えた。

「いいえ、とくに。ミスター・グレイに言われたので、いつも通りキッチンの棚から茶葉を出して、いつも通りティーポットで紅茶を作りました」

「そうだ！　砂糖だ！　執事だけ砂糖を入れなかった！」

　マックスはメイシーに砂糖壺を持ってこさせ、ふたを開けてにおいをかいだ。

「すえたようなにおいがする」

　テイラー警部もにおいをかぐ。

「眠り薬だな」

　メイシーは驚いて後ずさった。

「わ、わたくし、何も知りません！　砂糖壺はいつもと同じように棚からお持ちしました！　わたくし、何も入れておりません！」

「そう言えばおれが屋敷を見回ったとき、キッチンメイドを見かけました」

　マックスの言葉に、テイラー警部はメイシーを下がらせ、キッチンメイドを呼びつけた。背の低い小太りの女が、おどおどしながら入ってくる。

「な、何かご用でしょうか」

「昨日の晩、キッチンで何をしていた？　砂糖壺を触ったか？」

　テイラー警部が詰問口調で言った。

「ちょ、朝食の下ごしらえを、し、しておりました。さ、砂糖壺には、さ、触っておりません」

　キッチンメイドがあまりにも怯えているので、テイラー警部は口調を和らげた。

「では、昨日、キッチンに出入りした者を教えてくれるかね？」

「あ、朝に、メニューを指示するために奥さまがいらっしゃいました。それからコックに洗い場スカラリーメイドに客間メイド……それにわたくしがいないときに、もしかしたら家政婦ハウスキーパーと執事も出入りしたかもしれません」

　テイラー警部は「もういい」と言ってキッチンメイドを下がらせた。

「姿を消したと言うことは、ミスター・グレイが一番怪しい。スチュワート卿、彼はいつからお宅で働いているんです？」

　テイラー警部の言葉に、スチュワート卿は首を振りながら答える。

「グレイはわたしの父の代からスチュワート家に仕えておる。グレイがダイヤを盗むなどありえん。彼にはじゅうぶんな報酬を払っているのだよ、きみ」

　そのとき、一人の巡査が血相を変えて書斎に飛び込んできた。テイラー警部とともにスチュワート邸にやってきて、野次馬が入らないよう玄関前に立っていた二人の巡査のうちの一人だ。

「警部！　グレイを捕まえました！」

「何？」

　部屋にいた全員が声を上げた。

　そこへもう一人の巡査が執事の腕をつかんで引きずるように書斎に連れてきた。グレイの戸惑った顔が、スチュワート卿の姿を見つけてほころぶ。

「だんなさま、この物々しい雰囲気はどういうことでございましょう？　わたくし、娘の家から戻ったところを、このように刑事さんに腕をつかまれたのでございます」

　グレイの言葉に、スチュワート卿が眉根を寄せる。

「どこへ行っていたって？」

「娘の家でございますよ。わたくしのような年寄りがバロンと対峙するのは危険だから、娘の家へ行くようにと、昨日、警視庁から戻った後におっしゃいましたよ」

「そんな話、わたしは知らんぞ」

　スチュワート卿の言葉にグレイが戸惑った。

「そんな。確かにだんなさまがおっしゃったのでございますよ。警視庁から戻って書斎に行かれた後、しばらくして使用人部屋にいらして、今すぐ娘の家に行き日曜の朝に戻ってくるように、とおっしゃられたのです」

　スチュワート卿は首を傾げた。

「警視庁から戻って書斎に行ってからは、晩餐ディナーの時間まで部屋から出ておらん。それに用があれば呼び鈴を鳴らす。わたしが使用人部屋になど行くわけがないだろう」

「そんな……」

　絶句するグレイを見て、テイラー警部が尋ねる。

「娘さんの家はどこにあるんだね、ミスター・グレイ？」

「ライムハウスです。娘は夫と子ども四人と一緒に住んでいます」

「ブライス巡査、馬車を飛ばしてライムハウスに行け。ミスター・グレイが娘の家にいたかどうか確認しろ」

「わかりました！」

　テイラー警部に言われて、ブラウンの髪の巡査がグレイに住所を聞き、部屋を飛び出した。

「さて、マックス、エディ。おまえたちが夜一緒にいたのは、ここにいるミスター・グレイに間違いないか？」

　テイラー警部に訊かれて、マックスはエディと顔を見合わせた後、執事をじっくりと見た。白髪頭、後退した額、落ちくぼんだ目、薄い唇。どれをとっても昨夜一緒に過ごしたグレイ本人に見える。

「確かに、この人だったと思います」

「でも、わたくしは今の今まで娘の家にいたのでございますよ。何のことをおっしゃられているのか、わたくしには見当もつきません」

　グレイは心底困惑しているようだ。

「では、ダイヤを盗んだのは自分ではないと言うんだな？」

　テイラー警部の言葉に、グレイは目を飛び出しそうなほど見開いた。

「どういうことでございますか？　ダイヤってまさか……？」

　グレイの言葉にスチュワート卿が苦々しげにうなずいた。

「そのまさかだ。乙女のハートが盗まれたのだ」

　グレイは激しく首を振る。

「わたくしではございません！　わたくしのはずがございません！　さっきから申し上げておりますように、今朝まで娘の家にいたのでございますよ！」

　マックスが口を挟んだ。

「その間、金庫の鍵はどうしていたんです？」

「鍵はだんなさまが預かられました」

「わたしは鍵など預かっておらん！　そもそも娘の家に行け、などと言っておらんのだから！」

　スチュワート卿が真っ赤な顔で怒鳴った。

「じゃあ、娘の家に行かせたスチュワート卿は、偽物だったのか？　本物のスチュワート卿が書斎にいる間に、賊が卿に変装してミスター・グレイに休暇を与え、金庫の鍵を手に入れたということか……？」

　マックスが独り言のように言った。

「まさかそんな……わたくしがだんなさまを間違えるはずなど……」

「だが、そうでなければ、スチュワート卿かミスター・グレイのどちらかが、嘘をついているということになる」

　マックスの言葉が部屋に響いた。卿と執事が信じられないというような表情で互いの顔を見つめている。

　やがてブライス巡査が戻ってきた。

「警部、間違いありません。ミスター・グレイの娘さん、その夫、子ども四人、はては両隣のご夫婦も、彼が昨日の夕方から今朝までライムハウスの家に滞在していたと証言しています」

　巡査の言葉にグレイはホッとして肩の力を抜いた。

「わ、わたしは嘘などついとらん。グレイに娘の家に行けとは言っておらん」

　スチュワート卿があわてて言った。

「くそっ。ということは、怪盗バロンは変装の名人ということか？」

　マックスがうなるように言い、エディが続ける。

「しかも相当の名人ですよ。顔を見慣れているはずの卿とミスター・グレイが、何も疑わなかったんですから」

　とはいえ、怪盗バロンにまんまとしてやられたマックスとエディの二人は、どうしようもなく肩身が狭かった。




　その日は一日中、スチュワート邸の内外をしらみつぶしに調べた。マックスは昨晩見た二輪幌馬車と馬が一頭消えているのに気づいた。厩舎では、白いシャツに青い膝下丈ズボンブリーチズ、ブーツ姿の若い厩舎係が馬に餌をやっていたので、つかまえて話を訊いた。予告状のこともダイヤが消えたことも知らなかったらしい彼は、飼い葉を与える手を止めて言う。

「二輪幌馬車ですか？　あれはうちの馬車じゃないんです。昨日の夕方、ミスター・グレイが乗ってきたんですよ。なんでも、だんなさまのお知り合いの方の馬車だそうで、一晩預かるように頼まれた、と言ってました。明け方にミスター・グレイが来て、馬車を返しに行くと言って、乗って出て行きましたよ。あれは本当にきれいな芦毛の馬でしたねえ」

　そう言って、厩舎係はまた馬に飼い葉を与え始めた。

「くっそう」

　マックスは歯ぎしりをした。あの二輪幌馬車は、バロンが本物の執事を屋敷から遠ざけた後、執事に変装して逃走用に準備しておいたものだったのだ。

　馬車置き場から続く馬の蹄の跡をたどると、正門まで続いていたが、門の外は石畳の通りで、蹄の跡も轍も残っていなかった。厩舎係も、グレイが馬車置き場から出て行くのを見ただけで、どの方角に向かったかはわからないということだった。

　マックスとエディは予告状が届いていたという真鍮の郵便受けを取り外したり、屋敷の絨毯をひっくり返したり、這いつくばって芝生の間を調べたりして、陽が落ちてスチュワート卿に嫌がられるまで粘ったが、バロンにつながる手がかりは何も見つけられなかった。署に戻ったマックスとエディは、レストレンジ警視正にもこっぴどく叱責された。

　疲れ切ったマックスは、エディとともに重い足取りでスコットランド・ヤードを後にした。エディに誘われてキングス・アームズに入ると、キャシーがマックスを見つけて微笑んだ。

「マックス！　エディもいつものね？」

　大好きな一パイントグラスのスタウトを受け取っても、マックスが沈んだ様子なのを見て、キャシーがカウンターの上で腕を組み、その上に豊かな胸をのせて言う。

「どうしたの、元気ないわね？」

「今日はもう最低なんですよ」

　エディがキャシーの胸の谷間に目を奪われながらつぶやいたが、キャシーはマックスを見つめたまま言った。

「辻強盗を逮捕したあなたらしくないわよ」

　キャシーが指でマックスのあごを持ち上げる。

「その手柄も昨夜のヘマで泡と消えたよ」

「もう、しけた顔ね。何やったのよ？」

「明日になればイヤでもわかるさ。新聞の一面を飾るだろうよ」

　マックスはやけっぱちな気分でビールをあおった。

「ふうん。じゃあ、そんな今夜こそ付き合わない？　あたしがたっぷり慰めてあげる」

　キャシーが艶っぽく微笑みながら、マックスのシャツの襟から覗く日焼けした肌を指先で触ったが、彼はその手首をつかむと、空になったグラスを持たせた。

「帰る」

「もう、何よぅ」

　キャシーがぷうっと頬を膨らませた。

「じゃあ、代わりにぼくを慰めてくださいよ」

　冗談なのか本気なのかわからない顔でエディが言った。

「明日もみっちり働くぞ、エディ。寝坊するな」

　マックスはそう言うと二人に背を向け、パブを出た。











　　第三章　可愛げのない天使






　翌十九日の月曜の朝、バロンのことを考えていてあまりよく眠れなかったマックスは、ぼんやりした頭を起こそうと、スコットランド・ヤードのトイレで顔を洗っていた。鏡に映る顔は無精髭に覆われていて、目の下にクマができている。

「せっかくの男前が台無しですよ」

　鏡にエディが映った。そう言う彼も、丸い顔に少しやつれが見える。

「おれと組んでいるせいで、おまえまでヘマをしたことになったな」

　マックスが言うと、エディは横に並んだ。

「気にしていません。ぼくはあなたを尊敬しているんですよ。警部補と組んでいるおかげで、検挙率はスコットランド・ヤードでナンバーワンです。怪盗バロンも捕まえて、汚名返上といきましょうよ」

　相棒のエディの言葉に、マックスも少し元気が出てきた。

「そうだな、やるしかないな」

　無精髭を触りながらマックスは言った。

　自分の席に戻って椅子に座ると、頭の後ろで手を組み、デスクの上に長い脚を乗せて考え込んだ。エディにああは言ったものの、怪盗バロンにつながる手がかりは何一つなかった。あるのはあの予告状だけ。

　マックスはスチュワート卿から預かっていた予告状を証拠品箱から取り出した。封筒の表書きもカードも、羽根ペンの汚い字で書かれている。カードの絵は、父親と母親らしい正装の男女が、光沢のある柔らかそうな白いシャツを着た二人の小さな子どもの肩に手を置き、ラズベリーのホールケーキを囲んでいるものだ。

「絵の子どもは二人とも幼そうだし、いったい誰が十六歳なんだ？　いくら大きなケーキとはいえ、ロウソクを十六本も描くなんて……」

　絵を見ながら首を傾げる。

（何かがひっかかる。この違和感の原因は何だ？　カードは……どこで売られているんだろう）

　マックスは立ち上がって、受付担当の巡査に「ちょっと出てくる」と声をかけ、庁舎を出た。

　今日もよく晴れたいい天気だ。石畳の道を歩いていると、新聞販売店があった。並んでいる新聞の見出しには〝ロンドン警視庁、みすみすダイヤを奪われる〟〝神出鬼没の怪盗バロン、執事に変装か？〟などと大きな文字が躍っている。

「くそっ」

　マックスは湧き上がる怒りを紛らわせようと空を見上げた。だが、雲一つない青空を見ても、心は晴れない。

　ウェストミンスター寺院の前を通ってヴィクトリア駅に行き、その前の食料雑貨店でグリーティングカードを探したが、家族とラズベリーケーキの絵のカードはなかった。

　店を出て、今度はヴィクトリア・ストリートを戻ってウェストミンスター橋を渡った。ウォータールー駅の近くの食料雑貨店、ハーヴィーズの前には、今日もプラチナブロンドの花売り娘がいる。マックスはその横を素通りして店に入った。カウンターの横にグリーティングカードのラックがあり、その中からバースデーカードの束を引き抜く。

　バラの花束が描かれたカード、クマのぬいぐるみを抱いた女の子の絵のカード。その下に……。

「あった」

　家族らしい四人に囲まれたラズベリーのホールケーキの絵を見つけて、思わず声を上げた。家族それぞれの服装が予告状のものとは異なり、ロウソクも描かれていないが、構図がよく似ている。

　マックスはカウンターの中に視線を送った。三十歳くらいの黒髪の女の店員が、彼と目が合ったとたん、艶のある笑みを浮かべる。

「いらっしゃいませ」

「最近このカードを買った人を覚えていませんか？」

「残念だけど、お客が買うカードなんていちいち見てないわぁ。あなたみたいなハンサムさんが買ってくれたなら、覚えてたと思うけど」

　店員の媚びるような口調に、マックスは苦笑したいのをこらえて真面目な表情で言う。

「ある事件のとても重要な手がかりなんです。思い出してくれたらとても助かります」

　彼の言葉に店員は首を傾け、流し目を送りながら言う。

「バースデーカードを買うんだったら、花も買うかもしれないわね。店の前の花売りにも訊いてみるといいかも」

「ありがとう。ところで店番はいつもあなたが？」

「いいえ。亭主のときもあるわ」

「ご主人はいつ来るの？」

「次に来るのは金曜日。戴冠式の翌日ね。しばらく来ないのよ」

　亭主と倦怠期なのだろうか、まだ朝だというのに女が誘うような目つきで彼を見た。二年前までのおれでも既婚者はお断りだ、と思いながら、マックスはそっけなく言う。

「ありがとう、それじゃ」

　その態度に店員は唇をとがらせ、彼が手にしているカードを見て訊く。

「で、お客さん、そのカード、買うの、買わないの？」

「あ、買うよ」

　マックスはカードを一枚買って店を出ると、花売りに近づいた。色とりどりの花を積んだ小さな手押し車の前にいる娘は相変わらず無愛想で、土曜日に花を買った彼を見ても、にこりともしない。

「どのお花にいたしましょう」

「今日は花を買いに来たんじゃないんだ。ちょっと訊きたいことがあって」

「何でしょう？」

　娘は小首を傾げた。

「ハーヴィーズでこのバースデーカードを買った人が、ここで花も買ってないかと思って。このカードを持った人を見たことないかな？」

　マックスはカードを見せた。娘はそれを手に取ったが、すぐに首を振った。

「ハーヴィーズの帰りにお花を買う方はたくさんいらっしゃいますけど、このカードを持っていたかどうかまではわかりません」

「そう……」

　行き詰まりか。

　がっかりするマックスに、娘がそっけなく言う。

「お役に立てなくてごめんなさい」

（そういうセリフはもっと思いやりを込めて言うもんだろっ）

　娘の態度に腹立ちを覚えながらも、マックスは平静を装って言う。

「別に構わない。最初から見込みは薄かったから」

　彼がカードを受け取り、ポケットに入れて立ち去ろうとしたとき、娘が声をかけた。

「そのカードがどうかしたんですか？」

　マックスは足を止め、娘に向き直った。

「ある事件で犯人から送りつけられた物なんだ」

「もしかして、今新聞を賑わせている例の事件ですか？」

　マックスは娘の愛想の悪さに加えて、新聞の見出しを思い出したいら立ちから、つい意地悪く言ってしまう。

「そうだと言ったら、協力でもしてくれるのかな？」

「えっと、市民としてできる範囲でしたら」

「へえ」

　マックスの小馬鹿にした口調に、娘が挑むような目で彼を見上げた。

「わたしみたいな娘には何もできないとでも言いたげですね」

「違うのかな」

「まあ、ひどい。刑事さんだって事件が起きるまで動かないじゃないですか。〝犯罪防止よりも検挙の方に熱心だ〟って雑誌の批評記事に書かれているのを読んだことがありますけど、その通りみたいですねっ」

（可愛げのない女！）

　マックスもついカッとなる。

「きみがここで平穏無事に花を売るために、おれたちがどれだけ努力してると思ってるんだ!?　日夜問わず危険な地域を歩いてパトロールするし、命を張っておとりも務める。ナイフや銃で武装した凶悪犯を追い詰めるのに、どれだけ脚を棒にして捜査をし、どれだけ神経をすり減らしていると思うんだ！」

　マックスの剣幕に、娘がハッとしたように口に手を当てた。

「ごめんなさい……」

　その消え入るような声を聞いて、マックスは我に返った。自分よりも一回りくらい年下の娘にムキになって食ってかかったことが恥ずかしくなり、頬を掻きながら言う。

「いや、すまない。仕事にはやりがいを感じているし、苦労をひけらかすつもりでもなかったんだ。忘れてくれ」

　ばつが悪そうに肩をすくめ、そそくさと歩き始める彼に、娘が声をかける。

「あの」

「何？」

　振り返った彼と目が合い、娘が申し訳なさそうに小さく微笑んだ。

「お仕事、がんばってくださいね」

　その瞬間、二人の間を一陣の風が吹き抜けた。娘のプラチナブロンドの長い髪がふわりと舞う。

　刹那、娘の背中に翼が見えたような錯覚に陥り、マックスは思わず目をしばたたいた。

　不思議そうに彼を見上げるのは、天使ではなく人間の娘だ。

（お迎えが来たわけじゃなさそうだ）

　マックスは苦笑して、「ありがとう」と言うと再び歩き出した。




　署に戻ったマックスは、エディを自分のデスクに呼んだ。

「どうしたんです？」

「怪盗バロンが使ったのと同じカードを見つけた」

「やりましたね！」

　身を乗り出すエディに、マックスはカードを見せる。

「同じケーキの絵ですね。でもロウソクがありませんねぇ」

「ロウソクはバロンが描き足したんだと思う。ほら、絵の具の種類が違うだろ？」

　エディはカードの絵をまじまじと見た。

「本当だ。家族やケーキの部分は透明感がありますね。だけど、ロウソクはべったりしていて不透明だ。こんなに細いロウソクなのによく気づきましたね」

「まあな。人物やケーキを描いた人間は、透明水彩絵の具を使っているから、おそらくプロかあるいはかなり腕のある絵描きだろう。だが、ロウソクを描いた人間は失敗しにくい不透明水彩絵の具を使っている。不透明水彩絵の具は素人がよく使うものだ。ロウソクは別人が描き足したものだろう」

「なるほど」

「つまり、ロウソクが十六本あることが、バロンにとって何か重要な意味があるのかもしれない」

　マックスの言葉にエディは顔を輝かせる。

「きっとそうですよ！　よくわかりましたね、警部補」

「初歩的なことだよ、エディくん」

　マックスがパイプを吹かすまねをしたので、エディがプッと吹き出した。

「だが、どんな意味を持つのかは、まだわからないな……」

　マックスの言葉に、エディの笑みも霧散する。

「そうですね……」

「またこのカードを買った食料雑貨店に行ってみるよ。今日の店員は誰がカードを買ったか覚えてないと言っていたが、もしかしたら別の店員が覚えているかもしれない」

「それに、またバロンがカードを買うかもしれませんしね」

　エディの何気ない言葉に、マックスはハッとした。

「またバロンが現れると思っているのか？」

「だって、わざわざ予告状を出すくらいでしょう？　世間の目を引きたがっているように見えます」

　エディの言葉は不吉な予言のようだった。




　マックスとエディは仕事の後、キングス・アームズに寄った。キャシーがマックスを見つけて、跳ねるような足取りで近づいてくる。

「ねえねえ、みすみすダイヤを奪われたのってあなた？」

「うるさい」

「執事にだまされたってほんと？」

「執事じゃなくて執事に変装したバロンにだ」

「その話、詳しく聞かせてよ。ねぇ」

　キャシーに腕をつかまれ、マックスはイライラしながらその手を振り払い、カウンターの席に腰を下ろした。

「不機嫌ねぇ」

　キャシーは頬を膨らませると、マックスの隣に座ったエディに同意を求めるように視線を送った。

「仕方ありませんよ。してやられちゃいましたから」

「ねえ、バロンってどんな感じなの？　フランスの怪盗紳士みたいにハンサムでダンディ？」

　興味津々といった様子のキャシーに、マックスがぼそりと答える。

「初老でハゲかけ」

「うっそー」

　キャシーが心底がっかりした顔をする。

「──の執事に変装していた」

「なあんだ。じゃあ素顔はわからないのね？」

「素顔がわかってりゃ、苦労しないさ」

　マックスはスタウトを一口飲んだ。

「でも、ずっと一緒にいたんでしょ？　何かわかったことないの？」

「ない」

「ええぇ、でも、大柄とか小柄とかぐらいわかるでしょ？」

「しつこいやつは嫌いだ」

「まっ。マックスったら本当に機嫌が悪いのね。いいわ、続きはエディに教えてもらうから」

　キャシーが隣に座ったので、エディが目尻を下げる。それを横目に、マックスはビールをあおった。




　翌朝マックスは、ウェストミンスター駅の前の新聞販売店で、並べられた新聞に〝ヘクター・スチュワート〟という文字を見つけ、その新聞を買った。歩きながら広げたその記事の見出しは〝スチュワート卿、すべてを語る〟だ。

〝三日前、怪盗バロンを名乗る盗賊から、ヘクター・スチュワート卿の家に「今宵、あなたのハートをいただきます」と書かれた予告状が届けられた。狙われたのは、社交界で有名なダイヤモンドのネックレス、乙女のハート。スチュワート卿は、辻強盗逮捕で名を上げたマクシミリアン・ウィッチェム警部補と、部下のエディ・スティーブンス巡査部長にダイヤの警備を依頼した。だが、警部補と巡査部長は、スチュワート卿の忠実なる執事に変装したバロンに眠り薬を盛られ、間抜けにも朝までぐっすり眠り込んでしまい、その間にダイヤを盗まれてしまった。スチュワート卿は信頼していた警部補たちの失態に失望を隠せず、子爵夫人はダイヤを奪われたショックでベッドに伏している。さて、この鮮やかな手口。怪盗バロンはかの有名なフランスの怪盗紳士では？〟

　マックスは怒りのあまり新聞をぐしゃっと握りしめた。

（スチュワート卿、あの脂ぎったオヤジめ。テイラー警部が事件について口外しないよう念を押していたはずだ。おれだけでなく、エディの名前まで出すなんて……）

　やっぱり貴族は好きになれない。

　不機嫌な面持ちでロンドン警視庁の庁舎に足を踏み入れるやいなや、マックスはみんなの視線をチクチクと感じた。どれもチラチラ盗み見るような視線で、誰も直接彼と目を合わせようとはしないが、今朝の新聞を読んで、彼の失態を知ったのだろう。それまで事件の詳細は上司のテイラー警部とレストレンジ警視正しか知らないはずだった。

（これじゃまるで針のむしろじゃないか）

　エディも同じことを感じているのだろう。みんなの視線を背に受けながら、大きな体を椅子に押し込めるようにして縮こまっている。マックスは彼に近づいた。

「エディ、過去の事件ファイルを洗って、似たような事件がほかにないか調べよう。怪盗バロンという名前や、予告状を届けてからの強盗、ダイヤの盗難事件など、今回の事件に関係のありそうなものをすべて探すんだ」

「わかりました」

　エディはそそくさと立ち上がり、マックスとともに証拠品保管庫へ向かった。そこには証拠品の出し入れを記録する巡査しかいないため、刑事課の大部屋よりもみんなの視線を浴びなくてすむだろう。

　保管庫の入り口で入退室表に名前を記入していると、管理係の巡査がニヤニヤ笑ったが、マックスもエディも気づかなかったことにした。

「とりあえず新しい事件から遡っていこう。おれは奇数年を担当するから、エディは偶数年を頼む」

「了解しました」

　スコットランド・ヤードはロンドンとその周辺地区の警察事務を担当するほか、全国の犯罪記録や資料なども保管しているため、保管庫には膨大な数の資料が収められている。棚に文字通り山と積まれたたくさんの証拠品保管箱に目まいを覚えながらも、マックスは一番新しい一九一一年六月の棚から保管箱を下ろした。エディとは離れた隅のテーブルに着いて、過去の事件の証拠品を調べ始める。

「列車強盗事件……貴族に変装した男女による窃盗……関係なさそうだな」

　ブツブツ言いながら、事件ファイルを見ていくが、癖のある字や間違いだらけのスペルで書かれた報告書に、すぐに目が疲れてくる。目をしょぼしょぼさせながらどうにかその年のファイルを見終わったが、それらしいものはなかった。

「どうだ、エディ？」

　マックスの声に巡査部長は首を振って答える。

「まだそれらしいものは見つかりません。ダイヤ関連では宝石商強盗殺人事件のファイルがあったんですが、宝石商を殺してダイヤを奪った犯人は、それを質屋に持ち込んだところを逮捕されています。だから、バロンとは無関係だと思います」

「そのダイヤの名前は？」

「ダイヤに名前は付けられていません。宝石商が扱う一般的なダイヤでした。量が多かったので、質屋の主人が怪しく思って、下働きの男に通報させたそうです」

「宝石商の家族は？」

「老いた母親だけでした」

「まだ生きているのか？」

「わかりません。パトロールの巡査に頼んで、登録官に確認してもらいます」

「そうしてくれ。ほかには？」

「ちょくちょく捕まっている偽宝石商がいますね。自作のレプリカを本物だと偽って売りつけているケチな野郎です」

「ああ、おれも何度か逮捕したことのあるやつだ。睡眠薬を盛るなんて手の込んだ手口、やつのものとは思えないな」

　マックスは偽宝石商の姿を思い浮かべた。いつも作業机に向かって偽宝石作りをしているせいか、背中の曲がった貧弱な体格の男で、どうしてもバロンのイメージに一致しない。

「ほかには何かあったか？」

　マックスの問いに、エディが疲れた様子で首を振った。

「一休みしてランチでも食いに行こうか。気分転換しないと、作業もはかどらないだろう」

　マックスの言葉を聞いて、エディの顔がみるみる笑顔になる。

「やった！　もう腹ぺこだったんですよ」




　二人で庁舎を出てキングス・アームズに入ると、マックスを見つけたキャシーがつんと横を向いた。昨日のことを怒っているらしい。マックスは苦笑しながら注文を言った。

「フィッシュ・アンド・チップスを頼む」

「はいよ」

　マックスの注文を聞いて、キッチンにいるコックが調理を始めた。

「ぼくは何にしようかなぁ」

　メニュー表を見ながら迷うエディに、キャシーがマックスへの当てつけらしく、わざとらしいくらい優しい声で言う。

「牛肉と牛の肝臓入りステーキ・アンド・キドニーパイはどう？」

「いいですね。チップスと野菜もつけてください」

　マックスは二人のやりとりを苦笑しながら聞いていたが、ランチの包みを受け取ると、外で食べることにして、エディに「ごゆっくり」と声をかけパブを出た。

（天気がいいから、テムズ川沿いで食べるのも悪くないだろう）

　ウェストミンスター橋を渡って歩道を歩いていると、前方のベンチに先客の姿が見えた。紐付きの白い帽子から覗く長いプラチナブロンドから、花売り娘だとわかる。

「やあ、こんにちは」

　マックスが声をかけると、娘が顔を上げた。膝の上にはサンドウィッチの包みが広げられている。

「あら、刑事さん」

「きみもランチタイム？」

「はい。刑事さんもですか？」

「ああ。ご一緒しても構わないかな？」

「どうぞ」

　娘が藤色のドレスの裾を引き寄せて場所を空け、マックスはそこに腰を下ろした。だが、並んで座ったものの、会話が見つからない。

「あのさ」

「あの」

　二人同時に口を開き、ハッとして顔を見合わせる。

「きみからどうぞ」

「いいえ、刑事さんから」

　娘に促され、マックスは娘との前回の会話を思い出しながら言った。

「いや、昨日は八つ当たりして悪かったな、と思ってね」

　彼の言葉に、娘はかすかに頬を染めて言う。

「わたしの方こそ、刑事さんの苦労も知らずに偉そうな口をきいて、申し訳ありませんでした」

「じゃあ、これで仲直りできたかな」

　マックスのホッとしたような言葉に、娘が表情に戸惑いをにじませてつぶやく。

「わたしたち、仲直りが必要なお友達でも何でもないと思いますけど」

「いや、まあ、それはそうだけど」

　おれは何を気にしているんだろう、いや、花売りだろうと人に嫌われるのはイヤなことだから、これでよかったんだ。そう自分を納得させ、口を開く。

「ところで、きみの話は？」

「えっと、昨日言ってらした事件、進展があったのかしらと思って」

　マックスはランチの包みを開けてタラのフライをつまんだ。

「ないね。新聞にも名指しで書き立てられるし、散々だよ」

「名指し……？」

「紳士淑女諸君、ご紹介いたしましょう。かの悪名高きマクシミリアン・ウィッチェム警部補とはこのわたしのことです」

　マックスが座ったままおどけてお辞儀をしてみせると、娘が小さく声を立てて笑った。その笑い声が花弁となって辺りに舞ったような気がして、マックスは思わず目をこする。

「どうかされました？」

　娘に不思議そうに尋ねられて、彼はつい正直に答えてしまった。

「いや、きみでも笑うんだな、と思って」

　その言葉に、娘が目を見開く。

「しまった……つい正直に、いや、そうじゃなくて……」

（なんでおれは一回りも年下の娘にドギマギしているんだ！）

　マックスが焦っていると、娘が突然顔を伏せ、肩を震わせ始めた。

「すまない！」

　泣いているのかと思ってその顔を覗き込むと、なんと娘は声を押し殺して笑っている！

　その様子にマックスはぽかんと口を開け、戸惑いながら言う。

「えっと……怒ったり泣かれたりするよりは、笑われる方がいいといえばいいんだけど……おれ、そんなにおかしなことを言ったかな？」

「あ、ごめんなさい。嬉しくて」

　ようやく笑うのをやめた娘が、笑みを含んだ目で彼を見て言った。

「嬉しい？　まあ、喜んでもらえたのなら、いいんだけど……」

　複雑な表情のマックスに娘が言う。

「警部補さんって意外とおもしろい方なんですね。最近いろいろと悩むことが多くて、久しぶりに笑えたことが……嬉しかったんです」

「そうなの？」

「ええ。ハーヴィーズの店員さんにも言われていたんです。〝花売りがそんなしけた顔をしてたら、花がしおれるわよ〟って」

「なかなか毒舌だな。あの女の店員か」

　マックスはバースデーカードを買ったときの黒髪の店員の顔を思い出した。

「事実ですから」

「よかったら、悩み事を聞かせてもらえないかな？」

　娘がうつむいたので、マックスはあわてて言った。

「いや、ほら、困ったことがあるのなら、おれで力になれることがあれば、と思って。善良なる市民のみなさまの問題を解決するのが、おれたちの仕事だから」

　娘は顔を上げたが、そのアメジストの瞳はなぜか悲しげな色を宿している。

「──そんなふうに聞いてくださるのは、わたしが若い女だからですか？」

「え？」

　娘の問いかけにマックスは戸惑ってしまった。困っている市民なら老若男女関係なく助けたいと思っていた。だが……。

「男女の区別なく市民の力になりたいと思っていたけど、言っていることとやっていることが少し違ったな」

　ザ・ナイフを逮捕した日、何か訳がありそうな物乞いに話しかけられたのに、怪しんで邪険にしてしまったことを思い出す。

「きみのおかげで反省すべきことを思い出したよ」

「どんなことです？」

　娘が興味を持ったように小首を傾げた。

「先日、老いた物乞いに話しかけられたんだ。でも、夜中ということもあったし、おれに逮捕されたことのある誰かが報復に来たのかもしれないと思って、適当にあしらったんだ。本当に困っていたんだとしたら、悪いことをしたなと思ってね」

「報復されたことがあるんですか？」

　心配そうな娘の言葉に、マックスは二年前、彼が窃盗団のボスを逮捕した直後に殺されたレオノーラのことを思い浮かべた。

「おれを殺せばよかったのに」

　彼の険しい表情と物騒な言葉に娘の表情が曇る。

「おれを殺すよりも、おれが大切にしている人の命を奪う方が、苦しみが大きくなると考えたんだろうな」

「え？」

「二年前、大切な人を殺された」

「それは……本当にお気の毒に」

　娘が低い声で言って、手の中のサンドウィッチに視線を落とした。

「あ、いや……」

　食事中に暗い話になってしまったことに気づいて、マックスは後頭部を軽く掻いた。雰囲気を明るくしようと、軽い調子で言う。

「今まではね、彼女への償いとして、仕事一筋で生きてきたんだけど、最近、どうしても気になる人ができてね」

　冗談っぽく笑みを浮かべながら、娘が背を預けている背もたれに腕を回すと、娘が驚いて背筋を伸ばした。

「それは……よかったんじゃないですか？」

「きみのことをもっと教えてくれないかな？」

　マックスが体を寄せると、娘が反抗的な目で見返した。

「相手を間違えていますよ。わたしは花売りで、あなたが花を贈った相手ではありません」

「花を贈っているのは生きている女性にじゃない」

「え？」

「彼女を忘れないために、自分のデスクに飾っているんだ」

「あ……ごめんなさい」

　死んだ相手に手向けている花だと知って、娘の口調が柔らかくなった。慈愛の色を浮かべたアメジスト色の瞳が、青灰色の瞳と見つめ合う。二人の距離はあまりにも近い。

「わ、わたし、もう仕事に戻らなくちゃ。失礼します」

　最初に目をそらしたのは娘の方だった。膝の上の包みを手早くまとめて立ち上がる。マックスはあわてて言った。

「きみ、名前は？」

「リーナ……アシュレイ、です」

「また土曜日に花を買いに来るよ」

　花売りは小さくうなずき、彼に背を向けた。




　六月二十二日木曜日の戴冠式当日。バッキンガム宮殿から、戴冠式が執り行われるウェストミンスター寺院へと続くヴィクトリア・ストリートの沿道は、式典に向かう華やかな行列を見ようと、前の晩から場所取りをしたり、朝早くから折りたたみ椅子を持って場所を探したりしているロンドン市民でごった返していた。

「ロイヤルミーティングだって、この人混みには負けるでしょうね」

　エディがロンドン西方のアスコット競馬場で行われる王室主催の華やかな行事を引き合いに出し、マックスは苦笑する。

「行ったことあるのか？」

「まさか」

　あっさり答えるエディに、マックスは軽く肩をすくめたが、そうしながらも挙動不審な者がいないか辺りに注意深く目を配っていた。見物客のフリをしながら、スリやひったくりなどの犯罪を警戒するのが今日の任務だ。

　こうした大きな公式行事では、タイピンをひったくったり、隠し持ったナイフでポケットやバッグを切り裂いて中の物を盗んだりする輩が群衆に紛れ込んでいる。ましてや戴冠式に向かう国王のパレードである。見物客の目が行列に引きつけられる時間帯は特に要注意だ。人手も必要なため、マックスたちも今日はほかの事件の捜査を中断して、警備に当たっている。

　人々のざわめきに、近衛旅団のバンドの音色が混ざり始めた。マックスがそちらに視線を向けると、観衆の向こうに等間隔で並ぶ警備の衛兵の姿があり、さらにその向こうに、黒い毛皮のヘルメットを被り緋色の軍服に身を包んだ近衛兵が、整然と並んで行進していくのが見えた。

　続いて、オーストリアのカール・フランツ・ヨーゼフ大公やドイツの皇太子夫妻、日本の東ひがし伏ふし見みの宮みや依より仁ひと親しん王のう・同妃両殿下など、各国王室・皇室の代表者や首脳を乗せた豪華な馬車が現れ、ウェストミンスター寺院に向かって通り過ぎていく。その後には国王の乗った黄金の馬車、ゴールド・ステート・コーチが続くはずだ。

「国王陛下、万歳！」

　沿道の興奮が頂点に達し、群衆が沿道に身を乗り出して手を振っている。

　マックスは行列を見るフリをしながら群衆に視線を走らせたとき、つば付きの帽子を目深に被った男に目を留めた。静かな動きで、人垣の中ほどにいるパリッとした身なりの紳士に近づいている。

（スリだな）

　そう直感したマックスが帽子の男に近づこうと人混みをかき分けたとき、紳士が内ポケットから財布を抜き取られたことに気づいて声を上げた。

「泥棒！」

　だが、その声は国王を讃える歓声にかき消された。紳士が盗人につかみかかった瞬間、盗人が倒れ、その背後にいた女がバランスを崩して悲鳴を上げた。そこからドミノのように観衆が倒れ始める。

「危ないっ」

　とっさにマックスは、目の前にいた女を守ろうと、倒れてきた男の前に体を入れた。だが、倒れてくる何人もの人間の重みに耐えきれず、両腕で女をかき抱いたまま膝をつく。女の華奢な体を押し潰さないよう、倒れてきた男の体重を背中で支えながら、自分がドミノの終着点になろうと歯を食いしばった。

「警部補！」

　エディが悲鳴を上げ、その声で私服刑事の存在に気づいた泥棒が、倒れている人々をまたぎ、踏みつけ、必死で人混みをかき分け始める。それを目の端でとらえてマックスは怒鳴った。

「エディ、あの帽子の男を追え！　スリだ！」

「了解！」

　エディが巨体を翻し、スリを追い始める。

「人が倒れてるぞ！」

「手を貸せ」

　ドミノに気づいた人々が、倒れている観衆を少しずつ助け起こし、マックスもようやく背中の重みから解放された。

「大丈夫ですか？」

　両腕で守っていた女を立たせたとき、女が被っていた花飾り付きの大きな帽子がはらりと落ちた。その顔を見て彼は目を見開く。

「こんなところで会うなんて」

　それはあの花売りのリーナ・アシュレイだった。髪を緩く結い上げ、深緑色のドレスに白いショールを羽織っていて、別人のように大人びて見える。

（なんてきれいなんだ……）

　そう思った瞬間、彼女がマックスの胸を押しのけた。

「陛下はっ……」

　悲愴な声を上げ、背伸びをして通りを見回す。だが、とっくにゴールド・ステート・コーチは通り過ぎていて、最後尾の近衛兵の後ろ姿が見えるだけだ。

「ああ……」

　リーナが落胆した表情でつぶやき、顔を覆う。

（おいおい、助けたおれには見向きもしないのか？）

　マックスは少しばかり嫌味を込めて言った。

「おれがきみをかばっている間に通り過ぎてしまわれたようだね」

　リーナはハッとしたように彼を見上げた。

「ごめんなさい、助けていただいたのに。あの、お怪我はありませんか？」

「大丈夫。それよりきみは？」

「おかげさまで無事です」

「それは何より。ではこれで」

　マックスがエディを追おうと身を翻したとき、娘が声をかけた。

「あの、警部補さん」

「しっ。公の場ではそう呼ばないでくれ。潜入捜査中だから」

「あ、ごめんなさい」

　リーナがかすかに頬を染める。その愛らしさにマックスは一瞬目を奪われたが、すぐに表情を引き締めて走り出した。











　　第四章　小さな糸口






　その翌日、マックスはいつもより早く起きてスコットランド・ヤードに向かった。戴冠式が無事終了し、ようやくバロンの捜査に戻ることができるとあって、決意も新たに仕事に取りかかる。

　まずは借り出した証拠品箱から、二枚のバースデーカードを取り出した。バロンからの予告状とハーヴィーズで買ったカードだ。それを上着のポケットに入れて庁舎を出た。

　ウェストミンスター橋を渡ってウォータールー駅の方に向かったが、まだ朝早いため、ハーヴィーズは開店していなかった。リーナの姿もなく、向かいのテラスハウスの前に空の手押し車が置かれているだけだ。

　マックスはウェストミンスター橋まで戻り、テムズ川沿いにぶらぶら歩き始めた。ゆったり流れる川の水面が、朝日を反射してキラキラ輝いている。仕事でなければ、散歩にはもってこいの天気だ。

　視線を前に向けると、ベンチに座っている絵描きの姿が見えた。明るいブロンドの二十代半ばくらいの男で、長身でしなやかな体つきをしている。

（何を描いているんだろう）

　通り過ぎながらキャンバスをチラリと覗くと、淀んだ川を臨むように立つゴシック建築のウェストミンスター宮殿が描かれている。テムズ川の対岸の風景のようだ。

（なかなかうまいな）

　そのまま歩き続けたマックスは、ランベス橋のたもとに座った。時間つぶしがてら視線を彷徨わせると、さっきの絵描きのそばに白い帽子を被った女が近づくのが見えた。絵描きが両手を広げたとき、風が吹いて女の帽子が飛ばされ、プラチナブロンドの髪が舞う。

（リーナだ。あの絵描きと知り合いなのか？）

　絵描きが足元に落ちた白い帽子を拾い上げ、軽く払ってリーナに被せ、あごの下で紐を結んだ。それからおもむろに彼女の頬を両手で包み込む。その愛情に満ちた仕草に、マックスの胸がギュッと締めつけられたように苦しくなった。

「何だよ、朝から公衆の面前で……」

　おもしろくない気分でつぶやき、視線を川面に移した。

（ハーヴィーズの近くで絵を描いていれば、リーナと知り合いになったっておかしくはない）

　だが、その態度から、二人がただの知り合い以上の関係だというのはわかる。

（おれは彼女のことを何も知らないんだ）

　改めてそう思うとなぜだか孤独を覚えた。川に何個目かの小石を投げ入れたとき、教会の鐘が十時を知らせた。

　ふてくされた気分で来た道を戻り始める。また一人キャンバスに向かっている絵描きの後ろを通り、ハーヴィーズの前に来ると、白い帽子を被ったリーナが、背中を向けて花の入ったバケツを手押し車の上に並べている。食料雑貨店ももう開店していた。

　マックスは店に入り、ポケットから前回店で買ったカードを取り出して、カウンターにいる太った男に見せた。

「このカードはおたくで売っているものですね？」

　男は一瞥して言った。

「そうだ」

「このカードを買った人を覚えていませんか？」

　男は眉を寄せる。

「バースデーカードはよく売れるからな。いちいち覚えとらん」

「どんな小さなことでもいいんです。思い出していただけると助かるんですが」

　マックスは食い下がった。

「男も女もいる。そうだなぁ、普通の男で、普通の女だ」

　男の意地の悪い言葉に、マックスは小さくため息をついた。

「ありがたいことにうちの店は繁盛していてな。場所柄、観光客も多い。一度しか来ない客だっている」

「そうですか……。このカードをほかに売っている店を知りませんか？」

　マックスの言葉に、男はふと笑顔を見せた。

「このカードはな、特別なんだ」

「どういう意味です？」

「今の時代、印刷機が発明されて、こういったカードも印刷ものが増えている。そうでなくても版画のカードが普通だ。おれはそれが不満だった。だって、カードってのは特別な想いを伝えるもんだろ？」

「そうですね」

　店主が何を言いたいのかよくわからないが、マックスはとりあえず相槌を打った。

「そうしたらな、一年近く前、ふらりとある絵描きがやって来て、絵を買ってくれませんかって言うんだ。なかなかいい絵だったし、こりゃ、ちょうどいいと思ってな、〝絵はムリだが、カードの絵を描いてくれたら買うよ〟って答えたのさ。以来、うちでは印刷もんは置かず、彼が描いたものだけを扱っている」

「誰が描いているんです？」

「テムズ川の川岸でいつも絵を描いてる画家だよ。ランベス橋の方に行けば会える」

　マックスはさっき見た絵描きの姿を思い浮かべた。リーナとの親しげな様子を思い出して、カードをギュッと握りしめる。

「フレッドって呼ばれてる。本名は名乗らないが、おれの見立てじゃ、落ちぶれた紳士ってところだな」

　店主の言葉にマックスは我に返り、礼を言った。店を出たとき、ちょうど振り返ったリーナと目が合って、マックスは複雑な気分で目をそらしかけた。そんな彼に、リーナが声をかける。

「ミスター・ウィッチェム」

「ああ、何？」

「昨日は助けていただいたのに、すぐにお礼を申し上げず、大変失礼いたしました」

　娘の改まった他人行儀な言い方に、マックスは寂しさを覚えつつ答える。

「いや、こちらこそ嫌味を言ってすまなかった。それより、よほど国王陛下のお姿を見たかったようだね」

「ええ。母がもう少し長生きしていれば、一緒に国王のお姿を拝見できたのに、と思うと、母の代わりに行列を見たくて……」

「きみのお母さん……亡くなったの？」

　マックスの言葉にリーナが視線を落とした。その様子が痛々しくて、彼は心からの思いやりを込めて言う。

「お気の毒に……」

（彼女の母親は最近死んだのだろうか……。彼女のことをもっと知りたい。どこに住んでいて、どんな育ち方をしたのか……教えてほしい）

　彼がそんなことを考えている間に、リーナは気持ちを切り替えたのか、話題を変えた。

「それより、あのスリは逮捕したんですか？」

「ん？　ああ」

「よかった。わたしを助けたせいで取り逃がしてしまっていたら、申し訳ないと思っていたんです」

　リーナのホッとしたような笑みに、さっきまでモヤモヤと考えていたことがすべて吹き飛ばされてしまう。

「花が咲いたみたいだ」

　マックスは思わずつぶやき、リーナが首を傾げた。

「え？」

「いや、きみが笑うと、周りに花が咲いたような気がする」

「まあ」

　頬を染める彼女の姿が愛らしい。

（おれが彼女をもっと笑顔にしたい）

　そう思ってすぐ、マックスはハッとした。

（何を考えているんだ。レオノーラを死なせたおれが、女を幸せにできるはずがないじゃないか。それに、彼女にはあの絵描きがいる）

　マックスは自分の気持ちを抑えようと、わざと冷めた口調で言った。

「今のは忘れてくれ。深い意味はない。それじゃ、急いでいるから」

　彼の態度が急変したことに戸惑うリーナに背を向け、マックスはランベス橋に向かって急ぎ足で歩き始めた。

　絵描きのフレッドはさっきとほとんど変わらない姿勢で絵を描き続けていた。水彩絵の具の筆を走らせ、木に緑の色を重ねている。

「きれいですね」

　マックスは絵描きに声をかけた。フレッドは端正な顔にかかる長めの前髪の下から、ヴァイオレットの瞳で彼を見返した。

「どうも。絵は趣味なんですよ。今の時期のロンドンは色に溢れていて美しいですから、描くなら今ですね。冬のロンドンは灰色ばかりで寂しそうだから、ぼくは好きじゃありません」

　涼しげな声で答えるフレッドに、マックスは競争心のようなものが湧き上がるのを感じた。

「おれは冬のロンドンも好きですよ。凍り付きそうな夜空を背景にした時計塔ビッグ・ベンとか、誰もいない夜、雪の積もった石畳を静かに踏みしめるブーツの足音とか、冬のロンドンならではだ」

「そんな時間に外を歩くのは、警官だからですか？」

　フレッドがマックスを見上げてニヤリと笑った。今朝の絵描きとリーナの親しげな様子を思い出してマックスはいら立ちを覚えたが、それを押し隠し、同じように不敵な笑みを浮かべて返す。

「それはリーナから聞いたんですか？」

「ああ、リーナね。彼女から聞いたわけじゃありません。あなたの話から推理したんです。ところで、あなたは彼女をリーナと呼ぶんですね」

　マックスは絵描きへの対抗心から彼女を名前で呼んだのだが、そのことは黙っておく。

「そうです。あなたは？」

「ぼくはあなたの知らない呼び名で呼んでいますよ。彼女にはずっと寂しい思いをさせてしまったから、これからはずっとそばにいてやろうと思っているんです」

　その言葉に、マックスは後頭部を殴られたようなショックを受けた。

（リーナとこの絵描きは、やはり恋人同士だったのか）

　そう思うと、たまらなく胸が苦しくなる。思わず胸を押さえた彼を見て、フレッドが訊いた。

「それより、あなたはぼくに何か用があったんでしょう？」

　その言葉にマックスは我に返って、ポケットからロウソクの描かれていない方のカードを取り出した。

「このカードの絵を描いたのあなたですね？」

　フレッドはカードを一瞥して答える。

「そうですよ。もう知っていると思いますが、ぼくのかわいいリーナが前で働く食料雑貨店の店主に売っています。別に生活費を稼いでいるわけではないんですよ。ただ趣味で、それを店主がどうしてもって……」

　上質だが着古された感のあるシャツとズボン姿の彼が胸を張り、ブツブツと言っていたが、マックスは聞いてはいなかった。それよりも、〝ぼくのかわいい〟という言葉に無性に腹が立ち、ムカムカしながらポケットからもう一枚のカードを無造作に取り出した。

「では、このカードはどうです？」

　ロウソクが十六本描かれたカードを見た瞬間、フレッドの手からパレットが落ちた。絵の具が地面に飛び散って、土の上に緑色の雨を降らせる。

「まさか……そんな」

　フレッドはマックスの手からカードを奪って、食い入るように見つめた。その手がわなわなと震えていて、そのただならぬ様子に、マックスは低い声で言う。

「ロウソクの絵をカードに描き足したのは誰だか、知っているんですね？」

　マックスの問いかけに、フレッドはハッと顔を上げ、挑むような笑みを浮かべて答えた。

「この程度のロウソクなら、誰にだって描けますよ」

「さっきの反応は、誰だか確信しているように見えましたが」

　今度はマックスが挑戦的に微笑む番だ。フレッドは彼の視線から逃れるように腰をかがめてパレットを拾い上げ、それを見つめたまま言う。

「なぜそんなことを知りたがるんです？」

　マックスはフレッドの横に腰を下ろした。

「まだ名乗っていませんでしたね。おれはロンドン警視庁刑事課のマクシミリアン・ウィッチェム警部補です。実はこのカードはある事件の証拠品なんです。ロウソクを描いたのはおそらく犯人だと思われます」

　フレッドは大きく息を吐いてマックスにカードを返した。その表情はさっきとは打って変わって、落ち着き払っている。

「先程は取り乱してしまい、失礼しました。趣味とはいえ、ぼくの作品にあんな拙いロウソクを描き足されて、動揺してしまったのです」

「では、誰が描いたのかご存じないと？」

「そう言ったでしょう？」

　フレッドが冷たい目をマックスに向けた。あくまでも知らないと言い張るつもりらしい。マックスは心の中でため息をつき、ロウソクの描かれていない方のカードを見せた。

「この絵はどういうシーンを描いたものなんです？　ハーヴィーズの店主に指定されたんですか？」

　マックスの問いかけに、フレッドはどこから話そうか迷っているのか、日焼けした頬を撫で、しばらく考えてから口を開いた。

「まず言っておきたいのは、ぼくは画家ではないということ。いや、もちろん、ハーヴィーズの店主はぼくのことを画家だと言うでしょうね。だって、素人の絵で金を取るわけにはいきませんからね。ただ、ぼくは趣味で描いていて、それに才能が伴ったというだけなんです。決して生活に困っているから絵を描いているわけではなく……」

　フレッドの言い訳がましい話が延々と続きそうなので、マックスは両手をあげて話を遮った。

「あなたが不労所得で暮らせる階級だということは、よーくわかりました。ですので、本題に入ってもらえますか？」

「──わかりました」

　フレッドはしぶしぶうなずいて続ける。

「ぼくの父は七年前、他界しました。それ以来、ショックで母は心を病み、六年ほどベッドに伏していました。この絵のように幸せな家族の絵を描きたくなるのは、たぶん、失ったものを埋め合わせたいからだと思います」

「埋め合わせたい？」

「ええ。現実逃避かもしれませんが、幸せだったころを思い出しながら描くと、心が落ち着くんです」

「お父さんはいつ亡くなったんです？」

「七年前の六月十七日、ぼくの……十六歳の誕生日でした」

　バロンの予告状にはロウソクが十六本描き足されていたし、スチュワート卿のダイヤが奪われたのは六月十七日だ。マックスは全身が緊張するのを感じた。

「お父さんの死因は何です？　病気か事故？」

「自殺です」

「自殺？」

「表向きはね」

　絵描きの思わせぶりな物言いに、マックスはますます興味を引かれた。

「何が言いたいんです？」

「新聞で言われているように、あなたが本当に敏腕警部補なら、自分で調べたらどうですか？」

　フレッドは挑戦的な笑みを浮かべると、話はこれで終わりだというように手早く絵画道具をまとめて立ち上がった。仕方なくマックスも腰を上げる。

「あなたの名前を教えてくれませんか？」

「イヤだと言ったら？」

「そうですね、リーナに教えてもらいましょうか」

　マックスも挑むようにフレッドを見返した。しばらく無言で睨み合っていたが、先に口を開いたのはフレッドの方だった。

「ぼくの名前はアルフレッド・グラントだ。彼女にはこれ以上かかわらないでくれ」

　険しい口調で言うと、アルフレッドはマックスに背を向けて歩き出した。

　あの絵描きの物腰や言葉遣いには、品の良さがにじみ出ている。絵を描いて生計を立てていることを恥じているようだから、ハーヴィーズの店主の言うように、爵位だけを持つ財産のない貴族なのだろう。

　マックスはきびすを返してスコットランド・ヤードに戻り始めた。ハーヴィーズが近づくと、リーナが身なりの良い中年の男に花を手渡しているのが見える。マックスは川に視線を移し、彼女の姿を視野から締め出した。




　赤煉瓦の庁舎に戻ったマックスは、証拠品保管庫に行って過去の事件の見直し作業を再開した。一九〇九年の棚から箱を下ろそうとして、ふと手を止める。

（絵描きのアルフレッドの話だと、彼の父親が死んだのは今から七年前、つまり一九〇四年だな）

　マックスは一九〇四年の棚に行き、六月十七日と書かれた厚紙の箱を三つ下ろして、隅のテーブルに運んだ。ふたを開けると、パッと埃が舞い上がり、それが落ち着くのを待って、一つずつ中身を調べにかかる。

　最初の箱は絵画盗難事件。

「盗難か。関係はなさそうだな」

　次の箱は実業家殺害事件。実業家がホテルで射殺されたが、犯人は実業家の秘書で、自白して逮捕されている。

「これも関係なさそうだ」

　最後の箱は男爵自殺事件だ。マックスはテーブルに箱の中身を空けた。何枚かの書類と紙袋が一つ出てきて、紙袋には乾いた吐瀉物と血のついた衣類が入っている。

　マックスは書類に順に目を通した。最初は捜査にあたった当時のフィリップ・マクヴォイ警部の報告書だ。

〝一九〇四年六月十七日、ストランド街のタウンハウスで、リチャード・グラント男爵が死亡。死亡推定時刻は午後六時〇分から七時十分。当日、男爵は五時三十分に二人の客人を迎えて書斎で話をし、六時に客を帰らせた。その後、晩餐の時間になっても姿を現わさないため、心配した執事が書斎を訪れ、床で体を折り曲げて死んでいる男爵を発見（発見時刻午後七時十分）。殺人の可能性も否定できず、その線からも捜査を行ったが、客人二人の身元が疑いを何ら生じさせない確たるものであったこと、検死審問で自殺との評決が下されたことから、自殺と結論づけられる。自殺の原因として考えられるのは、客人二人に相当額の借金があったこと。二人が訪れてその返済を迫ったため、返済能力のない男爵が、二人を帰した後、絶望して紅茶に砒素を混ぜて飲み、自殺したと推測される。〟

「リチャード・グラント」

　マックスは思わずつぶやいた。あの絵描きはアルフレッド・グラントと名乗っていた。ということは、彼の父親はこのリチャードか。

「だが……」

　とマックスは独りごちる。カードを描いたのはアルフレッドだが、上に塗り重ねられたロウソクの絵を見てひどく驚いていたから、彼がバロンとは考えにくい。

（でも、それが演技だとしたら？）

　アルフレッドの身長はちょうど執事のグレイと同じくらいだ。マックスとエディが眠り薬で眠ってしまえば、一人でもダイヤを盗むのは簡単だろう。

（そうだとしても、なぜアルフレッドはスチュワート卿のダイヤを狙ったのか）

　考えながらページをめくったとたん、その謎が解けた。客人の一人の名がヘクター・スチュワート子爵だと記されていたのだ。

（アルフレッドとスチュワート卿がつながった！）

　そのとき、証拠品保管庫の入り口からエディの声が飛んできた。

「警部補、大変ですっ。すぐに来てください！　また予告状が届いたんです！」

「何っ」

　マックスは書類と紙袋を箱に戻し、箱を抱えて大急ぎで証拠品保管庫を出ようとして、管理係の巡査に止められた。

「証拠品箱を持ち出すときはここに記名してください」

　マックスは差し出された紙に名前を殴り書きした。

「予告状が届いたってどういうことだ」

　エディと並んで刑事課に戻りながらマックスは訊いた。

「今朝、バーナード・メイソン準男爵の家に、バースデーカードの予告状が届いたんだそうです。封筒自体は執事が朝見つけていたんですが、開封したのが昼前だったため、たった今、署に届けられたんです」

（バーナード・メイソンだって？　なんてことだ）

　マックスはエディとともにテイラー警部の執務室に行った。警部のデスクの前には、ダークブラウンの髪をなでつけた長身痩躯の三十代前半の男が立っている。

「マックス、こちらサー・バーナード・メイソンの執事のミスター・リドリーだ」

　マックスはリドリーと握手をした。

「サー・バーナードは〝乙女のハート〟が次のターゲットになったことですっかり怯えてしまい、お屋敷のお部屋に閉じこもってしまわれました。テイラー警部、どうかお力をお貸しください」

　リドリーが言った。

「サー・バーナードがお持ちのダイヤも〝乙女のハート〟というんですか？」

　マックスが訊いた。

「ええ。ヘクター・スチュワート卿のものと同じ形のダイヤでございます」

「あんな見事なダイヤがこの世に二つも存在するとは」

　マックスは驚いたが、リドリーは澄ました顔で言う。

「まさに奇跡でございましょう」

「ともかく予告状を見せてください」

　警部が言った。

「失礼しました」

　リドリーは抱えていた鞄から封筒を取り出した。ヘクター・スチュワート子爵のものと同様、白い封筒で、表に〝バーナード・メイソン準男爵殿〟と見覚えのある乱雑な筆跡で書かれている。

　警部が受け取って封筒を開けた瞬間、険しい表情になり、カードをマックスに渡した。描かれているのは、家族四人がラズベリーのホールケーキを囲んでいる絵で、ケーキにはやはり蜂蜜色の細いロウソクが十六本立てられている。マックスが二つ折りのカードを開くと、表書きと同じ汚い字で〝今宵、あなたのハートをいただきます。怪盗バロン〟とあった。

「スチュワート卿のときのものと同じだ」

　マックスはつぶやくように言って、ポケットからスチュワート卿宛てのカードを取り出し、二枚をデスクに並べた。

「今回のも、ロウソクは不透明水彩絵の具で描き足してある」

「どういうことだ？」

　警部に訊かれて、マックスはケーキの絵は透明水彩絵の具で描かれているが、ロウソクは不透明水彩絵の具で描かれていることを説明した。

「絵を描いた人物も特定しました」

「本当か？」

　テイラー警部の言葉にマックスはうなずいたが、リドリーもそばにいるので、これ以上話したくはない。

「警部、今夜おれにサー・バーナードのお宅に行かせてください」

　マックスが言うと、エディも身を乗り出した。

「ぼくにも、ぜひ」

　だが、リドリーが異議を唱える。

「申し訳ございませんが、サー・バーナードはお二人以外の刑事さんを望んでおいでです」

　マックスとエディは恥ずかしさと怒りで顔が真っ赤になった。二人をなだめるように警部が言う。

「ウィッチェム警部補もスティーブンス巡査部長も我が署きっての優秀な刑事です。二人は前回バロンに接している。二人を行かせる方がいいというのがわたしの判断です。それに、はっきり言いますが、誰を派遣するかを決めるのはわたしです」

　警部のきっぱりとした口調に、リドリーもしぶしぶ同意する。

「わかりました。でも、お二人以外にも刑事さんを派遣してください」

「もちろんそうするつもりです」

　警部が言った。マックスもエディも怒りは収まらなかったが、メイソン邸に行けることになってホッとした。

「ウィッチェム警部補とスティーブンス巡査部長に加えて巡査四人、それにわたしが行きます」

　警部の言葉を聞き、リドリーは安心したように表情を緩めた。

「わかりました。帰ってサー・バーナードに報告いたします。では、くれぐれもよろしくお願いします」

　リドリーが出て行くと、警部がマックスに言った。

「カードの絵を描いた者の話をしてくれ」

　マックスはアルフレッド・グラントの話を手短に伝えた。

「なるほど。それならその絵描きがバロンという可能性も考えられるな」

　警部の言葉に、マックスが答える。

「その可能性が大いに考えられます。彼とダイヤのつながりも見えてきました。これを見てください」

　マックスは警部のデスクに、証拠品保管庫から持ち出した男爵自殺事件の証拠品箱を置き、ふたを開けて書類を取り出した。

「一九〇四年にリチャード・グラント男爵が自殺した事件です」

「七年前か。この事件を担当したのは、確か、当時警部だったフィリップ・マクヴォイだったかな」

「そうです」

「注目してほしいのはここです。リチャード・グラントが自殺する直前に迎えた客人というのが、彼に金を貸していたヘクター・スチュワート子爵と……」

「まさか」

　テイラー警部とエディが同時に声を上げた。

「そうです。バーナード・メイソン準男爵です」

　マックスの言葉に、テイラー警部は腕を組んでうなった。マックスは話を続ける。

「アルフレッドと話したとき、彼は父親の自殺について〝表向きは〟と言っていたんです。リチャードの死に疑問を抱いているようでした」

「では、アルフレッドはリチャードがスチュワート卿とサー・バーナードに殺されたと考えているのか？」

「その可能性があります。少し話をしただけですが、知性的で運動能力も高そうでした。たった一人でも、おれたちを眠らせてしまえば、何の造作もなくダイヤを盗めるでしょう」

　マックスの話を聞いて、テイラー警部が首をひねる。

「だが、腑に落ちないな。父親を殺されたと思い込み、その復讐のためにダイヤを盗んだのか……？」

「そうですねぇ。殺しの復讐なら普通は相手を殺しますよね」

　納得のいかない顔のマックスに、警部が言う。

「男爵自殺事件については、何か裏がありそうな気もするな。だが、まずは今晩、バロンを逮捕しようじゃないか。そうすれば本人に動機を確認できる」

「そうですね。バロンは前回逃走に馬車を使っています。騎馬警察隊に連絡して、メイソン邸の周囲を巡回してもらいましょう」

「わかった。騎馬警察隊に知り合いの警部がいるから、わたしが手配しておこう」

「お願いします。それから、エディに今から調べてほしいことがあります。その間におれはおれで準備したいことがあります」

「わかった。では行け」

　マックスとエディは警部の執務室を出た。階段を下りながらエディが非難するように言う。

「絵描きのこと、どうしてぼくに教えてくれなかったんです？」

「おまえが証拠品保管庫に来たときに話そうと思っていたんだ。調べながら話せば手っ取り早いかと思って」

「そうですか」

　そう言いつつも腑に落ちない様子のエディに、マックスは笑って言う。

「今までおれはおまえに命を預けてきた。それは誰よりもおまえを信用しているからなんだぞ」

　エディはマックスの言葉を租借するように腕を組んでしばらく考えていたが、やがて意を決したように強い口調で言った。

「それならレオノーラさんのことを話してくれますよね？」

「何？」

　マックスは険しい目で彼を見た。レオノーラが死んだのは今から二年と十一日前で、エディが刑事になったのはその約三ヵ月後のことだ。

「ほかの刑事に何度か訊かれたんですよ。〝警部補がキャシーに落ちないのは、レオノーラのことを引きずっているからなのか〟って。最初に訊かれたときに、彼女が二年前に殺されたって話を教えてもらいました」

「おまえと組み始める前の話だろ。おれの昔話なんか、話す必要はないと思ったんだ」

「ぼくのことを信用していると言うのなら、プライベートなことを話してくれてもいいと思いますけど」

　その言葉に、二年前の出来事が蘇る。早朝、テムズ川で発見されたレオノーラの無残な姿。いつも控えめな微笑を浮かべていたその顔は見る影もなく、水死体特有の膨れあがった醜いものだった。それが彼女だとわかったのは、彼が贈った銀細工のバラのブローチをつけていたからだ。

　その記憶が蘇り、胸がずくずくと痛み始める。

「窃盗団のボスを逮捕した報復として殺されたって本当ですか？」

「逃げ延びた中堅メンバーが、人質にしてボスの釈放を要求するつもりで誘拐したが、抵抗されたので、報復のつもりで殺した……と」

　マックスが喉から絞り出した声は、自分でも驚くほど低くかすれていた。彼は両手をギュッと握って続ける。

「そんなこと、わざわざおれに聞かなくても、ほかの刑事に訊けば教えてくれただろうに」

「ぼくは警部補に直接話してほしかったんです。話せるようになったとき、きっと警部補は立ち直ってくれるだろう、と思って」

「おれはとっくに立ち直っているつもりだが」

「それなら、どうしてキャシーと付き合わないんです？　誰だったか言ってませんでしたか？　〝心の傷を癒すのは愛〟だって」

　エディの遠慮のない言葉に、マックスは白くなるほど拳を強く握りしめ、歯を食いしばって、怒りを爆発させまいとする。

（エディはレオノーラが殺された日、おれとキャシーが寝ていたことを知らないし、悪気があって言っているわけじゃない）

　そうして永遠にも思えるほど深呼吸を繰り返し、ようやく言葉を紡いだ。

「おまえ、キャシーのことが好きなんだろ？」

　エディの頬が瞬く間に赤くなる。

「ぼくの質問に、まだ答えてもらってませんが」

「捕り逃がしたメンバーがいるのに、おれはいい気になっていて、キャシーの誘いに応じた。その夜、レオノーラは一人寂しく冷たい水の中で死んでいったんだ。それを思うともうムリなんだよ、キャシーとは付き合えないんだ」

「でも……キャシーはまだあなたのことが好きみたいですよ」

「もうやめてくれ。プライベートな話なら、フットボールでもクリケットでも何でもいいから、ほかの話題にしろ」

「──わかりました」

　苦悩に歪むマックスの顔を見て、エディは沈んだ声で答えた。署の連中には、マックスがいつキャシーに落ちるのか賭けをしている者もいる。だが、そんな話は警部補の耳に入れないようにしなければ、とエディは思った。

「それはそうと、ぼくに調べてほしいことって何なんです？」

　エディの問いに、マックスは気持ちを切り替えて答える。

「裁判所に行ってくれ。リチャード・グラントの財産について調べてほしいんだ。スチュワート卿とサー・バーナードに借金をしていたということは、リチャードの死後、二人が財産の差し押さえ請求をしたかもしれない。それに、リチャードの財産にあのダイヤが含まれていた可能性がある」

「なるほど、二人に奪われたから、バロンは取り返そうとしているんですね」

「二人とのつながりから、そう考えるのが自然だろう」

「わかりました。任せてください！」

　エディは胸を叩くと、刑事課を飛び出した。











　　第五章　二度目の対決






　エディの後ろ姿が消えると、マックスも署を出て一人ウェストミンスター橋に向かった。二輪辻馬車に乗り、ブリクストンの近くで下りて、しばらく大通り沿いに歩いたが、途中ですばやく裏通りに入り、すぐ近くの古いテラスハウスの石段の陰に身を潜めた。

　少し待ったが、誰も通りを曲がってこない。マックスはつけられていないことを確認すると、立ち上がって裏通りを進み、また角を曲がって別の裏通りに入った。その突き当たりにある小汚いパブに足を踏み入れると、昼間だというのに窓を閉め切っていて、店内は薄暗い。明かりになるのは開いている入り口からわずかに差し込む日の光だけだ。

　うさんくさそうな視線を投げかけるパブの主人に、マックスはスコッチのシングルを注文した。グラスを受け取って、入り口がよく見える隅のテーブルに着き、グラスを置いたままじっと入り口を凝視する。

　壁の時計が三時を打った直後、入り口から背中の曲がった小男が入ってきた。警戒するように店内を見回し、マックスを見つけるやいなや、あわてて店を出ようとする。マックスはすばやく出口に回り込み、男の行く手を塞いだ。

「よう、ジャック。せっかく来たのに、もう帰るのか」

　マックスは男の肩に腕を回すと、強引に隅のテーブルに連れて行き、椅子に座らせた。

「ウィ、ウィッチェム警部補、お、お久しぶりです」

　ジャックはおどおどしながら言った。薄明かりの中、落ちくぼんだ目と鷲鼻が見える。男はマックスの突然の訪問に怯えながらも、目はテーブルの上のスコッチに釘付けになっていた。

「まあ、飲めよ」

　隣に座ったマックスの言葉に、男はすばやくグラスをつかみ、スコッチをちびちび飲み始めた。

「ジャック、おまえ、まだ偽宝石を扱っているのか？」

　偽宝石商・ジャックはスコッチにむせ、ひとしきり咳き込んだ後で言った。

「あたしゃもうまっとうに暮らしてますよ」

「へえ、それは本当かな？　この界隈にいるということは、まだ……」

　マックスが言いかけたとき、ジャックはスコッチを飲み干した。立ち上がろうとしたところを、マックスが肩に腕を回して椅子に強引に押しつける。

「もう少しどうだ？」

　マックスは主人に合図をして、スコッチのおかわりを持ってこさせた。そのグラスをジャックの前に置いたが、彼が手を伸ばした瞬間、取れないように手でグラスを押さえつける。

「三センチくらいのハート型のダイヤがいる」

　マックスはジャックの耳元で囁いた。偽宝石商は黙ったままマックスをじっと見る。マックスがグラスから手をどけると、ジャックはグラスをひったくるように手に取り、スコッチを一気にあおった。

「タダとは言わない」

　マックスはテーブルの下でジャックに見えるように拳を開いた。ソブリン金貨が一枚のっている。偽宝石商が取ろうとした瞬間、マックスは拳を握った。

「今から用意できるか？」

　マックスの問いかけに、ジャックは生唾を飲み込んで言う。

「一枚じゃ割に合わない」

「足元を見る気か。二枚までだ」

　ジャックは再び喉をゴクンといわせた。

「三十分あれば」

「じゃあ、今すぐ行け」

　マックスに言われて、ジャックは弾かれたように椅子から立ち上がる。

「戻ったら、必ず二枚ですよ！」

　そう言い残して店から飛び出していった。

　マックスはパンとビーフシチューで遅い昼食をとった。食べ終わってオレンジジュースを飲んでいるところに、息を切らしながらジャックが店に入ってくる。

「はいよ」

　偽宝石商が丸めた汚いハンカチをマックスの手のひらに押しつけた。マックスがそっとハンカチを開くと、ハートの山の上から尖った先まで三センチほどもある、クリスタルガラスダイヤモンドが二個あった。

「なぜ二個なんだ？」

　マックスが訊くと、ジャックは当然だと言わんばかりの表情で答える。

「だんなの言ったダイヤが乙女のハートだと、あたしにわからないとでも思ったんですかい？　あたしが偽宝石、あ、いや、レプリカを作り始めたのは、乙女のハートを見たからなんですよ」

「いつ、どこで見たんだ？」

「さあ、かれこれ十五年くらい前の話ですかね。だんながまだ青臭いガキだった頃のことですよ。あのころのあたしゃケチなスリでさ。さるお屋敷のパーティ会場で一働きしようと思って、使用人に化けて紛れ込んだんです。そうしたら、客の一人のグラント卿夫人が、このイヤリングをつけてたんですよ」

「ちょっと待て。乙女のハートは、元はイヤリングだったのか？」

「知らなかったんですかい？　どちらのダイヤも五十カラットという世界に類を見ない一対のイヤリングだったんですよ。とにかくあたしゃ、一目で恋に落ちたんです。その美しさときたらもう──ああ、もちろん、ダイヤの話ですよ──目に焼きついて離れなかった。寝ても覚めてもあのダイヤのことばかり考えてた。とはいえ、ケチなスリの手に入るような代物じゃねえです」

「誰にだってムリだ」

　マックスは呆れ声で口を挟んだ。

「だから自分でこさえてみることにしたんでさぁ。最初のころの作品はひどかったですよ。だけど、そいつは最近の自信作です」

　マックスはハンカチを無言でポケットに収めた。

「本当は誰にも譲りたくないぐらい気に入ってるんですよ。だけど、警部補さん、だんなとは長いお付き合いですから、特別です」

　ジャックはもみ手をしながら商売用の笑みを見せた。マックスは思わず吹き出しそうになったが、真顔を保つ。

「乙女のハートがその後どうなったか知ってるか？」

「もちろん知ってますよ。あれはあたしの恋人みてえなもんです。動きは逐一追ってたんですよ。男爵が死んだ後は、ハイエナみたいなヘクター・スチュワートとバーナード・メイソンの手に渡っちまいましたね」

「よく知ってるな」

　偽宝石商の執念深さにマックスは内心舌を巻いた。

「裏の世界では、あたしゃ顔が利きますからね。それはそうと、あいつら、乙女のハートにひどいことをしましたね。とくにスチュワートの野郎。あんなけばけばしい悪趣味のネックレス、あいつのよさを損ねちまってます」

　ジャックは悔しそうに言った。

「その後のことは？」

「怪盗バロンに盗まれたんですってね。バロンってやつ、なかなかやりますな」

　ジャックはさもおかしそうに笑った。マックスは内心ムッとしながらも、話を続ける。

「おまえのところには持ち込まれてないか？」

「持ち込まれていたら、秘密にしますよ。箱に入れて、毎晩取り出して眺める。そして、誰にも教えない」

　ジャックが人差し指を口に当てた。

「おい、まさか」

　マックスに詰め寄られ、ジャックはあわてて両手を振る。

「冗談ですよ」

「何か耳に入ったら、おれに知らせろ。いいな」

　マックスはジャックの手に金貨を二枚握らせ、パブを出た。




　バーナード・メイソン準男爵邸はウェストケンジントンにあった。テイラー警部は二人の巡査とともに四人乗りの馬車で先に出発していた。マックスはエディと合流し、別の巡査二人を連れて馬車で向かう。

　メイソン邸に着いたときには午後九時を回っていた。一面の星の明かりを受けて、四階建ての白壁の一戸建て住宅ディタッチドハウスがぼんやりと浮かび上がっている。その周りを囲うのは高い石塀だ。

　四人は出迎えた執事に二階の書斎に通された。書斎では準男爵夫妻が、テイラー警部と二人の巡査とともに待っていた。夫妻はともに四十代後半だ。サー・バーナードは中肉中背で、気の弱そうな顔を白くなりかけたブラウンの髪が縁取っている。顔色が悪くかなり憔悴しているようだ。妻の方は顔も目も鼻も丸く小太りで、スチュワート卿の妻同様、コルセットでウエストを締めつけ、ヒップの丸みと胸の膨らみを強調していた。

「やあ来たな」

　テイラー警部が立ち上がって準男爵夫妻を紹介し、マックスとエディはそれぞれ準男爵と握手をした。

「さっそくですが、ダイヤを見せてもらえますか？」

　マックスに言われて、サー・バーナードが執事のリドリーにうなずいた。リドリーは床から天井にまで届いている高い書棚に近づく。棚には革張りの立派な本が並んでいて、執事は上から五段目の、ちょうど真ん中の段にあたる棚から本をすべて下ろした。すると、壁面埋め込み型の金庫が露わになり、リドリーはポケットから鍵を取り出して金庫を開けた。そしてうやうやしい手つきで、宝石をちりばめた豪華な宝石箱を取り出し、サー・バーナードに手渡す。

「こちらです」

　サー・バーナードはふたを開けて、マックスたちに見せた。スチュワート卿のものと同様、二つの山から尖った先まで三センチほどもあるハート型の大きなダイヤモンドのネックレス。だが、こちらはハートの台座についた丸い金具に、プラチナの鎖を通しただけのシンプルなものだった。

「このダイヤのすばらしさを味わおうと思うなら、ゴテゴテした装飾など不要です」

　サー・バーナードは誇らしげに言った。スチュワート卿のネックレスと比較して言っているのだろう。

「では、それはわたしたちに預からせてください」

　マックスの言葉に、サー・バーナードは考えるようにしばらくダイヤを見ていたが、やがて宝石箱のふたを閉じると、マックスにしぶしぶ差し出した。

「金庫の鍵もいただきましょうか」

　マックスの言葉に、サー・バーナードは首を激しく振った。

「とんでもない！　鍵はわたしが持っておきます」

「寝ているところをバロンに襲われたらどうするんですか」

　強い口調で言っても、サー・バーナードが首を振るのをやめないので、マックスはため息をついて続けた。

「わかりました。では、巡査二人に交替であなたの寝室の前を見張らせましょう」

「お願いします」

　サー・バーナードはホッとしたように言った。マックスは二人の巡査にうなずき、二人は準男爵夫妻について部屋を出た。夫妻が四階の寝室に入る前、巡査の一人が先に部屋に入り、中に誰も潜んでいないことを確認する。

「どうぞお入りください」

　彼の言葉に夫婦が部屋に入ると、巡査は肘掛けのない椅子を借りて部屋を出た。廊下の隅に椅子を置き、まず一人が仮眠を取り、もう一人が寝室の扉の前で見張りに立つことにした。




　メイソン夫妻と巡査二人が書斎を出ていくと、テイラー警部は残った二人の巡査に交替で屋敷の周囲を巡回するよう指示した。それを聞いて、リドリーが言う。

「わたしもみなさまと一緒にダイヤの番をいたします」

　マックスはリドリーをじろじろと見た。執事はアルフレッドより一回りほど年上だ。だが、バロンはスチュワート卿にも彼の執事のグレイにも変装していた。長く一緒にいたはずの二人ですら、まったく疑わずに本人だと思ったのだから、相当の変装の名人であるはずだ。それなら、バロンにとってリドリーに変装するのはたやすいことだろう。

　マックスは執事に言った。

「では、鍵はわたしが預かってもいいですか？」

　リドリーは少し考えてから答えた。

「わかりました。でも、預けるのは警部さんにします」

　テイラー警部が鍵を受け取り、上着の内ポケットに入れた。

　マックスは屋敷内を確認しに行きたかったが、バロンがリドリーに変装している可能性を捨てきれない以上、そばにいる方がいいと判断した。

（警部に鍵を預けたということは、また眠り薬を盛って、おれたち三人が眠ったところで鍵を奪うつもりなのかもしれない）

　マックスは来客用の椅子に座っているリドリーを横目でじっと見た。痩せて背が高く、整った顔立ちの男。瞳の色は淡い褐色だ。グレイも同じような色だったが、スチュワート卿は灰色だった。

（瞳に被せるガラス製のコンタクトレンズの研究をしているドイツ人がいる、と聞いたことがある。それに色をつけたら目の色も変えられるかもしれないな）

　そんなことを考えながらリドリーを見ていると、視線に気づいたのか、執事がマックスの方を見た。マックスは視線をそらしかけたが、ふと思いついて言う。

「ミスター・リドリー、みんなに温かい飲み物でもいただけませんか」

　執事は少し考えて答えた。

「わかりました。コックにスープを作らせましょう」

「助かります」

　リドリーが出て行くと、マックスは警部から鍵を借りて宝石箱を開け、ネックレスを取り出した。プラチナの台座と金具を上下左右から見ていたが、やがて蝋付けされた金具の継ぎ目をロウソクの炎に近づけた。

「おい、何をする!?」

　テイラー警部があわてて立ち上がった。

「レプリカとすり替えるんです」

　継ぎ目の蝋が溶けると、マックスはポケットからペンチを出して金具を広げた。金具からプラチナの台座が外れる。

　マックスがポケットから汚れたハンカチを出して広げ、その中のクリスタルガラスダイヤモンドを見たエディが息を呑む。

「どこでそれを……？」

「なかなかうまくできてるだろ？　ちょっとした知り合いに頼んで手に入れたんだ」

「ちょとした知り合い、ね」

　テイラー警部がニヤリとして椅子に座り直し、マックスも同じような笑みを返した。ジャックはマックスが何度か逮捕したことのある偽宝石商だ。精巧だが価値の低い宝石を、本物と偽って販売しているのだ。だが、彼は金儲けよりも、本物と見まごうくらいの精巧なレプリカ作りの方に夢中だった。そのため、何度捕まっても、レプリカ作りをやめようとしなかった。ジャックならさまざまなレプリカを持っているだろうと踏んで、マックスは彼を訪ねたのだった。ジャックのことはテイラー警部もよく知っていた。

　マックスはレプリカの台座を金具に引っかけ、金具を元の形に戻した。

「よし、できた」

　それを宝石箱に戻して金庫に入れ、さらにその前に本を並べて、金庫を隠した。

「レプリカにすり替えたことは、リドリーには内緒にしておきましょう」

　マックスの言葉に、エディが言う。

「警部補はバロンがリドリーに変装していると考えているんですか？」

「その可能性は捨てきれない。とはいえ、スチュワート卿に変装していた過去もあるから、リドリーがバロンだとは断定できない。誰に変装しているか確信が持てない以上、すべての人間を疑ってかかるべきだ」

「まさか、ぼくのことも疑っているんじゃないでしょうね？」

　真顔で訊くエディに、マックスは笑い声を上げた。

「そうか、おまえがバロンという可能性もあるな」

「ひどいなぁ。ぼくは今日、証拠品保管庫で埃まみれになるし、裁判所にも行かされるし、一日中あなたにこき使われていたんですからね」

　エディが不満そうに頬を膨らませた。その肩を叩きながらマックスが言う。

「冗談だよ。それはそうと、裁判所で何か収穫はあったか？」

「それがですね、廷吏のやつら、ひどい怠け者なんですよ。七年も前の訴訟書類など、どこにあるかわからない、すぐには用意できない、と言うんです。明日また行くことになりました」

「仕方ないな。じゃあ、こっちは明日にでもサー・バーナードをつつくかな」

　マックスが独りごちたとき、扉をノックしてコックが現れた。栗色の髪を後ろでまとめた小太りの中年女だ。

「クラムチャウダーをお持ちしました」

　コックがスープ鍋をテーブルの上に置き、続いて入ってきたリドリーがスープカップとスプーンをのせた銀の盆を置いた。そしてクラムチャウダーを三つのカップに注ぐ。

「では失礼いたします」

　コックがお辞儀をして部屋を出て行くと、マックスとエディは顔を見合わせ、うなずいた。

（眠り薬が入っているかもしれない。口にしない方が賢明だろう）

　二人を見てリドリーが尋ねる。

「みなさま、お召し上がりにならないのですか？」

「せっかくだが、アサリが苦手で」

　マックスの言葉に、執事は小首を傾げて言った。

「それは気が利かないことをしまして、申し訳ありません。苦手なものがおありかどうか先にお尋ねすべきでした」

「もしよければ、きみが食べてくれないか？　まったくの手つかずではコックに悪い」

　マックスが言うと、リドリーは少し考えていたが、「では、遠慮なく」と言ってカップとスプーンを手にした。来客用の椅子に座って、クラムチャウダーを食べている。

（リドリーが口にしているということは、クラムチャウダーに眠り薬は入っていないのかな？　それとも執事は本物なのか？）

　マックスが考え込んでいると、やがてスープを食べ終えたリドリーが満足そうに言った。

「温かくておいしゅうございました。みなさま、アサリが苦手とは残念です」

　エディは湯気の立つクラムチャウダーにチラリと視線を送ってゴクリと喉を鳴らしたが、スチュワート邸での大失態を思い出し、温かいスープは諦めることにした。

　しばらくすると、リドリーがもじもじしながら言った。

「あ、あの、わたくし、ちょっと失礼して、お、お手洗いに行かせていただきます」

　見ると、真っ青な顔をして額に脂汗を浮かべている。

「エディ、一人では心配だ。一緒に行ってくれ」

　マックスの言葉にエディがうなずいて立ち上がったときには、リドリーはもう部屋を飛び出していた。

「クラムチャウダーに下剤が盛られていたのかもしれませんね」

　マックスの言葉に、テイラー警部も真剣な面持ちでうなずく。

「ということは、執事はシロだな。バロンが自分で下剤を盛ったスープを口にするような間抜けでなければの話だが」

　会話が途切れ、時計の振り子の揺れる音だけが部屋に響く。しばらく経ったが、リドリーもエディも戻ってこない。

　心配になってマックスが廊下に出たとき、目の前の階段からサー・バーナードが飛び出してきた。顔面蒼白で髪を振り乱し、マックスを押しのけるようにして書斎に飛び込む。

「ダイヤは？　ダイヤは無事ですか？」

　準男爵が震える声で言った。

「サー・バーナード、ご心配にはおよびません。鍵のかかった金庫の中ですよ」

　テイラー警部が穏やかな口調で答えた。

「そうは言っても心配で眠れない。ちゃんとあるかどうか見せてくれ！」

　サー・バーナードは警部に取りすがり、膝をついて見上げた。そこまでされたら嫌とは言えない。警部はマックスと顔を見合わせた。

「わかりました。マックス、見せてあげなさい」

　マックスは警部から鍵を受け取り、書棚の本を取り出して金庫の鍵を開けた。その瞬間、燭台のロウソクが吹き消され、辺りが一瞬にして暗闇に包まれた。

「サー・バーナード？」

　マックスがロウソクに近づこうとした刹那、何かの小さな包みを投げつけられた。とっさに払いのけたが、包みが開いて何かの粉末が飛び散った。目がちくちく痛み、くしゃみが止まらず、涙と鼻水があふれ出す。

「ごほっ、こ、これはっ、どういうっ、ことだっ」

　テイラー警部の声がした。警部も涙で視界がきかず、手だけを動かして周囲の様子を探ろうとしている。

「くっそう、唐辛子パウダーか？」

　マックスは袖で涙を拭ったが、涙は後から後からあふれてくる。

　すぐ横を何者かが駆け抜ける気配がした。

「待てっ」

　伸ばしたマックスの手の先を、誰かの衣服がかすめる。反射的に手を握ったが、布地は指の間をすり抜けた。

「くそっ」

　マックスは視界がきかない中、よろけながら走り出した。逃げる足音を追って壁に手をつきながら階段を下りる。涙でにじんだ視界に、月明かりの差し込む裏口の窓から、外へ飛び降りる準男爵の後ろ姿が映った。

（サー・バーナードがバロンだったのか！）

　マックスは袖で顔を拭って窓枠に飛びついた。準男爵はすでに石塀によじ上っている。マックスは窓から身を躍らせて外に飛び出し、全速力で走ってバーナードの背中に飛びついた。だが、その体は思ったよりもきゃしゃで柔らかい。

「えっ？」

　驚いて声を上げた瞬間、二人はバランスを失って裏庭に落ちた。尻から落ちたマックスは、唖然としたまま体を起こす。だが、四つん這いで逃げ出すバーナードを見て、あわてて飛びかかり、うつぶせに倒れた準男爵に馬乗りになった。

「ぐっ」

　バーナードが小さくうめき、マックスは準男爵の脇の下から片手をそうっと差し入れた。その胸は柔らかく丸みがある。

「変態っ！」

　バーナードの叫び声は、ソプラノだった。

「そんな、まさか」

　驚きのあまりマックスの力が抜けた一瞬をついて、偽バーナードが勢いよく起き上がった。マックスは後ろへ倒れたが、すぐさま立ち上がり、逃げる賊の腕をつかんだ。弾みで賊の髪が──というよりカツラが──ずれ、白髪まじりのブラウンの髪の下から、銀色に輝く長い髪がこぼれ落ちる。

「おまえは誰だ!?」

　マックスは左手で女の肩を石塀に押しつけた。右の袖でその顔を拭いにかかるが、女は手を振り回して必死で抵抗する。彼が手を広げて女の首を押さえつけると、女は苦しげな声を漏らして彼の腕に爪を立てた。

「っ」

　痛みに顔をしかめながらも、マックスはどうにか女の青白い顔のメイクを拭き取った。その頭をつかんで月光の中に引きずり出そうとした瞬間、女がマックスの首に両腕を回してしがみつく。

「放せっ」

　彼が引きはがすよりも早く、女は自分の唇を彼の唇に押し当てた。

「なっ」

　マックスがひるんだ隙を突き、女が股間を蹴り上げる。

「ぐあっ！」

　脳天まで激痛に貫かれ、目の前が真っ白になる。マックスは急所を押さえてうずくまった。

「あの女ぁ……」

　転げ回りたいのをぐっとこらえて顔を上げると、女はすでに石塀の上にいた。向こうに飛び降りた瞬間、長い髪が翻って月光に輝き、彼の目にそのきらめきが残像となる。

　マックスが這って石塀にたどり着き、どうにか立ち上がって塀にしがみついたときには、女の姿はすでに街の暗がりの中へ消えようとしていた。靴音が反響して次第に小さくなっていく。

「くっそう！」

　マックスが石塀にもたれて座り込んだ直後、裏口の窓からテイラー警部の怒鳴り声が飛んできた。

「マックス、バロンは？」

　マックスは顔を上げると、弱々しい声で答える。

「逃げられました……」

　そこへ物音を聞きつけて、見回りをしていた二人の巡査が走ってきた。

「警部補、どっちです？」

「東の方角だ」

「追いかけます」

　二人の巡査が駆け出した。

「おいおい、大丈夫か？」

　うずくまっているマックスを見て、警部が哀れむように言った。そこへエディが走ってくる。

「バロンですか？」

「ああ……サー・バーナードに扮装していた」

　マックスが苦痛に満ちた声で言った。

「寝室に行って、サー・バーナードがいるか見てこい」

　テイラー警部の命を受けて、エディは四階に駆け上った。夫妻の寝室の前に巡査が一人立っている。

「どうしました？　何の騒ぎです？」

　巡査に問われ、エディは息を切らしながら答える。

「バロンが、現れた。サー・バーナードに、変装していた、らしい」

「えっ、じゃあ準男爵は？」

　巡査が勢いよくドアを開けた。月光の差し込むベッドを見ると、準男爵夫妻が静かな寝息を立てて眠っている。

「サー・バーナード、起きてください！　バロンが現れたんです！」

　巡査がサー・バーナードの肩を揺すったが、準男爵は眠り薬でも盛られていたのか、なかなか目を覚まさない。巡査がさらに激しく肩を揺すると、ようやく目を覚ました。

「な、何事だ……？」

　目をこすりながらベッドに起き上がる。

「バロンが現れました」

「何ですと」

　巡査の言葉にサー・バーナードの眠気が一気に吹き飛んだ。ベッドから飛び降り、寝間着の上にガウンを羽織って部屋を飛び出した。声に気づいて目を覚ましたもう一人の巡査を押しのけ、階段を駆け下りる。

「ダイヤは、ダイヤは無事ですかっ」

　準男爵が居間に飛び込んだとき、マックスが燭台のロウソクに火を灯しているところだった。金庫の扉が開け放たれているのを見て、バーナードの青い顔がさらに青くなる。

「ダイヤは？　盗られたんですか？　なんてことだ！」

　準男爵は頭を抱えて座り込んだ。

「こんなことなら、あのベーカー街の名探偵に頼んだ方がよかったんだ。彼じゃ頭が切れすぎてかえって面倒だ、なんてやつが反対しさえしなければ……」

　その言葉を聞きとがめて、マックスが詰問する。

「やつって誰のことです？」

「スチュワート卿ですよ！　まったく、あんたたちスコットランド・ヤードの面々は間抜け揃いだ。七人もいるのにバロン一人にまんまとダイヤを奪われるとは！」

「ダイヤは無事です」

　マックスはポケットからハンカチに包まれたダイヤを取り出した。ダイヤはロウソクの光を受けてキラキラと輝く。

「おお！」

　バーナードがダイヤを取ろうと手を伸ばしたが、マックスはさっと手を引っ込めた。

「このダイヤには何か訳がありそうですね。お聞かせ願いましょうか」

「そ、それは」

　バーナードの目が泳ぎ、マックスはダイヤをポケットに戻す。

「お話しいただけないなら、ダイヤは念のためこちらで預かり、署で保管します」

「そのダイヤはわたしのものだ！」

「元の持ち主はリチャード・グラント卿ですね？」

　マックスの言葉に、バーナードはさらに落ち着かない様子になった。

「た、確かに。でも、その話は今はできない。あ、明日、明日になったらスチュワート卿からお話しする」

　そう言ったきり口をつぐんでしまった。マックスとテイラー警部は顔を見合わせる。

「仕方ありませんね。その話は明日ということにしましょう。おそらくバロンは本物のダイヤを奪ったと信じているでしょうから、今日再び盗みに来ることはないでしょう。ですが、念のため、朝まで屋敷にとどまり、巡査二人に交替であなたの部屋を見張らせます」

　マックスに言われて、バーナードは小さな声で「わかりました」と答え、重い足取りで部屋を出て四階の寝室に上がっていった。マックスは二人の巡査に、バロンが戻ってこないかどうか、準男爵が不審な行動を取らないかどうか、引き続き交替で見張るよう指示した。

　巡査たちが部屋を出た後、バロンを追っていた二人の巡査が戻ってきた。二人とも息を弾ませ、頬を紅潮させている。

「すみません、見失いました。馬車を出す時間がもったいないと思って、走って追ったんですが」

　そう言って、息を継ぐ。

「賊が曲がったはずの角を曲がったんですが、その先にやつの姿はありませんでした。忽然と姿を消していたんです。もちろんその周辺も探したんですが……見つかりませんでした」

　テイラー警部の表情が険しくなる。

「騎馬警察隊は？」

「わかりません。追ってくれていることを願います」

　巡査の言葉は心許なかった。警部は渋い顔でマックスに訊く。

「バロンはどんな男だった？」

　マックスは一瞬言葉に詰まる。

「よく……わかりませんでした」

　とっさにそう答えていた。

「なんだと。手がかりなしとは何だ、おまえらしくない」

　警部の顔が怒りで赤黒くなり、マックスは下唇を噛みしめた。




　巡回中の二人の騎馬警官が、月明かりの下、一頭の芦毛の馬が引く二輪幌馬車を前方に見つけた。テイラー警部から馬車に乗った盗賊に注意するよう言われている。二人は顔を見合わせうなずくと、馬を駆って幌馬車の前に回り込んだ。年配の淑女が一人で手綱を握っていて、緩くまとめた髪が月光を受けて銀色に輝いている。

「停まってください」

　警官の声に、淑女は手綱を引き、馬車を停めた。

「何ですの？」

　淑女はスミレ色の目を不安に曇らせながらも、上品に訊いた。

「馬車に乗った盗賊を探して巡回しているところです。不審な人物あるいは馬車を見かけませんでしたか？」

　制服の警官に訊かれて、淑女は首を傾げた。

「いいえ」

「そうですか。ところで、こんな夜遅くに御者も使わずお出掛けですか？」

　警官に訊かれて、淑女は口に手を当てて上品に笑った。

「娘夫婦の家を訪ねましたら、話が弾んでしまいましてね。急いで帰るところですの。あいにく御者は病気で伏せっておりまして、わたくしったらお転婆でございましょう？」

「夜道は危険ですよ。お送りしましょうか？」

「いいえ、大丈夫ですわ。すぐ近くですの。ご親切にどうも」

「物騒な世の中ですからね。気をつけてお帰りください」

「ええ、ありがとう」

　淑女が馬に鞭を当て、車輪がガラガラと音を立てて回転する。騎馬警官は淑女を見送ると、またパトロールに戻った。




　淑女は警官の姿が見えなくなるやいなや、馬の足を速め、馬車を飛ばしてランベス区に入った。さらに南に進んでサリー州に入ると、煉瓦造りの三階建ての屋敷が見えてくる。淑女が馬車を降りて屋敷の裏門をそっと押すと、木の門が軋みながら開いた。馬車を屋敷の中に入れた直後、三十代半ばの女が馬車置き場から姿を現した。後頭部でまとめた栗色の髪が月光を受けて金色に輝いている。女は門に錠を下ろすと、淑女を手伝って馬を厩舎に戻した。

「ご無事で本当によかったです。ささ、こちらへ」

　栗毛の女は淑女を案内して、使用人部屋に連れて行った。

「狭いですが、嬢ちゃまはベッドをお使いくださいまし」

　栗毛の女が言った。〝嬢ちゃま〟が洗面台でタオルを濡らして顔や手足を拭くと、しわが消えて、陶器のような滑らかな肌が現れた。

「一緒に寝ましょ」

〝嬢ちゃま〟のスミレ色の瞳にいたずらっぽい光が浮かぶ。

「とんでもございません」

　栗毛の女は後ずさったが、〝嬢ちゃま〟に腕を引っぱられ、仕方なく一緒にベッドに潜り込んだ。〝嬢ちゃま〟が女の肩に頬を寄せて言う。

「あったかい。お母さまみたい」

「恐れ多いことでございます」

　栗毛の女は恐縮しながらも微笑み、互いの温もりに安心したかのように、二人はそのまま眠りに落ちた。




　翌朝まだ早いうちに、〝嬢ちゃま〟はベッドから起き、そっと使用人部屋を抜け出した。屋敷の外の芝地を駆け抜け、ドレスの裾を持ち上げながら低い石塀を乗り越えて、通りに出る。そしてドレスの裾を整えると、何食わぬ顔でしばらく歩いて、大通りで二輪辻馬車を拾った。

「ウォータールー駅までお願いします」

　馬車に揺られて、駅の近くにあるテラスハウスに戻った。家には誰もおらず、その二階の閉め切られたカーテンの隙間から、朝日が一筋差し込んでいる。その光の中に、〝嬢ちゃま〟はハート型のダイヤをかざした。だが、ダイヤが反射した光を見て、愕然とする。

「まさか、そんな……」

　彼女の知っている乙女のハートとは、輝きが全然違う。しばらく偽のダイヤを見つめていたが、やがてため息まじりにつぶやいた。

「マクシミリアン・ウィッチェム警部補……さすがと言うべきなのかしら」











　　第六章　動き出す事件






　メイソン邸では、バロンを取り逃がした後、テイラー警部とエディとマックスは、順に一時間ずつ睡眠を取りながら見張りをした。準男爵を見張る巡査も交替で睡眠を取った。

　朝が来るとサー・バーナードに朝食を勧められたが丁重に断り、スチュワート卿と昼過ぎに署に来て、ダイヤにまつわる話をすることを約束させた。来たとき同様、七人は二台の馬車に分乗してスコットランド・ヤードに戻った。

　刑事課に入ると、騎馬警察隊からバロンらしい男はいなかったという報告を受けた。テイラー警部は騎馬警官の後ろ姿を見送り、鉛のように重いため息をつく。

「ぼくは裁判所に行きます。廷吏が探してくれているといいんですけど」

　エディはそう言って、昨日頼んでおいたリチャード・グラントに関する訴訟資料を取りに向かった。

「おれはもう一度証拠を見直してみます」

　マックスは昨日いったん返却しておいた、リチャードの事件の証拠品箱を再び調べることにした。保管庫の入り口で名前を記入し、箱を棚から下ろして隅のテーブルに置き、検死報告書を広げる。

　それは小さく几帳面な字で書かれていた。

〝被害者は四十五歳男性、長身。平均的な肉づき。栄養状態は良好。病気や身体障害の形跡はなし。死因は急性砒素中毒。発見時、書斎の床で体を折り曲げて倒れていた。着衣と床に吐血と吐瀉物。〟

　子爵と準男爵の供述調書には、〝二人で借金の催促に訪れたところ、執事に書斎に通された。執事が運んできた紅茶を飲んで話をしたが、埒が明かず、そのうち男爵に「今日はもう帰ってほしい」と言われ、仕方なく帰ることにした。最後に見たとき男爵は生きていた。〟と書かれていて、二人の署名もある。

　マックスは書類を箱に戻し、元あった棚に置いた。

　保管庫から出て刑事課に戻ったが、エディはまだ帰っていない。マックスは昼食をとりにキングス・アームズに行き、挽き肉と野菜のパイを注文した。

「マックス」

　キャシーが皿を持ってカウンターを回ってきた。彼の前に皿を置き、自分は隣の椅子に座る。

「昨日はどうだったの？」

「昨日って？」

　マックスは事件の詳細については口外できないことを思い出して、キングス・アームズに来たことを後悔した。

「捜査中だから話せない」

「いいじゃない、あたしとあなたの仲でしょ」

　どんな仲だ、と思いながら、マックスはそっけなく答える。

「悪いな」

　つれない態度の彼に、キャシーは甘えるように寄りかかった。

「あなたがバロンと揉み合ったって聞いたわよ」

「誰から聞いた？」

　捜査情報を漏らしたやつをこっぴどく叱ってやらねば。

「いいじゃない。ねえ、バロンってどんな男だったの？」

「話せないって言っただろ」

「ケチ」

「ケチで結構」

「ねえ、今晩は来てくれるわよね？」

　マックスはため息をついた。仕事帰りに飲んだり食事をしたりするのにキングス・アームズは格好の場所だったが、あれこれ詮索されるのは好きではないし、酔った勢いで口が滑りそうな気もする。

　今日はやめておく、と返事をしようとしたが、次にキャシーが口にしたのはバロンとは無関係のことだった。

「来てよ。従兄弟のヘンリーがお芝居に出るのよ。彼、売れない役者をやってるんだけど、今日、ヴォクソールの芝居小屋でロミオとジュリエットをやるんですって。ぜひ来てほしいって言われてるの。一緒に行ってくれるでしょ？」

　話題が変わったことにマックスはホッとする。

「ロミオとジュリエット？　今さら観てもなあ……」

「あら、すごく評判がいいのよ」

「売れない役者の芝居だろ？」

「それが、観てみるとあっと驚かされるんですって。ねえ、一緒に行きましょうよ」

　キャシーがマックスの腕に抱きつき、豊かな胸を押しつけてくる。

（この飢えすぎている感じ、せっかくのいい女が台無しだな……）

　マックスは苦笑しながら答える。

「じゃあ、エディも誘うぞ。観客は一人でも多い方が従兄弟も喜ぶだろ」

　その言葉にキャシーは一瞬不満そうにしたが、せっかくのチャンスを逃すまいと愛想笑いを浮かべた。

「いいわ。じゃ、今晩六時にここに来てね」




　マックスが昼食を食べ終えてスコットランド・ヤードの刑事課に戻ると、エディが興奮した様子でマックスをつかまえた。

「ほら、見てください！」

　エディが差し出したのは茶色く変色して角が破れかけている封筒だ。表にはリチャードが死亡した翌日の一九〇四年六月十八日の日付が書かれている。

「あったのか！」

　椅子に座るとマックスは封筒から書類を出した。リチャード・グラント男爵の相続人である息子のアルフレッドを債務者として、ヘクター・スチュワート子爵とバーナード・メイソン準男爵が裁判所に提出した担保不動産の競売申立書だった。

「リチャードはスチュワート卿とサー・バーナードに膨大な借金があったんだな。それが返済されなかったので、二人は借金を回収するため、裁判所にリチャードのカントリーハウスの競売を申し立てた。結局裁判所がそれを認めて、リチャードの家族はサリー州の屋敷を失ったようだな。何の借金だったんだろう」

「そこまではわかりませんね。二人が来たときに話してもらいましょう」

「そうだな」

　二人はテイラー警部の執務室に行って、警部にも報告した。警部は申立書を読んでから、マックスに言う。

「昨日、乙女のハートの元の持ち主がリチャード・グラントであることをサー・バーナードが認めていたな。屋敷を競売にかけたほか、領地や宝石類も差し押さえている。乙女のハートもその一部だったのかもしれんな」

「それなら、バロンはやはり息子のアルフレッドで決まりではないですか？」

　エディの言葉に警部が答える。

「目的は父親の復讐ではなく、自分が受け継ぐはずだった財産を違法な方法で手に入れることなのか？」

　警部はうなりながら考えていたが、マックスを見て言った。

「マックス、バロンはアルフレッドだと思うか？」

　マックスはうつむいて答えた。

「いいえ」

「では、息子でないとすると、財産狙いなら、ほかに考えられるのはリチャードの妻のシルヴィアということになるが」

「まさかそんな」

　警部の言葉にエディが驚いた声を上げ、マックスは考え込む。

（バロンが女なのは間違いない。だがシルヴィアだろうか？　シルヴィアだとすれば、現在は少なくとも四十歳は超えているはずだ。だが、バロンはもっと若い女だった。顔は見えなかったが、体つきや身のこなしから考えても、せいぜい十代後半から二十代前半だろう）

　そんなマックスをチラリと見て、警部が言う。

「ほかに家族がいたかもしれんし、主人に忠誠を誓った召使いかもしれん。まあ無関係のダイヤコレクターの線も捨て切れんがな」

　マックスは話題を変えた。

「警部、子爵と準男爵の話の後で、エディと一緒にグラント卿の死体発見現場であるカントリーハウスに行って、何かわからないか調べてきます」

「そうしてくれ」

　そのとき、受付担当の巡査が執務室の入り口から顔を覗かせた。

「警部、スチュワート卿とサー・バーナードがお見えです」

「お通ししろ」

「はい」

　巡査の姿が消え、かわってヘクター・スチュワートとバーナード・メイソンが現れた。サー・バーナードは昨日と同じやつれて青ざめた顔をしているが、スチュワート卿の方は真っ赤な顔でどうにか怒りを抑えているといった様子だ。

「サー・バーナードから聞いたのだが、ダイヤの元の持ち主のことを教えてほしいとか」

「ええ、そうです」

　警部が椅子を勧め、二人が腰を下ろした。

「あのダイヤは借金の担保だったんですね？」

　警部に訊かれて、スチュワート卿が答える。

「そうだ。リチャードは借金を返さないまま死んだのだ。借金を回収するため、彼が担保にしていた屋敷を競売にかけ、家具や宝石などの財産を没収したのだ」

「なるほど。で、その借金とはいったい何の借金だったんです？」

「それを訊かれると思って、これを持って来た」

　そう言って、スチュワート卿は背広の内ポケットから三つ折りにした紙を取り出した。広げてみるとそれはリチャードとの間で交わした借用書だった。サリー州の領地とカントリーハウス、家具、宝石、絵画その他一切の財産を陶磁器の代金の担保とする、とタイプ打ちされた書類に、借り主としてリチャード・グラント卿のサインが、貸し主としてヘクター・スチュワートとバーナード・メイソンのサインがある。

「八年前、バーナードが新しく事業を起こしたのだ。陶磁器の輸入会社だ。わたしたちはかねてから親交があったのでね、わたしがバーナードに資金を提供した。そのうちリチャードがわたしたちの会社のことを聞きつけて、陶磁器を買いたいと申し出てきた。グラント家は歴史ある名家だ。断る理由などない。だから、わたしたちは彼を信用して、清や日本から高価な陶磁器を輸入したのだ。だが、リチャードは陶磁器を受け取るばかりで、今度払うと言っては一度も代金を支払わなかったのだよ！」

　スチュワート卿が拳を警部のデスクに叩きつけた。デスクの上の書類の山が崩れかけたが、卿は気に留めることなく話を続ける。

「その結果、代金はついには国王の身代金ほどの額に膨らんでしまった。このままではわたしたちの会社が潰れてしまう。リチャードには再三借金の返済をお願いした。そうしてやっとのことでこの借用書にサインしてもらったのだよ。だが、サインしたものの、いつまで経ってもいっこうに支払う気配がない」

「だから直接彼の屋敷に返済を迫りに行ったのですか？」

　警部の問いに、卿はうなずいて答える。

「そうだ。それが……一九〇四年の六月十七日だよ。こちらの事情を話しても、彼は〝払えないものは払えない〟と言って聞く耳を持たなかった。彼の態度はまったく紳士らしからぬものだった」

　スチュワート卿は当時の様子を思い出したかのように、手をわなわなと震わせる。

「供述書では、紅茶を飲んだとありますが、頼んだのは誰で、給仕したのは誰です？　そのときの様子を詳しく話してください」

　警部の言葉に、卿は苦い顔をする。

「そのことなら七年前に何度も話した。もう思い出したくもない」

「ぜひ思い出してもらいたいですね」

　マックスの遠慮のない言葉に卿がムッとする。

「きみの話し方はいちいち癪に触るな」

「まあまあ、ダイヤを取り戻す手がかりになりますから」

　警部が割って入り、卿はしぶしぶ話を始めた。

「口論になりかけ、いったん落ち着こうと、わたしがリチャードに紅茶を頼んだのだ。彼が呼び鈴を鳴らして執事を呼び、執事が運んできて、ポットからティーカップに注いだ。そのうちリチャードが〝今日はもう帰ってほしい〟と言い出したのだ」

「そのときの様子はどんな具合でしたか？」

　マックスに問われて、スチュワート卿は眉を寄せ、少し考えてから答えた。

「手が震えていたし……脂汗を浮かべていたようにも思う。だが、それはわたしたちが、何度も返済を迫ったから腹を立てたのかと思っておったが」

「男爵の症状から考えれば、その段階で紅茶に砒素が混入していた可能性も否定できませんねぇ」

　マックスの言葉に、卿が小馬鹿にしたような口調で返す。

「つくづく役に立たぬ男だな。わたしたち全員が同じポットの紅茶を口にしたのだぞ。だが、見ろ。わたしもバーナードも、当時も今も健康だ。わたしたちが帰った後で、リチャードが紅茶に自分で砒素を混ぜて飲んだというのが、どう考えても一番筋が通っているではないか」

「急性中毒の場合でも、摂取してすぐに症状が出るわけではないんですよ」

「じゃあ、あんたはわたしたちがリチャードのカップに砒素を入れたとでも考えているのかね？」

「そこまでは言っていません」

「紅茶を給仕したのは執事だぞ。わたしたちにはリチャードのカップに近づくヒマなどなかった」

「そう証言できる者はいませんよね」

「そりゃそうだ。リチャード本人が死んでいるんだからな」

　スチュワート卿はいら立った様子で腕を組んだ。

「あなたが男爵の死を知ったのはいつのことですか？」

「翌朝だ。リチャードの執事が知らせに来た」

「なるほど。それであなた方は、男爵の死を知るやいなや、裁判所に競売申立書を提出したというわけなんですね」

　マックスが嫌味っぽく言う。

「言い方が引っかかるが……会社の命運がかかっておるからね。確かにすぐに裁判所に行った」

　スチュワート卿がむっつりと言ったが、マックスは気にせず続ける。

「担保だった乙女のハートは競売にかけなかったんですか？」

「ああ。ほかの宝石は競売に出させたが、あのダイヤはまたとない大粒の見事なものだ。もとは一対のイヤリングだったのだが、陶磁器の代金の一部として一つずつもらい受けた」

　スチュワート卿が答えた。

「よくわかりました。わざわざお越しいただきありがとうございました。ところで、その借用書、しばらく預からせてもらえますか？」

　マックスの言葉に、スチュワート卿は強い口調で答える。

「断る。借金の件はバロンとは無関係だろう？」

「いいえ。バロンは、もしかしたらグラント卿の財産だったものを狙っているのかもしれません。ほかの財産についてわかるこの借用書がぜひとも必要です」

「では、バロンはグラント卿の身内ということかね？」

「そうは言っていません。希少なダイヤやアンティークのコレクターかもしれません。今はバロンに結びつくなら、どんなものでも手がかりになるんです」

「そう言うなら仕方ないが……きみは何でもかんでも預かりすぎだとは思わんのかね？」

　スチュワート卿が嫌みたらしく言った。

「ちゃんと預かり証を書きますよ」

「そういう意味で言っているのではない」

「では、どういう意味です？」

　マックスのわざとらしいほど真面目な口調に、スチュワート卿が眉を寄せ、警部が咳払いをした。

「ああ、そうでしたね。これはお返しします」

　マックスは軽く肩をすくめ、ポケットからハンカチに包まれた乙女のハートを取り出し、デスクの上に無造作に置いた。

「ちょっと！　大切に扱ってくださいよ！」

　サー・バーナードがあわてて両手で大事そうに拾い上げ、内ポケットに収めた。それを見てスチュワート卿が言う。

「わたしの乙女のハートも取り戻してくれるんだろうね？」

「もちろんです」

　マックスは強い口調で答えた。

「本当かね。くれぐれも頼んだよ、きみ、いやきみたち」

　スチュワート卿が立ち上がり、それを合図にサー・バーナードも席を立って、二人で執務室を出て行った。

「さて、ではリチャードのカントリーハウスに行くとしようか。おれはちょっと寄りたいところがあるから、エディは先に行っててくれ。現地で合流しよう。屋敷は競売にかけられたという話だから、今は男爵と無関係の人間が住んでいるかもしれないが、おれが行くまで待っていてくれ」

「わかりました」

　エディが執務室を勢いよく飛び出した。マックスも警部に会釈して部屋を出ようとしたが、警部に鋭い口調で呼び止められた。

「マックス」

「何でしょう」

　振り返った彼に、警部が口調同様険しい顔つきで言う。

「おまえ、何かわたしに報告していないことはないか？」

「えっと……」

　さすがはマックスが巡査部長時代からの上司である。昨晩の彼の一瞬の躊躇から、何かひっかるものを感じていたらしい。だが、マックスはどうしてもバロンが女であると言う気にはなれず、違う話をした。

「実は……ザ・ナイフを逮捕した晩に、パブを出た後、老いた物乞いに〝奪われた大切な物を取り返してほしい〟と頼まれたんです。きちんと話を聞かなかったんですが、もしかしたらその物乞いもバロンの変装だったのかもしれません……」

「なるほど。やつはおまえの評判を聞きつけて、まずは正攻法でいこうとしたのかもしれんな」

「こちらも正攻法として、被害届を出すか裁判所に行くように言いましたが、その後、刑事課では彼を見ていません」

「そうか……。その物乞いがバロンだとすれば、実力行使に出たということか」

「あのとき相談に乗っていれば、バロンもこんなことをせずにすんだのかもしれませんね……」

　そう思うとマックスの胸が痛む。

「今さら悔いても仕方あるまい。その物乞いがバロンだったかどうかはわからんのだから。ほかに何かあれば、すぐにすべてわたしに報告しろ」

「はい」

「早く仕事に戻れ」

　警部が追い払うように手を振り、マックスは一礼して執務室を出た。

（あの物乞いがバロンだったことは間違いない）

　今ではそう確信している。「この石頭っ！」と叫んだ女の声が頭にこだまする。やっぱりあの物乞いはバロンで、そのバロンは女なんだ……。

　考え込みながらスコットランド・ヤードを出て、ウェストミンスター橋を渡り、ウォータールー駅の方に歩いてハーヴィーズを目指した。いつもと同じように花をのせた手押し車の横にいたリーナが、彼を見つけてハッとした。

「やあ」

「こんにちは、ミスター・ウィッチェム」

　リーナの笑顔が心なしかぎこちないのは、先日の別れ方のせいだろうか。

「実は今日、芝居を見に行くんで、役者に渡す花束を買いに来たんだけど……」

「どんなお花にしましょうか」

「そうだなぁ。よくわからないから、きみの好きな花で作ってくれるかな？」

　自分が花をもらう様子でも想像したのか、リーナの笑みが柔らかくなる。マックスがその笑顔の余韻に浸っている間に、彼女は手早く赤いバラと白いバラで花束を作った。

「ありがとう。花言葉にはどんな意味があるの？」

「赤いバラだけだと、〝あなたを愛しています〟、白いバラだけだと〝わたしはあなたにふわさしい〟とか〝あなたは美しい〟とかいう意味になります」

「情熱的だな」

　マックスは照れくさそうに言った。

「でも、赤と白のバラが一緒になると、違った花言葉を持つんです」

「へえ。どんな意味になるんだ？」

「ユニティ──調和とか結束とか、そういった意味になります」

　そう言ってリーナは遠くを見るような目をした。

「何か懐かしい思い出でも？」

「ええ、家族がみんな揃っていたときのことを思い出したんです」

　そう答えたリーナは、ふと我に返ったようにあわてて言った。

「ごめんなさい、つまらないお話をして」

「いいや、つまらなくなんかないよ。もっときみのことを聞かせてほしいな」

　マックスはたたみかけるように言って、リーナの澄んだアメジスト色の瞳を見つめた。

（今は何かの事情で家族がバラバラに暮らしているんだろうか。アルフレッドは当然そのことも知っているんだろうな。彼と恋人同士だとしても、彼女の力になりたい）

　リーナは彼の熱のこもった眼差しに戸惑った様子で、押しつけるように花束を渡した。

「どうぞ。お芝居、楽しんでくださいね」

「あ、ああ、ありがとう」

　話を切り上げられて、マックスは仕方なく勘定をした。そうしてリーナに背を向けたが、彼女の高く柔らかな声がいつまでも耳に残っていた。




　マックスが刑事課に戻ると、向かいの席の年上の刑事が目を丸くして言った。

「おいおい、今日は花束か？　チューリップはすっかり開いちまってデスクに花粉が落ちてるし、どうするのかと思っていれば、今度はよりによってバラとはな……」

　その言葉に、今日が死んだレオノーラのために毎週花を買っていた土曜日だったことを思い出した。

（今まで一度も忘れたことなどなかったのに……）

　驚きながらも、それを顔に出さないように答える。

「違いますよ、これは贈り物です」

「ほほう、とうとうキャシーにか」

　刑事のニヤニヤ笑いにマックスは苦笑する。

「キャシーのいとこに、です」

「女か」

「男ですよ」

　その返事に年上の刑事は心底同情するような顔をした。

「キャシーのようないい女がすぐそばにいるのに、なんで男なんだ？　おまえ、とうとうおかしくなっちまったのか？」

「いたって正常ですよ」

　そう言ってマックスはチューリップを捨て、代わりにバラの花束を瓶に差し込んだ。刑事課を出て二輪辻馬車を拾い、旧リチャード・グラント邸に向かう。訴状によると、屋敷はランベス区の南、サリー州に入ってすぐのところにある。

　それは青々とした芝生に囲まれた、褐色の石造りの大きな三階建ての屋敷だった。門の前には先に到着していたエディがいる。

「待たせたな」

　馬車を降りたマックスの言葉に、エディが答える。

「ぼくも今着いたところです」

「では、誰が住んでいるのか、お目にかかるとしようか」

　二人は門を抜け、芝生の間の私道を通って、重厚な木の玄関扉の前に立った。マックスがノッカーを叩くと、しばらくして玄関扉が細く開き、使用人らしい女の顔の一部が覗く。

「どんなご用でしょうか？」

「スコットランド・ヤードのウィッチェム警部補とスティーブンス巡査部長です。ご主人にお目にかかりたいのですが。屋敷の前の持ち主についてお話を伺いたいのです」

「お待ちください」

　女は扉を閉めた。しばらくするとまた扉が開いたが、今度は大きく開けられ、女の全身が見えた。三十代半ばで、白いレース製のキャップの下から栗色の髪が覗いている。襟高の黒いドレス姿で、腰飾りの鎖に鍵束をぶら下げていることから、彼女がこの屋敷の家政婦ハウスキーパーであるとわかる。

　彼女の案内で、二人は一階の客間に通された。暖炉の前に長椅子が置かれ、白くなりかけたブロンドの髪のほっそりした女が、光沢のある紺色のドレスの肩に白いショールをかけて座っている。マックスたちが客間に入ると、上品な物腰で立ち上がって言った。

「わたくしはリットソン伯爵夫人のアンナ・リットソンです。スコットランド・ヤードからわざわざいらしたとか。どういったご用件でしょう」

（伯爵……）

　父の死の遠因を作ったミッドベリー伯と同じ爵位を耳にして、マックスは心が拒絶反応を起こすのを感じた。だが、どうにか気持ちを落ち着かせて名を名乗る。

「わたしはマクシミリアン・ウィッチェム警部補、こちらはエディ・スティーブンス巡査部長です」

　マックスはエディを示した。

「どうぞおかけください」

　アンナ・リットソンに長椅子を示され、マックスとエディは彼女と向かい合った長椅子の前に立ち、女主人が座った後に腰を下ろした。

「ミス・マギー、お二人に紅茶をお出しして」

「かしこまりました」

　マギーと呼ばれた家政婦が廊下に下がった。

「では、さっそくお話を伺いましょうか」

　レディ・リットソンが二人の方を見たので、マックスが口を開いた。

「レディ・リットソンはこちらのお屋敷にどのくらいお住まいなんですか？」

　彼女は少し考えてから答えた。

「夫が亡くなってからになりますから、もうすぐ七年ですわね」

「この屋敷は競売にかけられていたそうですが、それを購入なさったのですね？」

「ええ。購入したのはわたくしの父で、わたくしが譲り受けましたの。十七世紀に建てられたとても趣のある邸宅でしょう？」

「本当に。すばらしいですね」

　マックスは相槌を打ち、本題に入る。

「あなたのお父上が購入する前、この屋敷はリチャード・グラントという男爵のカントリーハウスだったことはご存じですか？」

「ええ。卿は自殺なさったとか」

「よくご存じですね」

　前の主人が自殺した屋敷に住みたいとは普通は思わないな、とマックスは思った。それを察したのか、レディ・リットソンは微笑みながら言う。

「グラント卿の幽霊が出る、という噂もあったそうですわね。わたくし、ぜひ幽霊に会ってみたかったんですの」

　エディが目をむく。

「まあまあ、そんな顔をなさらないで。わたくし、もし卿の幽霊が出ていらしたら、バートの──わたくしの亡き夫の──幽霊を連れてくるようお願いしようと思っていましたの。バートったら、わたくしの夢にすら出てきてくださらなくてねえ。当時は亡くなった夫に会いたくて会いたくて、たまらなかったんですの。同じ幽霊のグラント卿なら、わたくしの夫の幽霊を連れてきてくださるかと思って、父に頼んでこのお屋敷を買ってもらったのです」

「それで、何か出たんですか？」

　エディがおそるおそる尋ね、レディ・リットソンが「ほほ」と上品に笑って答えた。

「いいえ。何度か降霊術を行わせたりもしたんですけれど、誰の幽霊も出てきてくれませんでした。ほんと、今となっては愚かな考えだったと思っていますわ」

　マックスはなんともいえない曖昧な笑みを浮かべて訊く。

「グラント卿の家族や使用人について何かご存じありませんか？」

「先ほどのマギーは、卿のもとで働いていましたよ。どうぞお訊きになってくださいな」

　そこへちょうどミス・マギーがティーポットとティーカップののった銀の盆を持って入ってきた。

「ちょうどよかった。ミス・マギー、刑事さんたちがグラント卿についてお話を聞きたいそうよ。あなた、当時のお話をしてくださる？」

「かしこまりました」

　そう言うとミス・マギーは紅茶をカップに注いだ。

「あなたはグラント邸でどんな仕事をしていたんですか？」

　マックスの問いに、ミス・マギーはお腹の前で両手を重ね、背筋を伸ばして答えた。

「侍女として奥さまの──シルヴィアさまの──身の回りのお世話をしておりました」

「なるほど。グラント卿には息子さんがいましたね」

「はい。アルフレッド・グラントさまでございます」

「思い出したくないようなことを訊いて悪いのですが、男爵が自殺した当日のことを話してくれますか？」

　マックスの言葉に、ミス・マギーは青ざめ、重ねた手が小刻みに震え出した。

「どうぞ座って」

　マックスは席を立って、彼女に長椅子を勧めた。

「いいえ、大丈夫です」

　ミス・マギーは何度か深呼吸を繰り返して、ぽつりぽつりと話し出した。

「あの日は……あの日のことは……忘れようとしても忘れられません。一九〇四年六月十七日、フレッドぼっちゃまの十六歳のお誕生日でした。ぼっちゃまは寄宿学校に行ってらして来ることはできなかったのですが、お祝いだけはしようとみんなで準備をしておりました。わたくしは奥さまのお着替えをお手伝いしてから、コックが作ったケーキを、コックと一緒に食堂のテーブルに運びました」

「それは何時のことですか？」

　マックスの問いにマギーはすぐに答えた。

「午後五時半ごろでした。それからすぐにノッカーの音がして……執事のスミスが玄関へ出ました。スチュワート卿とサー・バーナードがいらして、スミスが書斎にお通ししました」

　それはスチュワート卿の話と一致する。

「それから？」

　マックスに促され、ミス・マギーが話を続ける。

「お二人は三十分ほどして帰られました。その後……七時の晩餐の時間になってもだんなさまが食堂にいらっしゃらないので、執事が書斎に呼びに参りました。その直後……ああ、恐ろしい。思い出すだけでも身の毛がよだちます。屋敷中にスミスの悲鳴が響き渡ったのでございます」

　両手で顔を覆うミス・マギーに、マックスは再度椅子を勧めた。今度は彼女も断らなかった。

「大丈夫ですか？」

「は、はい……」

　ミス・マギーの緑色の瞳から涙がこぼれ落ちた。

「申し訳ございません。取り乱してしまいまして」

「謝る必要などありませんよ。でも、落ち着いたら、話を続けてください」

　彼女はうなずき、ハンカチを出して涙を拭うと口を開いた。

「シルヴィアさまがわたくしに様子を見に行くようおっしゃいましたので、わたくしは書斎に参りました……。そうしたら、だんなさまがひどく苦しそうなお顔のまま……床に倒れておられました……」

　ミス・マギーはうっと口元を押さえた。

「わ、わたくしも、悲鳴を上げてしまいました。それで、奥さまが見にいらして……お止めするべきでした。あのようなむごたらしい悲惨なお姿のだんなさまを……奥さまにお見せするべきではなかったのです……」

　ついにこらえきれなくなったのか、ミス・マギーは声を上げて泣き出した。

「あなたのせいではありませんよ、ミス・マギー」

　マックスは落ち着かせるように優しく言ったが、家政婦は首を振りながら泣き続けた。しばらくして彼女の嗚咽が治まると、マックスは静かな声で訊いた。

「レディ・グラントの宝石の中に、乙女のハートというものはありましたか？」

「はい、ございました。グラント家に代々伝わる一対のイヤリングで、婚礼のときにリチャードさまがシルヴィアさまに贈ったものでございます。シルヴィアさまはたいそう気に入っておられました」

「なるほど……」

　偽宝石商ジャックは嘘をついてはいなかったようだ。

「それが何か？」

「それでその後、どうなったかご存じですか？」

「存じております。だんなさまが亡くなった後、スチュワート卿とサー・バーナードに取り上げられました。二人が奪ったものはそれだけではありません。お屋敷も、家具も、調度品も、絵画も、ほかの宝石も……根こそぎです！　あの人でなしが！」

「ミス・マギー」

　レディ・リットソンが家政婦をたしなめた。

「申し訳ありません」

　ミス・マギーはうつむいて唇をきつく噛んだ。

「つらい話をしてくれてありがとう。それからもう一つ、ミス・マギー、あなたに見てほしいものがあります」

「なんでございましょう」

「この絵に見覚えはありませんか？」

　マックスは予告状を取り出し、ロウソクの立てられたラズベリーケーキの絵を見せた。ほんの一瞬、ミス・マギーの顔色が変わる。

「知っているんですね」

　マックスの言葉に、彼女は激しく首を振った。

「とんでもない。そのような絵、拝見したのは初めてでございます」

「本当かな？　もう一度よく見てほしい」

「いいえ、いいえ、何度見ても見覚えはございません」

　ミス・マギーは頑なに首を振り続ける。

「このカードは、スチュワート卿とサー・バーナードの持っている乙女のハートを狙って、怪盗バロンが出した予告状です。カードの絵を描いたのはアルフレッド・グラント、つまりリチャード・グラント卿の息子だ。だが、ロウソクを描いたのは彼本人ではない。だから、彼はバロンではないと考えられる。では、十六本のロウソクは誰が何のために描き足したのか？」

　マックスが鋭い目で見つめると、家政婦は怯えた表情でうつむいた。

「十六本のロウソクは、アルフレッドの十六歳の誕生日にリチャードが死んだことを示唆しているのか？　とすれば、そのことを知っている人間は限られてくる。どうだろう、ミス・マギー。あなたにはこのロウソクを描いた人物、あるいはロウソクに込められた意味がわかるのではないですか？」

　マックスは強い口調でたたみかけたが、彼女は顔を上げてきっぱりと言った。

「存じ上げません」

　その頑なな態度に、エディも何かあると感じ取った。だが、そのときレディ・リットソンが口を開いた。

「わたくしの父が買い受けたのはこの屋敷と庭園、温室だけなのですが、残りの農地はスチュワート卿がご自身の農地と併合したそうですよ」

「なるほど。では、グラント卿の家族にはタウンハウスのみが残されたということなんですね？」

「そのようですよ」

「ありがとうございます」

　マックスは礼を言って、エディに目配せをした。これ以上マギーに詰問しても、答えは得られそうにないので、屋敷を辞することにする。

　客間を出る前に、マックスはレディ・リットソンに訊いた。

「執事のミスター・スミスがその後どうしているかご存じですか？」

「いいえ。最初はうちで執事をしていただこうかと思ったのですが、ひどいショックを受けたので静養したいと本人が言いましたので、諦めました。その後のことはわかりません」

　マックスたちは丁重にお礼の言葉を述べ、玄関ホールに向かった。扉を出ようとしたところで、後ろからミス・マギーに声をかけられた。

「あの」

「なんです？」

　マックスが振り向くと、彼女はゴクリと喉を鳴らし、意を決したように言った。

「わたくし、男爵さまは自殺なさったのではないと信じております」

「なぜ？」

「あの方は、何よりもご家族を大切になさっていました。気高くてお優しくて、お心の強いお方でした。どんなことがあっても、きっとご家族を守ろうとするはずです。そのようなお方がご家族を置いて……しかもご家族にひどいショックを与えるような形で、自らの命を絶つとは思えません」

「なるほど。それはあなたの意見ですか？」

「ほかの召使いに訊かれても、同じことをお答えすると思います。召使いにもお優しくて、みなが男爵さまを敬愛しておりました」

「ほかの召使いが今どうしているかわかりますか？」

「いいえ、わかりません。グラント卿が亡くなられた後ここに残ったのは、わたくしだけでございます」

「そう。ありがとう」

　マックスとエディは旧グラント邸を後にした。門を出たとき、マックスは農地を見てみようと大通りとは逆方向に歩き出した。

「警部補？」

　部下の怪訝そうな声を背中に聞きながら低い石垣に沿って歩くと、やがて木の柵にぶつかった。そこから先の小麦畑が、スチュワート卿が自分のものにしたという農地だろう。青々とした麦の穂が風に吹かれ、サラサラと音を立てながら波打っている。

　誰もいない小麦畑が突然、収穫間際の金色に輝き、働く父と母の姿が見えた。第二次ボーア戦争が始まるずっと前の、幼い日のレオノーラが、黄金の穂の波の間からひょっこり顔を覗かせ、彼に向かって手を振っている。学校帰りの彼を見つけて、よくそうしてくれたものだ。

　麦畑と記憶が見せる幻影に思わず一歩足を踏み出したとき、横にエディが並んだ。

「のどかですね」

　彼の言葉に、懐かしい姿がかき消されたように見えなくなり、小麦畑も元の青々とした海に戻った。

「そうだな……死とは無縁の光景に見える」

　マックスは亡き人たちの姿を探してもう一度小麦畑を見たが、もう何も見えなかった。

「行きましょうか」

　部下に促され、軽く首を振って畑に背を向けた。道を戻り、大通りに出て二輪辻馬車を拾った。

　ストランド街のタウンハウスに向かう馬車の上で、エディが言う。

「あの家政婦、絶対に何か隠していますね」

「そうだな。予告状の絵を見て顔色を変えていたし、ロウソクについて問い詰めたときは怯えているようだった」

　マックスは、メイソン邸の庭で、月明かりの中見たバロンの姿をミス・マギーの姿と重ね合わせてみた。マギーは髪をまとめていたが、ほどけばバロンくらいの長さになるだろうか？　だが、髪の色が違うように思う。月の光を浴びれば、あの栗毛も銀色に輝くのだろうか？

　マックスが一人で考えにふけっているうちに、背の高いテラスハウスが立ち並ぶストランド街に入った。グラント邸は細い通りを折れてすぐのところにある、白い石造りのこぢんまりとした四階建てのテラスハウスだった。

　マックスはノッカーを叩いた。だが、誰も出ない。

「シルヴィアは病気だという話だから、出られないんでしょうかね」

　エディの言葉にマックスは首を傾げる。

「息子も──現グラント卿のアルフレッドも──留守なのかな」

　もう一度ノッカーを叩いてしばらく待ったが、やはり人の気配はしない。

「出直すしかなさそうだな」

　二人はグラント邸を後にした。











　　第七章　探り合う瞳






　二人を乗せた二輪辻馬車がスコットランド・ヤードに着いたとき、時計はすでに六時を回っていた。

「警部補、これからキングス・アームズで一杯どうです？」

　エディに誘われて初めて、マックスはキャシーとの約束を思い出した。

「まずい、忘れてた」

「え？」

「今日はキャシーと芝居を見に行くんだった」

「そうなんですかぁ」

　キャシーに想いを寄せるエディがしゅんとする。

「違う、おまえも行くんだよ」

「え？」

「三人で行くんだ」

　それを聞いたとたん、エディの顔がパッと輝いた。

「おまえ、刑事のくせにわかりやすすぎるぞ」

　からかうように言いながら、マックスは瓶からバラの花束を引き抜き、エディとともにキングス・アームズに向かった。パブに入ると、緑色のドレスを着て待っていたキャシーが、腰に手を当てて怒ったポーズをとる。

「遅いわよ、マックス」

「悪い、キャシー」

　言葉少ななマックスに対し、エディは目尻を下げて言う。

「うわぁ、今日もきれいだね、キャシー。ステキなドレス、見とれちゃうよ」

「ま、嬉しい。マックスもエディを見習いなさいよね」

「おれがこいつをどう見習うんだよ」

「女に惜しみなく甘い言葉をかけるところよ」

「冗談だろ」

　マックスが肩をすくめ、エディが含み笑いをした。

　三人は四輪辻馬車グロウラーでウェストミンスター橋を渡り、テムズ川沿いに南へ進んでヴォクソールに入った。芝居小屋はテムズ川を望む広場にあり、正面が舞台で、その手前が平土間の立ち見客用の席になっている。三人は舞台を見下ろす座敷席に上がり、キャシーを真ん中に挟んで席に座った。

「きみの従兄弟の……ヘンリーだっけ、彼は何の役をするんだ？」

　マックスが訊くと、キャシーが得意げに答える。

「主役の一人よ」

「へえ。じゃあロミオ？」

「まあ見ててよ」

　七時になると、ロミオとジュリエットの上演が始まった。物語の舞台は十四世紀のイタリアの都市、ヴェローナ。名家モンタギュー家とキャピュレット家は、昔から憎み合い、争い合っていた。モンタギュー家の一人息子ロミオは、キャピュレット家のパーティに出席している片想いの相手、ロザラインに会うため、仮装して友人とパーティに忍び込む。そしてそこでキャピュレット家の一人娘ジュリエットに出会い、二人は恋に落ちた。だが、両家の対立を考えれば、二人の結婚が許されるはずもない。二人は修道士のロレンスを訪ねて、秘かに結婚する。

　しかし、同じ日、ロミオは友人たちとモンタギュー家の一団との争いに巻き込まれてしまう。親友を殺され、怒りに駆られたロミオは、キャピュレット夫人の甥を殺してしまった。ロミオはヴェローナ大公に追放の刑に処され、一方のジュリエットはキャピュレットに親戚パリスと結婚するよう命じられる。

　ジュリエットに助けを求められたロレンスは、仮死の毒を使って彼女に死を装わせた。だが、ロレンスの使者がこの計画をロミオに知らせる前に、彼はジュリエットの死の知らせを聞いてしまう。ジュリエットが死んだと思い込んだロミオは、彼女の墓の前で毒を飲んで死んだ。その直後、仮死状態から目覚めたジュリエットは、事切れたロミオの姿を見て絶望し、彼の短剣で後を追う……。

　芝居が終わると、小さな劇場は拍手に包まれた。拍手はいつまで経っても鳴り止まない。すると、役者たちがまた舞台に登場した。だがそれぞれ手にタオルを持っている。マックスとエディが不思議に思って見ていると、中央に立ったジュリエットが、いきなり自分のブロンドの長い髪をつかんだ。

「えっ？」

　二人の刑事の目が釘付けになる。

　ジュリエットの頭から外れたそれはカツラだった。現れたのは短いブラウンの髪。続いてジュリエットがタオルで顔を拭くと、白粉やほお紅、口紅が取れて、なんと日焼けした男の顔が現れた。客席が大いに沸く。

「どういうことだ？　ジュリエットは男が演じていたのか？」

　驚いて言うマックスに、キャシーが得意げに言う。

「そうよ。あっと驚かされるって言ったでしょ？　女の役を男が、男の役を女が演じているの。あのジュリエットが従兄弟のヘンリーよ」

　続いてロミオがダークブラウンのカツラを外し、見事なブロンドのロングヘアが現れた。顔を拭うタオルの下から、面長の美しい女の顔が覗く。

　その次に素顔を現したのは修道士のロレンスだった。ロレンスの短いブラウンヘアのカツラが外され、長いプラチナブロンドの髪が広がりながら舞い落ちる。カツラと同じ色のあご髭をとり、薄い褐色の顔を拭うと、陶器のような白い肌が現れた。ホッとしたような笑みを浮かべているその役者は、ハーヴィーズの前にいる花売り娘、リーナ・アシュレイだった。

「あの娘こ……」

　マックスは思わず声に出していた。

「なあに？　知り合い？」

　キャシーがマックスに訊いた。

「ああ。驚いた」

「すごいでしょ？　最初はみんな騙されるのよ」

　キャシーはくすくす笑い、マックスを見て訊く。

「ねえ、この後、ヘンリーたちとパブへ繰り出すんだけど、もちろんあなたも来るわよね？」

「いいや、遠慮しておく。悪いけど、帰りはエディかヘンリーに送ってもらってくれ」

「どういうこと？」

「ちょっと話をしたい娘こがいるんだ」

「さっきの知り合い？」

「そう」

　キャシーはむくれた顔をしたが、マックスの視線はリーナに吸い寄せられた。

　舞台では役者が次々と素顔を現し、演じていた役とのギャップに客席が驚きの声を上げ続ける。全員が正体を現し終えると、もう一度拍手が沸き起こり、役者たちは揃ってお辞儀をして舞台から退いた。

　幕が下ろされ客たちが帰り始めると、マックスは裏口に行って、役者たちが舞台の片づけや着替えを済ませるのを待った。裏口の扉が開いて真っ先に姿を現したのは、リーナだった。

「お疲れさま」

　そう言いながら出てきた彼女は、マックスの顔を見て足を止めた。

「あら。観に行くっておっしゃってたお芝居は、わたしたちのロミオとジュリエットだったんですね」

「きみが出ているとは知らなかったよ。花をどうぞ」

　マックスが差し出した赤と白のバラの花束を、リーナは頬を赤らめて受け取った。

「まあ、ありがとう。でも、本当はほかの人にあげるはずだったんでしょう？」

「いいよ。直接は知らない人だから」

「ごめんなさい」

「気にしないで。それより夜も遅いし、送らせてくれるかな？」

「お連れの方がいるんでしょ？」

「連れはヘンリーとパブに繰り出すそうだよ。きみも行くの？」

「いいえ、明日は仕事がありますから」

「花売りの仕事？」

「ええ。ここの役者にはほかに仕事を持っている人も多いんです。役者の仕事だけでは食べていけませんから」

　芝居が無事終わった興奮からか、リーナが頬を紅潮させ、生き生きと話している。口数もいつもより多い。

　リーナが歩き出したので、マックスは彼女に並んだ。

「舞台から離れて観ていたせいか、男と女が入れ替わって演じているとは気づかなかったな。メイクってすごいんだね。本当に驚いたよ」

　その言葉に、リーナは嬉しそうに頬を緩める。

「粘土で鼻を団子鼻に見せたり、声色を変えたりするんです。うちの劇団では、性別さえも超えて別人になれるんですよ。ステキでしょう？」

「そうだね」

「もっと話題になって、上演回数が増えればいいんですけど」

　夢見るような表情でリーナが言った。

　彼女の歩調に合わせてゆっくり歩いているうちに、芝居小屋の観客もほとんど帰ってしまって、人通りがまばらになった。二人はテムズ川沿いにウェストミンスター橋を目指しながら、並んで歩く。

「こんなにきみと話しているのに、おれはまだきみのことをほとんど何も知らないんだ」

　リーナの顔からスッと笑みが消えた。

「わたしはただの花売りで売れない役者です」

　マックスはリーナを見た。月光を受けて髪が艶やかなプラチナの色に輝いている。

「リーナ」

　マックスが口を開いたときだ。突然ランベス橋の陰から一人の男が現れた。

「よう、おふたかた。お熱いねぇ」

　男の右手で何かがキラリと光った。短刀ダガーだ。マックスはとっさにリーナを背中にかばう。

「何の用だ」

「有り金全部置いてきな」

「ザ・ナイフの模倣犯か？」

「そんな名前のやつもいたな。それじゃあ、おれはさしずめザ・ダガーってとこか。だが、おれはあいつみたいに間抜けじゃねぇ」

　男が不気味な笑い声を立ててパチンと指を鳴らした瞬間、二人の背後から現れた別の男がリーナの腕をつかんでマックスから引き離した。彼が駆け寄るよりも早く、男がリーナの白い喉元に細いナイフを当てる。

「おれには頼れる相棒がいるんだ。色男さんよ、相棒が女の喉を掻っ切る前に、財布を渡した方がいいんじゃねえか？」

　ザ・ダガーが短刀を弄びながらマックスに近づいてくる。

「くそっ。卑劣な手を使いやがる」

　マックスは吐き捨てるように言って、ポケットから財布を取り出した。

「これを渡したのに、彼女を放さないとか卑怯なマネはしないだろうな？」

「おまえが大人しくそいつを渡せば、放してやるさ」

　マックスはザ・ダガーに財布を投げた。だが、相棒はリーナの喉にナイフを当てたままだ。

「おい、約束を守れ」

「強盗の約束を信じる方がバカなんだ。こんないい女、簡単には放さねぇ」

　相棒がリーナにナイフを当てたまま、その首筋に舌を這わせた。

「いやぁっ」

　リーナの泣きそうな声に、マックスは拳を握りしめる。

「きれいな髪だな。高く売れそうだ」

　相棒がリーナの髪をわしづかみにして、ナイフを髪に当てた。リーナが悲鳴を上げて身をかがめた瞬間、マックスは男の右手に回し蹴りを見舞った。ナイフが飛び、水音を立ててテムズ川に落ちる。

「ぎゃあぁっ」

　男が変な方向に曲がった右手首を押さえてしゃがみ込んだ。その隙に、リーナがすばやく橋の上へと逃げる。

「きさまっ」

　ザ・ダガーに斬りかかられ、マックスはすばやく飛び退いた。短刀が右腕をかすめたものの、その痛みにひるむことなく身構える。マックスと男は、どちらが先に動くのか、相手を牽制するように睨み合った。

　先に動いたのは強盗の方だった。短刀を振り上げた瞬間、マックスはすばやく男の足を払った。男はあえなく倒れ、マックスはその右腕をねじり上げながら男を立たせる。

「いだだだっ」

　男が痛みに身をよじり、その背中をマックスが蹴飛ばすと、男は水音高くテムズ川に落ちた。直後、相棒がマックスの背後から飛びかかってくる。それを身をかがめて背中に担ぎ上げ、地面に叩きつけた。うめく男をうつぶせにして、後ろ手に手錠をかける。

「おまえ、おまわりかっ!?」

　驚愕する男に、マックスはニヤリと笑う。

「おまえも悪事の納め時だな」

　男が歯ぎしりし、マックスはザ・ダガーを捜して川を見た。

「覚えてろよっ」

　水面に浮き上がってきた男が、捨て台詞を吐いて泳ぎ始める。

「おい、待てっ」

　マックスは立ち上がって追おうとしたが、手錠をかけた男が抵抗するので、ザ・ダガーの方は諦めることにした。

「大丈夫ですか？」

　リーナが心配そうに駆け寄ってきた。

「ああ。きみは？　怪我はない？」

「ええ」

　恐怖のためか青ざめた表情ながらも、リーナはしっかりした声で答えた。

「管区の警けい邏ら課がパトロールしているはずなのに、やっぱり夜は油断できないな」

　マックスは辺りを見回した。騒ぎを聞きつけたのか、ランベス橋の上に人影が見える。

「何があったんです？　大丈夫ですか？」

「警官ですか？」

　マックスの問いかけに「そうです」と返事をして、人影が二人近づいてくる。

「ロンドン警視庁刑事課のマクシミリアン・ウィッチェム警部補です。こいつはザ・ナイフの模倣犯。現行犯逮捕した」

　マックスがふてくされた顔の男を警官に突き出した。

「あなたがウィッチェム警部補ですか」

　管轄が違うため、彼の顔を初めて知った巡査が半ば驚いた顔をして言う。

「お会いできて光栄です」

　もう一人の巡査の言葉に、マックスは照れ笑いを浮かべたが、すぐに表情を引き締めた。

「こいつは相棒の方だ。ダガーを持った男を取り逃がした。川下の方に泳いでいったので、追ってほしい」

「わかりました。警部補もお気をつけて」

　二人の巡査が男を引き立てていった。

「さ、急いで帰ろう」

　マックスはリーナを促した。ランベス橋の近くで二輪辻馬車を拾い、ウォータールー駅の近くにあるという彼女のテラスハウスに向かう。

　肩の力を抜いて背もたれに背を預けたマックスは、膝の上に重ねられたリーナの手が小刻みに震えているのに気づいた。右手を伸ばして手を軽く握ってやると、彼女が彼を見上げた。

「もう大丈夫だよ。ザ・ダガーも必ず捕まえる」

　落ち着かせるように言った彼の低い声を聞き、リーナが小さくうなずいた。だが、自分の手を握っている彼のシャツが裂けていて、その逞しい腕から血がにじんでいるのを見て、小さく息を呑む。

「大変だわ。手当てをしますから、どうぞうちへ寄ってください」

「このぐらい平気だよ」

「いいえ、わたしを助けようとして負われた傷です。このままにはできません。手当てをさせてください」

　心配顔で熱心に言われて、マックスは嬉しいようなこそばゆいような気持ちになる。

「じゃあ、お願いしようかな」

　辻馬車を降りてリーナに案内されたのは、四階建てのテラスハウスの二階部分だった。

「ここはきみの家なの？」

「いいえ。叔母の──というより叔母の夫が所有しているんです。二人はエセックスにカントリーハウスを持っていて、田舎暮らしの方が好きらしく、ほとんどそちらにいます。わたしは建物を管理する約束で、ここに住まわせてもらっているんです」

　リーナが燭台に明かりを灯しながら答えた。

「カントリーハウスに住んでいるということは、叔母さんのご主人は爵位を持っているのかな？」

「ええ、幸運なことに叔母の結婚相手は伯爵です」

（また伯爵か……）

　マックスは無意識のうちに話題を変えていた。

「ここにはきみ一人で住んでいるの？」

「ええ」

「寂しくない？」

　矢継ぎ早に問いかけるマックスの様子から、軽い怪我だと安心したのか、リーナは口元を緩めて言った。

「おしゃべりはそのくらいにして、傷口を見せてください」

「たいした傷じゃないんだけどな」

「でも、念のため」

　マックスは勧められた椅子に座って、シャツの袖をまくった。手首から肘にかけて斜めに切れていたが、傷は浅く、血もほとんど止まっている。リーナが両膝をつき、傷口を消毒してガーゼを当て、包帯を巻いた。その丁寧で優しい所作にマックスの胸がじいんとする。

「これで大丈夫」

　リーナが顔を上げ、スミレ色の瞳がロウソクの明かりを受けて艶やかにきらめいた。腕に触れる彼女の温もりが、マックスの体の奥深くに埋もれていた欲望を呼び覚まし、みぞおちが熱くなる。

「ありがとう」

　彼の声はかすれていた。引き寄せられるように身をかがめて、リーナの唇に自分の唇を重ねる。彼女の細い肩が震え、マックスの全身に痺れるような感覚が走った。

（自分を抑えられない……）

　レオノーラを失ってから消えてしまったと思っていた熱い感情に突き動かされ、夢中で彼女の柔らかな唇を味わう。

「リーナ……」

　マックスが彼女を抱き寄せ、さらに深く口づけようとすると、リーナがうつむいて彼の唇から逃れた。その仕草が余計に彼を焚きつけ、欲望が渦巻くように高まる。

「逃げないで」

　マックスは彼女の細い腰をつかんで膝の上に横向きに座らせ、片手であごをつまんだ。彼を見るリーナの瞳が迷うように揺れている。

「あの、ミスター・ウィッチェム……わたし、こんなつもりでは……」

「こんな時間に家に誘ったのはきみだ」

「でも……」

「アルフレッドのことを気にしているんだね？」

「え？」

「彼はきみの恋人？」

「違います……でも、大切な人です」

　その返事を聞いて、マックスはホッとすると同時に焦りを覚えた。リーナはまだアルフレッドのものではないらしい。でも、そうなる前に、彼女を自分のものにしなければ。早く、急いで。

「彼と付き合っているんじゃないのなら、おれの恋人になってくれないかな」

　彼のシャツをつかんでいたリーナの手に、きゅっと力がこもった。マックスは再び彼女にキスをした。唇を離したとき、リーナがためらいがちに目を伏せる。

「あの、わたし……」

「強引すぎたかな」

「いいえ……でも、わたし、あなたのことをよく知らないし、あなたもわたしのことを……」

「それなら今から教える」

　マックスは彼女の頬を両手で包み、唇をついばみながら熱っぽく囁く。

「マクシミリアン・トリストラム・ウィッチェム、二十八歳……ロンドン警視庁刑事課勤務……リージェンシー・パーク近くの下宿屋暮らし。ほかに知りたいことは？」

「い、いつも……こんなふうに尋問するんですか？」

　その問いかけに、彼は「まさか」と言って笑みを漏らした。そうして自分の額を彼女に額に当てる。

「次はきみのことを教えて」

「たとえば何を……？」

「そうだな。家族のこととか」

「兄と叔父が近くに住んでいます」

「お母さんは他界したんだったね」

「ええ、父もです。あなたのご両親は……？」

「おれも二人ともいない」

　マックスの言葉にリーナがハッと目を見開いた。

「あなた、一人で生きているの……？」

「おれたち、ほかの誰よりも理解し合えるんじゃないかな」

　そう言って彼女の胸元に口づけると、練り香水の香りが立ち上った。それを胸一杯吸い込むと、頭の芯まで甘いにおいに満たされる。

「バラの香りだ」

　マックスがギャザーの寄せられた藤色のドレスの襟に指をかけると、リーナがその手を押さえた。彼の手の下で彼女の胸が大きく上下している。

「ミスター・ウィッチェム、わたし、あなたに……お話しなければいけないことが」

「マックスと呼んで……話の続きは後にしよう」

　もうこれ以上待てない。

　マックスは、何か言おうとする彼女の唇をキスで塞いだ。

　この唇の甘さを、柔らかさを、もっと感じたい。

　マックスはキスをしながらリーナの膝の下に手を入れ、横抱きに抱え上げて窓際のベッドに運んだ。体を重ねて情熱的な口づけを繰り返すうちに、リーナの表情がとろけていく。

「きれいだ……」

　マックスは彼女の首筋に唇を押しつけながら、ドレスの襟をずらし、その下の白いシュミーズとともに引き下ろした。

「あ……」

　露わになった胸を彼女がとっさに隠し、マックスはその手首をつかんでシーツに押しつける。

「ミスター……マックス、あの……」

　リーナが何か言おうとしたが、その胸の桜色の突起を舌で軽く押して転がすと、彼女の体がびくんと跳ねた。

「まだ話をしたい？」

　焦らすように訊くマックスの熱い息を肌に受け、彼女の肌が薄紅色を帯びる。

「意地悪」

　はにかみの混じった囁き声に、マックスの理性が押し流されていく。

（何もかも忘れて、彼女に溺れたい）

　マックスが胸の膨らみを手で包み、手の平を回して蕾を捏ねると、リーナが甘くかすれた悲鳴を上げた。華奢な体が切なげに震える。

「リーナ、かわいいよ……」

　彼が両の胸を丹念に揉みしだき、しこった頂を口に含み、吸い、舌で転がすにつれて、リーナの息遣いが荒くなる。

　マックスはドレスの裾から手を入れ、腰で結ばれたドロワーズの紐を解いて脚から引き抜いた。柔らかな太ももに触れるのを邪魔していたドレスも脱がせる。

　はやる思いを抑えながら、彼はネクタイを解いてシャツを脱ぎ、ほてった上半身を彼女の体に重ねた。直に触れ合った肌の温もりが、じんわりと染みいる。

「あぁ、リーナ……」

　深く口づけながら、彼女の首から肩、胸へと温かく滑らかな肌を指先でなぞると、リーナがかすかに身を震わせた。呼吸がますます荒くなり、彼の胸の下で彼女の柔らかな胸が大きく上下する。それが伝わって、彼の心臓の音も高くなる。

　マックスが覆いかぶさっていた体を少しずらして、リーナのつんと尖った胸の飾りを指で挟むと、彼女の腰が小さく跳ねた。もう片方も指で優しくつまんで、リーナの悩ましげな表情を堪能する。

「んぅっ……やぁ……」

　彼女の甘い悲鳴に酔いながら、マックスはその桜色の蕾を口に含み、舌で舐めまわした。リーナが両脚をわずかにこすり合わせたのを感じ取って、胸からお腹へと手を滑らせ、その薄い茂みに指を潜らせる。小さなしこりを見つけて、指を優しく上下に動かすと、彼女の指がシーツをギュッと握った。

「ダメぇっ……」

　自由な方の手でリーナの頬に触れ、「大丈夫だよ」と囁きながら唇に口づける。

「マックス……」

　彼女のくぐもった声を聞きながら、指を動かし続ける。

「あぁっ、や……待って……」

　リーナが悩ましげに眉を寄せ、イヤイヤをするように首を振った。

「こうなることを予感していなかったとでも？」

「だ……って、本当に……手当を……やぁあっ」

　彼女の脚が小刻みに震え、もうすぐ達しそうなのがわかる。マックスはその花芯を摘み、撫で、擦り、彼女をさらなる高みへと押し上げる。

「もぉっ、ダメ……」

「リーナ……」

　愛しいその名を囁きながら、動きを速めると、彼女はすがるようにマックスの肩に手を回した。そうして白い首を見せてのけぞり、押し殺したような悲鳴を上げたかと思うと、下半身を大きく震わせて、彼の肩に爪を立てた。

「わたし……ああっ……」

　大きく体を震わせたリーナが、恥ずかしそうに体を丸めた。その仕草が愛おしくて、マックスは彼女の唇にそっとキスを落とした。

「マックス……」

　リーナが彼の首に腕を回して引き寄せた。

「そんなにかわいいことをされたら、どうにかなってしまいそうだ」

　マックスが愛おしむようなキスを繰り返し、再びリーナに火をつけようとしていると、首に回された彼女の腕から力が抜けた。

「もうほしいの？」

　意地悪く言って上体を起こした彼は、次の瞬間、目を丸くした。彼の下でリーナが穏やかな寝息を立てていたのだ。

「リーナ……」

　マックスが軽く頬をつつくと、彼女がかすかに眉を寄せた。

「ん……」

　その顔はたまらなく彼をそそるのに、当の本人に起きる気配はない。

　マックスは深いため息をついて、彼女をそっと腕枕した。




　カーテンの隙間からまぶしい光が差し込み、マックスは目を覚ました。腕の重みに左側を見ると、リーナが彼の方を向いて穏やかな表情で眠っている。淡い金色の長いまつげが、陶器のような白い肌に影を落としていた。

　昨晩のことを思い出し、マックスの胸に温かな気持ちがじんわりと広がった。幸せな気分で、彼女の頬にかかる絹糸のような髪を耳にかけ、ニヤリとする。

（目覚めの紅茶を淹れてやろう。その後で昨日の続きだ）

　リーナを起こさないよう細心の注意を払って腕を引き抜き、床に脱ぎ捨てていた服を拾って身につけた。静かに寝室を出て居間を抜け、階段を下りて半地下に行き、必要最低限の調理道具があるだけの簡素なキッチンに入る。

　マックスは石炭ストーヴに火を入れて、水を入れたケトルを置いた。戸棚の横のボードには、美しい筆跡で書かれた買い物のメモが貼られている。

「きれいな字だ」

　それはもちろん愛の言葉などではない。だが、パンだとかジャガイモだとか、何でもない鉛筆書きの文字でも、彼女が書いたと思えば愛おしく感じてしまう。

　彼は戸棚を開けてティーポットを取り出し、続いて紅茶のリーフボックスを手に取った。

　温かく弾むような気持ちになって、心がくすぐったい。

「こんな幸せな気分で目覚めたのは久しぶりだな」

　そうつぶやきながらリーフボックスのふたを取ったとき、その中にあるはずのないものが見えた。

「えっ？」

　驚いて逆さにすると、白いハンカチにくるまれた何かが手のひらに落ちてきた。不審に思いながらハンカチを広げると、現れたのは大粒のハート型のダイヤモンドと真っ赤なルビーがぶら下がったネックレス……。スチュワート邸から盗まれたものだ。

「どうしてこれがここに……」

　マックスはよろよろと椅子に座り込んだ。ネックレスを見ながら、昨日の出来事を思い出す。

　気づく機会はいくらでもあったはずだ。彼女は芝居で老人に扮装していた。役者なら、さまざまな化粧道具を持っている。それに……芝居の後、一緒に帰ったとき、彼女の髪は月光を受けて銀色に輝いていた……。

「おれは大バカ者だ……」

　片手で顔を覆ったとき、背後で人の気配がした。ハッとして振り向くと、ガウンを羽織ったリーナが立っている。

「それが目的だったのね」

　彼女の肩は小さく震えている。

「リーナ」

　マックスはあわてて立ち上がり、その腕に触れようとした。だが、リーナは後ずさり、鋭い口調で言う。

「触らないで！」

「きみがバロンだったんだね」

　彼女をこれ以上刺激しないように、できるだけ冷静な声で話しかけたが、彼女の表情は険しいままだ。

「確かめるためにあんなことを？」

「それは違う」

「何が違うのよ？　新聞の見出しが目に浮かぶわ。〝マクシミリアン・ウィッチェム警部補、バロンからダイヤを取り戻す！〟　大手柄ね」

「リーナ、違う！　おれは本当にきみのことを好きになってしまったんだ」

「そんな嘘、もう必要ないでしょう？　あんなふうにわたしを守って、優しくしてくれたから……つい……。でも、騙されたわたしが愚かだったんだわ」

「おれがきみを騙したというのなら、きみこそどうなんだ!?」

　彼の激しい口調に、リーナが彼を見据えて言う。

「わたし、何度も言おうとしたのよ！　〝わたしにはあなたに愛される資格はないの〟って。でも、あなたは聞いてくれなかったじゃない」

　リーナが瞳を涙で光らせ、ネックレスを指さして言う。

「それはグラント家に伝わる大切なダイヤよ！　返してちょうだい」

　マックスはハッとした。

「ダイヤを盗んだのはアルフレッドのためか？」

「彼は関係ないわ」

「大ありだろう？　彼はグラント家の現当主だ。ダイヤを渡せば、彼の気を引けるとでも思ったのか？」

「違うわ。子爵にも準男爵にもこのダイヤがふさわしくないからよ」

「きみにならふわさしいとでも言いたげだな」

「どう思う？」

　リーナが挑むように、艶のある笑みを浮かべて彼を見上げた。

「そうだな、確かにきみの絹のように白い肌には似合いそうだ」

　マックスはリーナに近づき、ガウンから覗く胸の谷間にダイヤをのせた。そうしながら逆の手で腰紐を解いたとき、リーナが怯えたようにガウンの前をかき合わせた。マックスは目を丸くする。

「へぇ。ダイヤを奪い取るかと思ったのに、意外と純情なんだね。それともそれは演技かな？」

　リーナが頬を赤く染めながらも、彼をキッと睨む。

「わ、わたしを試したの？」

「そう。きみがどういう女なのか」

「それならわかったわよね？　わたしは役者よ。どんなフリだって簡単だわ」

「おっと、危ない。もう少しでそれを忘れるところだった」

　余裕を見せるマックスの笑みに、リーナは悔しそうな表情で横を向く。

「用がないんなら、さっさと帰ってちょうだい」

「そうさせてもらうよ。メイソン邸でのように、大事なところを蹴り上げられては困るからな」

　その言葉に、今度はリーナが挑発的な笑みを浮かべる。

「ほんと、あれで敏腕警部補だなんて、笑っちゃうわ。ザ・ナイフを逮捕したときの手際の鮮やかさを見てたから、あやうくできる刑事だと信じるところだった」

「あの物乞いは……きみか」

「そうよ。でも、噂通り女には弱かったわね」

「噂通りってどういうことだ!?」

　マックスに詰め寄られ、リーナは一歩後ずさった。

「あなたの身辺を探っていたとき、いつだったかキングス・アームズから出てきた巡査たちが話していたわよ。〝女にはめっぽう弱かったマックスが、キャシーに落ちないなんて、よっぽどレオノーラのことを気にしているんだな〟って」

「守りたい女を守れなかった悔しさが、きみにわかってたまるか！」

　マックスは思わず拳をテーブルに叩きつけていた。その剣幕に、リーナはハッとしたように口をつぐんだ。マックスはイライラとダークブロンドの髪をかき上げる。やり場のない怒りで、頭がまともに機能しない。

「アルフレッドのお下がりの女なんかに興味はない！」

　吐き捨てるように言って、振り返らずにリーナの家を後にした。











　　第八章　過去からの科刑






　テラスハウスの外に出て懐中時計を見ると、間もなく勤務時間だった。マックスは肩を怒らせながら、ずんずん歩いてウェストミンスター橋を渡る。

（よりによって彼女がバロンだったとは……）

　リーナが愛おしすぎて、そこにあったはずの手がかりが見えていなかった。

「恋は盲目、とはまさにこのことだな」

　そうつぶやいて自嘲気味に笑う。本来なら、スチュワート卿のネックレスを見つけた時点で彼女を連行し、事情を聴取しなければならない。だが、怒りにまかせてテラスハウスを出てきてしまった。

（そもそもまた誰かを愛そうとしたことが間違いだったんだ）

　レオノーラが死んだときに、もうおれは幸せにならない、仕事に生きる、と誓ったはずなのに。

（付き合いのある故買屋に流れてきた、とでも言ってネックレスを返そう。宝石が戻って、別の事件でも起これば、いずれこの事件からみんなの関心も遠のくはずだ……）

　そこまで考えて、マックスはハッとした。刑事としてあるまじき恐ろしい考えを抱いたことに身震いする。

　そのとき、キングス・アームズからエディが出てくるのが見えた。声をかけようとした瞬間、エディのすぐ後からキャシーが出てきて、彼の首に両腕を回してキスをした。照れたように通りに視線を向けたエディがマックスに気づき、そのにやけた顔が一瞬で青ざめる。

「警部補……」

「やあ、お二人さん」

「聞いてください、あの、ぼく」

「弁解する必要などないだろう」

　そっけなく言うマックスに、キャシーが落ち着かなさそうに視線をそらした。

（きみがエディに心変わりしたからって、おれにはきみを責める資格などないよ）

　心の中でつぶやいて歩き出したとき、エディが駆け寄ってきた。

「一緒に行きましょう、警部補」

「ゆっくりしてくればいいのに」

「そんな……そんなわけにもいきません。ぼくは、その、抜け駆けするつもりじゃなくて……警部補が……キャシーに冷たくするから……」

　エディが言い訳がましく言い、その態度にマックスはよそよそしさを感じた。

　二人は気まずい雰囲気のまま、スコットランド・ヤードの庁舎に入った。マックスは席に着かずに、退職警官の住所録からフィリップ・マクヴォイの住所を調べた。元警部は五年前に引退して故郷のルイスに帰っているらしい。

　マックスは〝マクヴォイ元警部に会いに行きます〟と書いたメモをテイラー警部のデスクに残し、汽車に乗ってルイスを目指した。

　汽車は住宅地を抜け、病院や教会、いくつもの工場を通り過ぎながらひた走る。やがて背の高い建物がまばらになり、緩やかな起伏を描いた丘と低木の林が見え始めた。

　マックスは窓台に片肘をついてあごを支え、ぼんやりと車窓を眺めた。青々とした野原に白い羊の群れがいて、郊外は別世界のようにのどかで穏やかだ。

「このままどこかへ行ってしまいたいくらいだ」

　ほんの束の間、マックスはリーナのこともエディのことも忘れた。

　だが、ほどなく汽車はルイスに到着し、彼はまた現実に引き戻された。懐中時計で時刻を見ると、もうすぐ十一時。彼は窓から手を出して外にしかないドアノブを回し、扉を開けて汽車から飛び降りた。駅員に住所を聞いて、教えられた通りに歩く。

　マクヴォイ元警部の家は、石畳の坂道の左手にある白壁の三階建ての家だった。マックスは扉のノッカーを叩いた。

「誰だね？」

　扉の横の窓が開いて、がっしりした体格の老人が顔を出す。

「ロンドン警視庁刑事課のマクシミリアン・ウィッチェムといいます。フィリップ・マクヴォイ元警部に、昔の事件についてお伺いしたくて、ロンドンから来ました」

　老人は笑みを浮かべた。

「わしがフィリップ・マクヴォイだ。スコットランド・ヤードからとは、こりゃまたご苦労なこった。今日は天気もいいし、歩きながら話そう。少し待っていてくれ」

　老人の顔が窓から引っ込み、少しして扉からマックスより少し背は低いが、かつてはとてもたくましかっただろう元警部が出てきた。

「こっちに見事な庭園がある。わしはいつも昼飯前にそこへ散歩に行くんだ。付き合ってくれ」

　そう言うと元警部は返事も待たずに歩き出した。マックスも後に続く。石畳の坂道を下ってしばらく歩くと、色とりどりの花が咲き乱れる美しい庭園があった。そこのベンチにマクヴォイが腰を下ろし、マックスも隣に座る。

「どうだね、すばらしいだろう」

「はい。癒されますね」

　マックスは相槌を打った。

「今は誰が警部なんだね？」

「アーサー・テイラー警部です」

「おお、テイラーか。わしはやつが巡査だったころから知っておるぞ。偉くなったもんだな」

　そう言ってマクヴォイは懐かしそうに目を細めた。

「さっそくなんですが、今、リチャード・グラント卿の自殺事件について再捜査しているんです」

　元警部の表情が曇る。

「リチャード・グラント男爵自殺事件……」

「あの事件、報告書を読みましたが、最初は他殺の線でも捜査されていましたよね？　でも、捜査結果は自殺になっていました。自殺と結論づけたのはなぜなんです？」

　マックスに訊かれて、マクヴォイは庭の奥に見える石造りの建物に目をやった。遠くを見るような目をしている。

「砒素がティーポットから検出され、客人二人が紅茶を一口も飲まなかったのならば、殺人の疑いも濃くなる。だが、砒素が検出されたのは男爵のティーカップからだけだった」

「客が男爵のティーカップに毒を盛ったとは考えられませんか？」

　マクヴォイは腕を組んでしばらくうなっていたが、やがて言った。

「客人の二人が──スチュワート卿とサー・バーナードだった」

「はい」

「二人は社会的に地位も信用もある上流階級の人間だ。当時は今と違って、本物の紳士は人殺しなどするはずがないと考えられておった。よほどの証拠がなければ、二人を有罪にはできない。二人を告発しようものなら警察は世論の批判を浴び、そのうえ、有罪にできなければわしの首が飛ぶ。それに、貴族階級相手にムダに捜査を長引かせることは、当時──いや、今でもかな──警察の沽券に関わるということで、上層部から圧力がかかったんだ」

「圧力ですか」

「今でもそういう圧力がないとは言えんだろう？」

「そうですね……」

　マックスは曖昧に微笑む。

「貴族は知性と理性を備えた良識ある人々で、わしら警察官は所詮庶民の雇われ人だ。だが、それは言い訳だな。今ではそんな圧力に屈してしまったことを悔いておる……残された家族のことを思うと……」

　元警部がつらそうに黙り込んだので、マックスは促すように言う。

「スチュワート卿の話では、グラント卿は陶磁器の輸入代金を支払わなかったとか」

「そうだ。借用書もあった。サー・バーナードの会社を通じて東洋の高価な陶磁器をいくつも取り寄せたのに、その代金を支払わなかったということだった」

「当時、実際に陶磁器をご覧になりましたか？」

「いいや。どうしてだ？」

「話を聞いた元侍女のマギーが、男爵は自殺などするはずがない、と言っていました」

「──グラント邸を見て回ったが、陶磁器を見た記憶はない」

　マクヴォイが一語一語区切るようにしながら言った。

「そうですか。もう一つお伺いしたいのですが」

「なんだ」

「執事のスミスについてです。彼はどんなことを話していましたか？」

「やつは……ディナーの合図をしてもグラント卿が晩餐室に来ないので、書斎に見に行ったら、卿が床に倒れて死んでいて、驚いて悲鳴を上げた、と言っておった」

「男爵の死後は執事を辞めたと聞きました」

「精神的なショックを受けたので、静養したいという話だった」

「辞めてからの消息はわかりますか？」

「いいや。どこかの屋敷でまた執事の職に就いたのかもしれんが、事情聴取した後だったし、とくに捜しはしなかった」

「そうですか。いろいろありがとうございました」

　立ち上がるマックスに、元警部が名残惜しそうに言う。

「もう帰るのかね？」

「ええ。まだ調べたいことがありますから」

「今頃になって、なんでまた再捜査なぞ始めたんだ？」

「あなたも怪盗バロンについてはご存じでしょう？」

「ああ、新聞で読んだ」

　マクヴォイにニヤリとされ、マックスは内心苦笑する。

「バロンが狙ったのは、スチュワート卿とサー・バーナードの持つ乙女のハートというダイヤでしたが、それらはもともとグラント卿のものでした。借金のカタとして取り上げられたんです」

「バロンの事件とグラント卿の自殺に関連があると考えているのかね？」

「まだわかりませんが、その可能性を探っています」

「そうか。ま、せいぜいがんばりたまえ」

　マクヴォイがベンチから立って腰を伸ばした。マックスも立ち上がる。

「ありがとうございました」

　礼を言うと、元警部はうなずき、庭園の奥に向かって歩き始めた。マックスはその後ろ姿を見送り、駅へと戻った。




　駅で一時間近く待ってから、やってきた汽車でロンドンに戻ったときには、午後四時になっていた。

　マックスが刑事課の自分のデスクに戻ったとたん、エディが近づいてきた。

「警部補、ぼく……」

「キャシーが納得しているのなら、おれのことなど気にするな」

「……はい」

　マックスは立ち上がって部下に背を向けると、テイラー警部の執務室に行った。扉が開いていたので、中を覗く。

「警部」

「マックスか。どうだった？」

　警部に手招きされ、マックスは部屋に入って、マクヴォイ元警部との会話を警部に報告した。後からついてきたエディも、扉の入り口に立って話を聞いていた。

「それから、これ。付き合いのある故買屋から入手しました」

　マックスはリーナの部屋から持ち出したネックレスをポケットから取り出して、テイラー警部のデスクに置いた。警部はネックレスをチラリと見てから、マックスの目を正面から見据えた。

「どこの故買屋だ？」

　マックスは警部の視線を受け止めて答える。

「ミルウォール埠頭ドックの近くの故買屋です」

「ほう」

　テイラー警部の疑わしげな視線にマックスは内心ヒヤリとする。

「売り主はわからないそうです」

「そうだろうな。売り主をバラしたら、故買屋は信用を失って商売上がったりだからな。よし、エディと返しに行きたまえ」

「はい」

　マックスはホッとして、エディと一緒に馬車でスチュワート卿の屋敷に向かった。ずっと黙っていたエディが、途中で意を決したように口を開く。

「キャシーのことですが」

「ああ」

「ぼくはずっとキャシーのことが好きだったんです。だけどキャシーは、新聞に何度も取り上げられて有名になっているあなたのことが、ずっと好きだった。だから、あなたの陰にいる地味なぼくには見向きもしなかった」

「それなら、おれ自身じゃなくて、おれの評判が好きだったってことじゃないか」

「そんなことはないと思います。あんなに一生懸命あなたにアプローチしていたじゃないですか」

「前にも言ったが、おれは彼女と付き合う気はない」

「じゃあ、芝居に誘われても断ればよかったんですよ。芝居の帰り、彼女があなたに置いてきぼりにされて落ち込んで、ぼくに慰めてほしがったからって、あなたに彼女を責めることはできませんからねっ」

　エディに責めるような目で見られ、マックスは言葉に窮した。

「すっかり酔っ払ったキャシーが言ってました。〝どれだけ好きだと言っても、マックスはあたしの想いには応えてくれなかった。それなのにほかの女とは一緒に帰ったのよ〟って。ひどく傷ついていました」

　エディの真剣な言葉に、マックスは言葉を選びながら答える。

「レオノーラが死んでからは、どんないい女に言い寄られてもその気にならなかった。だが……あの娘こは違った。どうしても気になって、彼女のことを知りたいと思うようになった……一緒にいると怒ったり笑ったり、胸を痛めたり喜んだり……ああ、おれは生きているって実感できたんだ」

「それが一緒に帰った娘こなんですね」

「そうだ」

「それなら、いいです。ぼくは警部補がレオノーラさんのことを忘れて幸せになろうとしてくれるなら、もうあなたを責めるのはやめます」

「上司に向かって偉そうな言いぐさだな」

「なんとでも言ってください。こうなったら、ぼく、もう慰め役を脱して、キャシーのハートをわしづかみにしてみせますよ」

　拳を握りしめるエディを見て、マックスは冗談っぽく訊く。

「どうやって？」

「ぼくの手で絶対にバロンを逮捕します」

　その言葉にマックスの背筋が寒くなる。

「ダイヤは戻ってきたんだ。バロンのことはもう放っておいて、別の事件の捜査にかかろうじゃないか」

　マックスの言葉に、エディは目をむいた。

「そんなことを言って、手柄を独り占めする気ですか？」

「まさか」

「じゃあ、ほかの事件なんかいいじゃないですか。たとえダイヤが戻ってきたとしても、バロンのやったことは間違いなく犯罪です。放っておけだなんて、警部補らしくない」

「おれらしくない、かあ……」

　マックスの煮え切らない態度に、エディが厳しい口調で言う。

「ぼくは絶対に諦めません。必ずバロンを逮捕します」

　パートナーのエディにはリーナのことを相談しようかと思っていたが、これではとても話せそうにない。

　マックスは心の中で深いため息をついた。




　スチュワート邸に到着すると、執事に客間に通された。

「ネックレスを見つけてくれたのかね！」

　スチュワート卿が両手を広げて二人を迎えた。

「ええ、こちらです」

　マックスがネックレスを渡すと、スチュワート卿はダイヤを上から下から眺めた。

「どこでこれを？」

「故買屋です」

「なるほど。警部補さんともなると、いろいろなつながりがあるようだね。で、不届き者のバロンについては進展があったのかね？」

「残念ながら」

　マックスは首を振った。

　スチュワート卿が夕食を一緒にと誘ったが、マックスは断った。ネックレスのことを詳しく訊かれても困るので、さっさとスチュワート邸を出たかったのだ。エディの態度が、どこかよそよそしいことも関係していた。一緒に数々の事件を解決して多くの犯人を逮捕した大事な相棒のそんな様子を、マックスは寂しく思っていたのだ。




　マックスとウェストミンスター橋で分かれ、エディは足取りも軽くキングス・アームズに入った。一方のマックスは真っ直ぐ帰宅することにした。

　リージェンツ・パークを臨む下宿屋に戻り、おかみさんにもらっている自分用の鍵で扉を開けると、音に気づいて、ダイニングからおかみさんのルーシーが顔を覗かせた。

「あら、おかえり。珍しく早いんだね」

　ふっくらした顔でニコニコ笑いかける彼女は、もうすぐ五十五歳になるはずだ。夫に先立たれてから下宿屋を一人で切り盛りしている。マックスは十九歳でレオノーラとここに来てから、もう十年近く世話になっており、ルーシーは母親も同然の存在だ。

「夕食は済ませた？」

「まだです」

「じゃあ、久しぶりに一緒に食べましょ」

　ルーシーの嬉しそうな笑みに、マックスの心が少し軽くなる。食堂の暖炉の前のテーブルに着くと、ほどなくしてルーシーがシェパーズパイを運んできた。

　彼がマッシュポテトとその下のラム肉の細切れをフォークで混ぜていると、ルーシーがふと言った。

「なんだかやつれたような気がするねぇ。ちゃんと食べてるの？」

「まぁね」

　曖昧に言う彼をルーシーが軽く睨む。

「体力のいる仕事なんだから、栄養のあるものを食べなさいよ」

　十一年前にボーア戦争で父が戦死し、後を追うように母を亡くした彼は、母が生きていたらこんなふうに言うんだろうか、と思いながらうなずく。

「悩み事があるんだね。このルーシーに話してごらんなさい」

「悩み事かぁ……」

「新聞もひどいわよねぇ。活躍したときには持ち上げるだけ持ち上げといて、ほんのちょっとした失敗であんなにもこき下ろすなんて」

　ルーシーの思いやりのこもった口調を聞いて、マックスは考え込んだ。

　新聞で批判されていることはたいして気にしていない。そんなのはよくある話だ。今一番気になっていること……それはやはりリーナのことだった。

　彼女と一緒に過ごした夜は、それまでずっと死んだような気分だった自分が、まるで生き返ったような心地だった。肉体的には満たされないままだったが、怒り以外の感情が蘇り、とても心が温かくなった。彼女とああいうことになったのは、もちろんダイヤを取り戻すためではない。ただ彼女に幸せな気分になってほしかっただけだ。

（ダイヤを見つけたのは偶然だったが、もしおれがリーナをごく普通の一市民だという目で見ていたなら、役者という彼女の職業や髪の色から、不審に思っただろうか）

　リーナに心惹かれるあまり、刑事としての目が曇っていたのは確かだ。だが、彼女はそれを知らない。自分をバロンだと疑い、ダイヤを取り戻すために優しくしたのだと思い込んでいる。

（それは違うんだ、リーナ）

　ネックレスを取り上げたのも、あのまま彼女が本物のダイヤを持っていれば、間違いなく逮捕されるからだ。そんな事態は絶対に避けたかった。リーナに泥棒になってほしくなかったのだ。

　初めて会ったときは物乞いに変装していたという、最初から印象的な娘だった。〝あの有名な〟マクシミリアン・ウィッチェム警部補だと知ると、たいていの女は媚びるような目をする。だが、彼女は違った。媚びるどころかケンカ腰で、可愛げがなかった。それなのに天使のように笑う。気づけば、彼女がいつも笑顔になれるように力になりたいと思うようになっていた。今でさえ、彼女のことを想って胸が苦しい。リーナに触れたい、抱きしめたい。

（こんなにも狂おしく求めてしまう相手が、刑事としては付き合うことを許されない人間だったなんて）

　これこそレオノーラが彼に科した罰なのではないかと思えてくる。

　フォークを持つ手を止め真剣な表情で悩む彼を見て、ルーシーが温かい口調で言った。

「恋の悩み、かしらねぇ」

　その声にマックスはハッと顔を上げた。知らず知らず頬が赤らんでいく。

「図星だね」

「いや、あの」

　どう答えていいかわからず、パンをちぎって口に入れたが、大きすぎて喉につかえた。あわてて水を飲む彼を見て、ルーシーがくすっと笑う。

「別にごまかさなくてもいいじゃない。わたしはあなたが恋をする気になってくれて嬉しいんだから」

「恋だなんて、おれは」

　レオノーラが死んでから、仕事一筋に生きようと誓ったのに、こんなふうに思うなんて彼女への裏切りじゃないだろうか。

　彼の表情が苦悩に歪んだのを見て、ルーシーが悲しげに言う。

「レオノーラが死んだのは自分のせいだとまだ思っているんだね？」

「どう考えてもそうでしょう？」

　マックスはルーシーの慈愛に満ちた青い目を見返す。彼女は小さく息を吐いて答えた。

「憎むべきは過去のあなたではなく、レオノーラをあんな目に遭わせた犯人なんだよ」

「そうだけど……」

　マックスは目を伏せた。

　そもそも彼がキャシーの誘いに応じてレオノーラを一人にしなければ、彼女が死ぬことはなかったのだ。それを思えば、どうしたって自分を責めてしまう。

「あなたが自分を責めている限り、わたしだって自分を許せない」

「おかみさんは悪くないよ」

「そう思うなら、あなただって自分が幸せになる道を選んでもいいはずだよ」

「レオノーラを不幸にしたのに？」

「逆だったらどうするの？」

「え？」

　ルーシーの言葉にマックスは顔を上げた。

「レオノーラが大怪我をした、と言われたら、迎えに来た男について行くでしょう？」

「そうするだろうね」

「それでもし自分が殺されたとしたら、レオノーラにいつまでも恋もせず独身のまま、この下宿屋の手伝いをしてほしいと思う？　〝兄が不幸になったのに、自分だけ幸せになれない〟といつまでも自分を責め続ける彼女の姿に、あなたは浮かばれる？」

　ルーシーの言葉が胸に刺さる。逆の立場だったら、自分のことなど気にせず、妹には妹の幸せを手に入れてほしい、と思うだろう。

「一歩踏み出してごらんなさいよ」

　ルーシーの思いやりのこもった言葉が心に染み入る。だが。

「それでも、ダメなんだ……」

　マックスのつぶやきに、ルーシーは悲しげに眉を曇らせた。




　翌日の午後四時過ぎ、マックスはエディとともにストランド街のグラント邸を再訪した。

　扉のノッカーを叩くと、濃紺色のドレスに胸当て付きの白いエプロンをつけた小太りの女が扉を開けた。

「どなた？」

　二人を見て、女は捲り上げていた袖を下ろしながら問う。

「スコットランド・ヤードのマクシミリアン・ウィッチェム警部補とエディ・スティーブンス巡査部長です。グラント卿にお会いしたい」

「ええっと、だんなさまはお留守です。叔父のコンラッドさまならいらっしゃいますが」

「叔父……？」

　女が廊下の奥をチラッと見ながら言った。

「どうします、お会いになります？　早く決めてくださいな。ここにはわたししか使用人がいなくて、お鍋を火にかけたままなんです」

　さっさと答えなければ扉を閉めるわよ、とでも言いたげな女の忙しない様子に、マックスはあわてて答えた。

「ぜひお目にかかりたい」

「お待ちください」

　女はいったん扉を閉めたが、すぐにまた開け、「どうぞ」と言って二人を中に通した。狭い廊下を通って階段を上り、二階の客間へと案内される。二人が女に礼を言って客間に入ると、白いシャツに質素な黒のベスト、同色のズボンを身につけた体格のいい五十がらみの男が、肘掛け付きの椅子から立ち上がった。

「わたしは第九代グラント男爵の叔父にあたるコンラッド・グラントです。わたしでも伺える用件なら、甥の代わりに対応しますが」

　コンラッドが右手を差し出し、その骨張った手をマックスとエディが順に握ってあいさつを交わした。勧められた椅子に腰を下ろしながら、マックスは言う。

「リチャード・グラント卿のことをお伺いしたいのです」

　その瞬間、コンラッドの表情が曇った。

「警察の方だから、もしかしてと思いましたが……やはり兄のことですか……。なぜ今頃になって？」

　彼の反応に、甥から何も聞いていないのだろうか、と思いながら、マックスは事件の再捜査を行っていることを話した。

「そういうことですか……。しかし、残念ながら兄が死んだ日、わたしはサリー州のカントリーハウスにはいなかったのです」

「そうですか」

　残念に思うマックスに、コンラッドが「だが」と続ける。

「さっきのコックは当時屋敷にいました。彼女に話を聞きますか？」

「お願いします」

　コンラッドが呼び鈴を鳴らすと、さっきマックスたちを案内した女が姿を現した。

「お呼びでしょうか」

「ミセス・ジェファソン、リチャードが亡くなった日のことを、刑事さんが聞きたいそうだ。お答えしなさい」

　コンラッドに言われて、コックは落ち着かない様子でマックスとエディを見た。

「あの恐ろしい出来事を、今になってなぜです？」

　彼女の様子を見て、マックスが緊張をほぐすように軽い調子で訊いた。

「ミセス・ジェファソン、最近ロンドンで騒がれている怪盗バロンについて聞いたことはある？」

「ございます」

「バロンは第八代グラント男爵のものだった乙女のハートを狙っていました。そこで、わたしたちはグラント卿の死とバロンとの間に何かつながりがあるかどうか調べているんです」

　マックスの言葉に、ミセス・ジェファソンは明らかに気乗りしない様子ながらも、話し始めた。

「だんなさま、いえ、あの、リチャードさまが亡くなられた日、わたしはお子さまと一緒に食堂にいたんです……」

「お子さま？　グラント卿の息子さんは、あの当時寄宿学校にいたと聞きましたが」

　マックスが驚いて訊き、ミセス・ジェファソンは目を丸くして答える。

「マデリンさまというお嬢さまもいらっしゃいました。お小さいころはマディ嬢ちゃまと呼ばれておりましたよ」

　マックスは思わずうなった。

（ミス・マギーは娘がいるとは一言も言わなかったぞ！）

　だが、バースデーカードには確かに子どもが二人描かれていた。二人とも髪は肩までの長さの淡いブロンドで、上半身だけしか描かれていなかったから、男の子なのか女の子なのかは深く考えなかった。だが、あれはグラント一家の絵なのだから、一家に子どもが二人いたと気づくべきだった！

　マックスはミセス・ジェファソンに訊く。

「当時、彼女はいくつだったんですか？」

「十一歳でございました。スチュワート卿とサー・バーナードが帰られた後、ディナーの時間になって、お付きのメイドとともにお嬢さまと奥さまが晩餐室にいらっしゃいました。しばらく待ってもだんなさまがお見えにならないので、執事が書斎に行きました。その後すぐ執事の悲鳴が聞こえ……様子を見に行った侍女のマギーが真っ青な顔で戻ってきて、グラント卿が倒れている、と知らせたんです」

「それから？」

「奥さまが先に駆けつけ……リチャードさまのお姿をご覧になって卒倒なさり……わたしとマギーとで奥さまをお部屋にお連れしました。それからすぐに医者を呼びに御者を遣わしました」

「その間、マデリン嬢はどこにいたんです？」

　マックスに問われて、彼女はコンラッドをチラリと見てから答えた。

「奥さまをお部屋に寝かせた後、お探ししたら……書斎の戸口で、呆然としたまま……立ち尽くしておられました」

　ミセス・ジェファソンが目に涙を浮かべ、コンラッドが驚いた声で言う。

「マディはあのとき、晩餐室にいたはずじゃなかったのかね？」

「いいえ、コンラッドさま。だんなさまのご遺体をご覧になってしまわれました」

「なんてことだ……」

　コンラッドが片手で顔を覆った。ミセス・ジェファソンは話を続ける。

「その後、嬢ちゃまはシルヴィアさまと一緒に、リチャードさまの妹で、叔母にあたるレディ・ベアトリス・クレイトンに引き取られました。シルヴィアさまは生きる気力を失い、六年ベッドに伏されたのち、昨年亡くなりました。あんなにお幸せだった家族が、バラバラに引き裂かれてしまったのです」

「気の毒に……」

　マックスは思わずつぶやき、コックが彼を見て言う。

「それもこれも、あのろくでもない子爵たちのせいですよ！」

「ミセス・ジェファソン」

　コンラッドが顔を上げてコックをたしなめた。

「いいえ、コンラッドさま。ご家族が大変なときに借金を取り立てるなんて悪魔です。獣にも劣ります」

　コックの言葉にコンラッドはぴくりと眉を上げ、厳しい口調で言った。

「言葉が過ぎるぞ、ミセス・ジェファソン。もう下がりなさい」

　ミセス・ジェファソンは「申し訳ございません」とつぶやくように言うと、お辞儀をして部屋を出て行った。階段を下りる彼女の足音が聞こえなくなり、コンラッドが言う。

「お見苦しいところをお見せした。彼女はああ言いましたが、兄がスチュワート卿たちに借金をしていたのは事実なのです」

「あなたは実際に陶磁器をご覧になったのですか？」

　マックスに訊かれて、コンラッドはかすかに眉を寄せて答えた。

「陶磁器を見せてもらう機会はなかったが……スチュワート卿から一度相談を受けました。リチャードが東洋の陶磁器に惚れ込んでいて、数多く買い求めてくれたのはいいが、代金を払ってくれないのだ、と」

　ミス・マギーがリチャードに抱いていた印象とは違う答えに、マックスは小さくうなった。

「あと一つ、当時の執事だったミスター・スミスが今どうしているかご存じですか？」

「いや……わからないね」

　コンラッドは視線を落として首を振った。

　それからしばらく話をしたが、それ以上の情報は得られなかった。マックスとエディは礼を言ってグラント邸を出た。

　帰りの辻馬車の中でエディが言う。

「あのコンラッドがグレイに化けるのは難しそうですね。体格がよすぎるし、背も高すぎます。リチャードの妹のだんなについて調べなければいけませんね。血縁関係にはありませんが、彼がバロンって線もなきにしもあらず、ですかね。でも、それならバロンではなく、伯爵アールだから怪盗アールって名乗りますかねぇ……？」

　エディがブツブツと言っていたが、マックスは上の空だった。

（リチャードに娘がいた。当時十一歳なら今は十八歳だ。なぜミス・マギーは娘の存在を黙っていたんだ？　いや、おれが訊かなかったから言わなかっただけなのか？）

　マックスの心に疑惑が渦のように湧き上がってきた。

　ロンドンに戻ると、キングス・アームズに行くエディと別れて、マックスはどうしても気になり、リーナが花を売っているハーヴィーズに向かった。だが、その前で花を売っていたのは、見たことのない娘だった。緑色のつぶらな瞳をしていて、色あせたブロンドの髪を後ろでひっつめている。

「きみはいつもの花売りじゃないね。いつもの娘こはどうしたの？」

　マックスに訊かれて、娘は肩をすくめた。

「さあ。具合がよくないとか聞いたけど、詳しくは知んない。あたしはミスター・ハーヴィーに頼まれて来ただけなんだ。いつもはナイツブリッジの近くで商売してんの。あっちの方が金持ちの紳士やご婦人方が多いからね。で、だんなさん、お花はいかが？」

「そうだなあ……」

　マックスは少し考えて、赤いバラの花を一輪買った。

　リーナの家に行き、ノッカーを叩いたが、しばらく待っても返事はない。

「リーナ、具合が悪いって聞いたけど、大丈夫？　おれに何かできることはないかな」

　そう声をかけたが、扉は固く閉ざされていて、彼女の出てくる気配はなかった。見上げた二階の上げ下げ窓には、厚いカーテンが下ろされている。

（本当に具合が悪いのか、それともおれを避けているのか……。あんなことがあった後じゃな……）

　マックスは扉の前でしばらくたたずんでいたが、リーナがカーテンから外を見ることも、扉から出てくることもなかった。

　諦めて扉の前にバラの花を置き、帰ろうと歩いていると、ハーヴィーズの前で黒いドレス姿の栗毛の女とすれ違った。

「あの女……」

　マックスが思い出したとき、女はリーナのテラスハウスの扉をノックしようとしていた。

「ミス・マギー！」

　振り返った女は、マックスを見て青ざめた。

「あ、こ、これは、ウィッチェム警部補さま。奇遇でございますね」

「そうか。マディ嬢ちゃまに会いに来たんだな？」

「と、とんでもない！　わたくしはただお暇をいただいたので、ロンドン観光に来ただけでございます」

「そうは見えないな。一緒にマディ嬢ちゃまと話をしようじゃないか」

　マックスは、逃げ出そうとするミス・マギーの手首をつかんだ。

「お放しください」

　彼女はマックスの手を振りほどこうとしたが、力でかなうはずがない。マックスは彼女を捕らえたまま、二階の窓に向かって声を張り上げた。

「おーい、マディ嬢ちゃま！　ミス・マギーがおいでだよ！」

　ややあってテラスハウスの扉が開き、険しい表情のリーナが出てきた。

「ミス・マギーに何をしたの!?」

「何も」

　マックスは肩をすくめる。

「申し訳ございません、マディ嬢ちゃま」

　ミス・マギーがリーナの足元にひれ伏した。

「そんなことしないで。とにかく中に入って」

　リーナはミス・マギーを立たせ、二人を一階の客間に通した。

「警部補さまに見つかるとは思わなくて。申し訳ございません」

　ミス・マギーはポロポロと涙をこぼしながら言った。

「いいのよ。わたしがムリを言ったんだもの」

　リーナはミス・マギーを長椅子に座らせ、彼女に寄り添うように腰を下ろして背中を優しく撫でた。

「さっきミス・マギーを見て、やっと気づいたよ。リーナはマデリンの愛称だったな」

「そうよ。わたしはマデリン・ラヴィニア・グラント。アシュレイは母の旧姓で、リチャード・グラントはわたしの父よ」

　マックスは黙ったまま二人を見下ろし、腕を組んだ。その彼をリーナは強い眼差しで見返す。

「ミス・マギーは何も悪くないわ。わたしが勝手に馬車を借りたの」

「馬車？」

　マックスは意味がわからず、眉を寄せた。リーナは立ち上がって、ミス・マギーをかばうように前に立つ。

「子爵と準男爵の屋敷へ行くのに馬車が必要だったから、レディ・リットソンの馬と馬車を無断で拝借したの。ミス・マギーはわたしに言われて仕方なく屋敷の裏門の鍵を開けただけ。ほかには何もしていない。彼女は何も知らない。逮捕するならわたしを逮捕なさい」

　怒りのこもった目で彼を見るリーナに、マックスは冷静な声で言う。

「逮捕はしない」

　だが口調とは対照的な熱を帯びた視線に、リーナがわずかにたじろぐ。

「マディ嬢ちゃま。どうかこれ以上危ない橋は渡らないでくださいまし。嬢ちゃまに何かありましたら、わたくし、シルヴィアさまに顔向けできません」

　ミス・マギーがリーナの足元にひざまずいた。

「大丈夫。あなたはもうお帰りなさい」

　リーナはミス・マギーを立たせ、「さあ」と言って背中を押した。

「申し訳ございません。警部補さまがレディ・リットソンのお屋敷にいらして、バースデーカードを見せたものですから、わたくし、嬢ちゃまにお知らせしなければと思って……」

「謝らないで。あなたは何も悪いことはしていないもの。さ、お帰りなさい」

　リーナはミス・マギーを戸口まで見送った。元侍女は何度も何度も振り返りながらウェストミンスター橋の方へと消えた。

「リーナ」

　マックスに名前を呼ばれて、リーナはびくっと体を震わせた。

「逮捕しないってどういうつもりなの？　あのダイヤがわたしたちのものだってわかってくれたの？」

「そうじゃない」

　マックスが悲しげに首を振ると、リーナの表情が険しくなった。

「あれはお父さまがお母さまに贈ったものなの！　お母さまのものなのよっ」

「だが、贈られたとしても、妻の持ち物は夫の財産と法律で決まっている。借金のカタになっていたのなら、没収されても仕方がないんだ」

「借金のカタなんておかしいわ。お父さまはスチュワート卿とサー・バーナードの罠に落ちたのよ！　そして命を奪われたの！」

「罠？　どういうことだ？」

「七年前もそうだった。あなたたちは何もわかってない」

「じゃあ、わかるように説明してくれ」

　マックスは必死で言った。

「お父さまは二人から陶磁器なんて一つも買ってない！　我が家には清のものだろうと日本のものだろうと、東洋の陶磁器はひとつもなかったもの！」

「家にないというだけでは、何の証拠にもならない。それに、二人がきみの父上の死を望む理由もわからない」

「わかっていれば、七年前にお父さまの死が自殺ではないってはっきりしたはずよ！　そうじゃないから、父は借金苦で自殺したという不名誉の烙印を押され、教会の墓地にも埋葬してもらえず、わたしたちは白い目で見られて……」

　リーナが泣き崩れそうになり、マックスはあわてて抱きとめようとした。だが、彼女はハッと身を引いた。

「触らないで！」

　リーナに拒絶され、彼の腕はむなしく宙を抱く。

「これだけはわかってほしい。ダイヤを取り上げたのは、きみに泥棒になってほしくなかったからなんだ」

　彼の訴えるような言葉に、リーナは自嘲気味に笑う。

「何を言ってるのよ。わたしはもう……」

　言いかけて彼女は唇を噛む。

　いくら理由を正当化しようとも盗みを働いたことに変わりはない。貴族令嬢としての心の葛藤を思いやり、マックスは慰めようとリーナの腕に触れたが、彼女はすぐに腕を引っ込めた。

　彼が差し伸べる手を頑なに拒む彼女の態度に、マックスは越えられない壁の存在を痛いほど感じる。

「おれには誰かを愛する資格なんて……そもそもなかったんだ。レオノーラに許してもらえるなんて……甘かった」

「レオノーラって……？」

　リーナが怪訝そうに眉を寄せる。

「きみには関係のない話だ」

　マックスはそう言って彼女に背を向けた。











　　第九章　届かぬ想い、離れる心






　翌二十七日火曜日の午後、マックスはアルフレッドに話を聞こうと、ウェストミンスター橋を渡った。食料雑貨店の前の花売りは、昨日見た色あせたブロンドの娘だ。

　リーナのことは諦めよう、仕事に集中しよう。そう思ったはずなのに、ついテラスハウスを見上げてしまう。

（たとえ笑顔でなくても、その顔を一目見たい）

　そう思って自嘲する。

（おれって意外としつこい男なんだな）

　肩をすくめて再び歩き始めた。アルフレッドは前回と同じようにランベス橋にほど近いところにいる。

「グラント卿」

　マックスが声をかけると、アルフレッドが腕を伸ばして筆を見つめたまま答えた。

「何の用です？」

「最初からそう呼ぶべきでしたね。あなたは第九代グラント男爵ですからね」

「そう。そしてこうして絵を描いているのは趣味なのです」

　生計の手段をあくまでも趣味と言い張るその気位の高さに、マックスは内心苦笑した。

「リーナがあなたの妹だったとは驚きです」

　マックスの言葉に、アルフレッドは筆を置いて彼を見上げた。

「わたしや叔父と一緒に暮らすよりも、レディの鑑かがみとも言えるクレイトン伯爵夫人のご好意に甘えた方が、妹のためになると思ったのです。それなのに、一年前、母が死んで叔母の家に居づらくなったからと言って、マディは〝今後のために自活したい〟とロンドンに出てきたのです」

「彼女の意思を尊重してもいいのでは？」

　マックスの言葉に、現グラント卿は首を振る。

「母の死の直前、叔母の屋敷のパーティで、さる侯爵の跡取り息子がマディを見初めて求婚したんです。そのことにレディ・クレイトンが腹を立てていたらしいのです。叔母にも年頃の娘が三人もいますから。妹は追い出されたも同然なのです」

「なるほど」

「まったく叔母のせいで、妹は貴族の令嬢としてあるまじき生活を強いられています」

　マックスは、芝居小屋で修道士を演じていたときのリーナの生き生きとした姿を思い出しながら言った。

「結構楽しんでいるように見えましたが」

　アルフレッドがムッとした表情で口を開く。

「そんなわけないでしょう！　こちらの事情も知らないで」

「そうですね。財産なしで爵位だけ継いでも、生活は大変でしょうからね」

「当たり前だ！　叔父の肖像画家としての収入とわたしの収入では、高が知れている」

　思わず本音を漏らしてしまったことを恥じたのか、アルフレッドの頬が赤くなった。それをごまかすように咳払いをして、低い声で淡々と続ける。

「妹には男爵家の令嬢にふさわしい生活をさせたいのです。だから、あなたのような男に妹の周りをうろつかれては非常に迷惑です。これ以上かかわらないでいただきたい」

「そうしたいのは山々ですが、彼女の父上の事件を捜査している限り、また接触することになるでしょうね」

　マックスが答えると、アルフレッドの口調にいら立ちがにじんだ。

「あなたは本当に不愉快な人だ」

「よく言われます」

　それだけ言うと、マックスはアルフレッドに背を向けて歩き始めた。




　その翌日から、元執事のスミスについて調べるため、マックスはエディと手分けして各地区の登録官事務所を巡った。供述調書の署名からジョン・スミスという氏名であることはわかっていたが、ありふれた名前であることから何人もの記録が見つかった。その中から年齢や死亡の記録から絞り込もうとしたが、数が多すぎて埒が明かない。そこで評判の高い使用人斡旋所を回ってみたものの、リチャードの家に執事を紹介した記録はどこにもなかった。

「一人ずつ当たっていくしかなさそうですね」

　暗い表情で刑事課に戻ってきたエディが、先に戻っていたマックスに言った。

「歴史ある男爵家の執事を務めたぐらいだから、誰か地位の高い人間から紹介状をもらっているか、評判のいい斡旋所を使っていると思ったんだけどな」

　マックスも疲れた顔で首を振った。




　やがて七月一日になり、マックスは再びコンラッドの家を訪ねた。ノッカーを叩くと、今回はコックではなく男が扉を開けた。年の頃はマックスと同じぐらいで、体格のいい長身のブロンドの男だ。黒の背広を着ているが、ミセス・ジェファソンがこの家には使用人は彼女しかいないと言っていたから、彼は執事ではないのだろう。

「どういうご用件ですか？」

　口調は礼儀正しいが、男は淡褐ヘーゼル色の瞳をすがめてマックスをうさんくさそうに見た。

「ロンドン警視庁刑事課のマクシミリアン・ウィッチェムといいます。ミスター・コンラッド・グラントにお目にかかりたい」

「今、来客中です」

「待たせてもらえますか」

　マックスに言われて、男はしぶしぶ扉を開けた。

「ミス・グラントが来ているんです」

「ミス・グラント？」

　まさか、とマックスが思ったとき、階段を下りる軽い足音が聞こえた。

「ロビー、着替えたわ。どこにいるの？」

　柔らかな高い声がして、真新しい白色のドレス姿のリーナが現れた。マックスを見て、ハッと足を止める。

「やあ、リーナ」

　ぎこちなく微笑んだマックスに、リーナがよそよそしくあいさつを返す。

「ごきげんよう、警部補さん」

「警部補？」

　男が眉を寄せ、リーナが彼にマックスを紹介する。

「彼はスコットランド・ヤードのウィッチェム警部補。警部補さん、こちらはロビー・スミス。わたしたちの……」

　リーナの言葉を男が引き継ぐ。

「古くからの友人です」

　そう言ってロビーが差し出した手をマックスは握った。

「何のご用ですか？」

　リーナが何の感情もこもっていない冷たい目を彼に向けた。その視線がまるで突き刺さったかのように胸が痛む。それでもマックスは平静を装って言った。

「ミスター・コンラッド・グラントと話したい」

「わかりました。では、叔父を呼んできますね」

　リーナが背を向け、ロビーがマックスを応接室に案内した。長椅子を勧められたが、マックスは断って窓から外を覗いた。テラスハウスの前の石畳の歩道を、初夏らしい明るい日差しの中、花を飾った麦わら帽子の女が軽い足取りで通り過ぎていく。

「マディはロンドンに出てきてからリーナと名乗るようになったんです。ですから、あなたは彼女のロンドンでの知り合いですね」

　背後からロビーに話しかけられ、マックスはゆっくり振り向いた。

「彼女は子どものころ、マディと呼ばれていたそうですね」

「ええ、彼女とは長い付き合いですから、わたしは今でもマディと呼んでいますよ」

　そう言ったロビーのヘーゼル色の瞳が、挑戦的に光った。

（彼とリーナはどんな関係なんだろう）

　マックスがロビーを見返したとき、扉が開いてコンラッドが入ってきた。

「どうも、警部補さん。今日は何のご用です？」

　コンラッドは肘掛け椅子に腰を下ろし、マックスは示された長椅子に座った。

「怪盗バロンの事件についてはご存じですか？」

「新聞で読みました。乙女のハートを狙ったそうですね。警部補さんが賊の企みを阻止したとか」

　マックスは彼の落ち着いた表情をじっと見たが、姪がバロンであることにコンラッドが気づいている素振りは見受けられなかった。

「ええ、まあ。その過程で、乙女のハートが元はグラント家のものだったと知りました。そこで、乙女のハートが正しい手続きを踏んでスチュワート卿とサー・バーナードの手に渡ったのかどうかを確認したいと思いまして」

「なるほど。で、わたしに何をしろと？」

「リチャード・グラント卿の手紙や日記があれば、お借りしたいのです」

「手紙なら持っているが、日記はありません」

　コンラッドの言葉に、マックスが言った。

「お借りできますか？」

「兄の形見です」

「大切に扱います」

「必ず返してくれるかね？」

「約束します」

　コンラッドがしぶしぶ立ち上がり、「手伝ってくれ」とロビーに声をかけたとき、部屋の扉がノックされた。ロビーが扉を開けると、ティーポットとティーカップを盆に載せたリーナが部屋に入ってきた。

「よく似合っていたのに、もう着替えてしまったのかい？」

　ロビーの言葉にリーナがかすかに頬を緩めてうなずいた。

　コンラッドがロビーを促して応接室を出て行き、リーナが無言で紅茶をカップに注ぐ。

「ロビーとは親しそうだね」

　マックスの言葉にリーナが少し考えてから答える。

「そうね」

「彼とはどういう関係？」

「〝きみには関係のない話だ〟」

　五日前の彼の言葉を彼の声色を使って返され、マックスが返答に詰まったとき、コンラッドとロビーが靴箱サイズの厚紙の箱を一つずつ持って戻って来た。

「こっちがリチャード宛てのものです」

　コンラッドが持っていた箱のふたを開けて言った。時を経て少し変色した上質の封筒やポストカードの束が入っている。

「ロビーが持っているのが、彼がわたしに宛てたものです」

「ありがとうございます。預かり証を書きましょう」

　マックスが箱を二つ受け取って言ったとき、リーナがさっと立ち上がった。

「わたし、もう帰ります」

「待ちなさい、マディ。ほかのドレスも着てみなさい」

「もう充分よ」

　部屋を出て行こうとするリーナの腕をロビーがつかんだ。驚く彼女をロビーが引き寄せ、スミレ色の瞳を覗き込みながら言う。

「そんなことを言ってはいけないよ。どれもきみにふさわしい生活をするために必要なものなんだから」

　リーナはロビーを反抗的に見上げた。

「わたしは今の暮らしの方が自分にふさわしいと思っているわ」

「いつの間にそんなに聞き分けが悪くなったのかな、マディは」

　息のかかりそうな距離で彼にそう言われて、リーナは頬を染めて困ったように視線を落とした。

「だって……」

「叔父さんやお兄さんの気持ちも考えてごらんなさい」

「わたしの気持ちは考えてくれないの？」

　唇をとがらせ、上目遣いでロビーを見上げるリーナの姿に、マックスはいら立ちを覚える。

（そんな目でやつを見るな！）

　ロビーがリーナの両の二の腕を軽くつかんで言った。

「もう一度よく話をしよう。また明日、お兄さんがいる時間に来るんだよ。いいね、マディ」

「わかったわ」

　リーナがうなずくと、ロビーが彼女の頬にあいさつのキスをして、手を放した。リーナは軽く膝を折ってお辞儀をし、部屋を出る。

「ご協力感謝します」

　マックスは急いで預かり証を書き、箱を小脇に抱えてリーナの後を追った。テラスハウスを出ると、前方にリーナが見え、地下鉄の駅に向かって急ぎ足で歩いている。

「一緒に帰ろうか」

　マックスが走って追いつくと、彼女は諦めたように歩く速度を緩め、彼と並んだ。マックスはさっき抱えたいら立ちをつい言葉にしてぶつけてしまう。

「ロビーはきみに気があるようだね」

「まさか」

　リーナの短い返事を風が運び去り、二人の間に沈黙が落ちる。マックスは気まずい空気をどうにかしたくて、話題を変えた。

「普通……女性は新しいドレスを買ってもらったら、喜ぶと思っていたんだけど」

「そのドレスを着る目的によるわ」

　リーナの返事は相変わらずそっけない。

「目的が気に入らないというわけか。あの白いドレスは社交界デビュー用だね？」

　返事がないので、マックスはリーナの顔を覗き込んだ。驚いたことに、彼女のアメジストの瞳は迷うように揺れている。

「母が亡くなるまでの六年間、兄は学校を卒業後、絵を描きながら貴族院に出席し、父が死んでからも良くしてくれる知り合いのパーティに出て、どうにか貴族らしい外聞を保ってきたわ。でも、そこに急に加われと言われても、わたし、気持ちの整理がつかないの」

「なぜ？　きみにはお兄さんも叔父さんもいるんだ。わざわざ孤独に慣れる必要はない」

「孤独が好きなわけじゃないわ。ただ……侍女にドレスを着せられ、髪を結われ、侍女か付添い役シャペロンが一緒でなければ外出もできない……しかるべき時期に社交界デビューし、しかるべき地位の相手を見つけて結婚する……そういう誰かが敷いたレールの上を歩く生活に今さら戻れるものか自信がないの」

「大丈夫、戻れるさ。きみはその世界で生まれ、育ってきたんだ」

「でも……わたしは母が死んでから、ロンドンここに自分の居場所と自力で暮らす術を見つけたのよ」

「花売りと役者の仕事？」

「そう。そうして働きながら、なぜこんなことになったのか考え続けてきたの。疑問を持ってしまった今、その答えを手に入れたい」

「答え？」

　リーナが足を止め、真剣な面持ちで彼を見上げた。

「お母さまは、お父さまを想い続けながら亡くなった。それはなぜ？　お父さまが死んだから。お父さまはなぜ死んだの？　スチュワート卿とサー・バーナードに騙され、殺されたから。どんなふうに騙されたの？　それを突き止めるまでは、戻れない」

　かわいそうに、今までずっと一人でその思いを抱えてきたんだろうか。それをマックスは違う言葉で尋ねた。

「叔父さんはバロンが身近にいることに気づいていないようだね」

　話題を変えられたと思ったのか、リーナが怪訝そうに眉を寄せながらも答えた。

「そうみたい」

「なぜバロンはあんなことをしたんだろう」

　マックスが独り言のように言うと、リーナが抑揚のない口調で言う。

「わたしが思うに、きっと世間の注目を集めたかったんだわ。もし誰かの──有能な名探偵さまの──興味を引くことができれば、スチュワート卿とサー・バーナードの過去を暴いてくれると考えたんじゃないかしら」

「そうして二人が罪を認めれば、自分の世界に戻れると思ったんだな」

「少し違うわ。元の世界に戻るには、二人に罪を認めさせることが必要だった」

「なるほど。だが、残念ながらエサに引っかかってきたのは石頭の警部補だった」

「そうね」

　リーナに肯定され、マックスはバロンにしてやられたことを思い出して、苦い笑みを浮かべる。

「石頭の警部補はバロンにやられてばかりだったな。スチュワート邸ではヘクターに変装して執事を追い出し、今度は執事に変装して砂糖壺に眠り薬を仕込み、おれたちを眠らせた。おれとエディの寝姿はさぞみっともなかったことだろうな」

　マックスは思い出して急に恥ずかしくなってきた。

「メイソン邸ではスープ鍋に下剤を盛ったな」

　リーナは返事をしなかったが、マックスはそれを無言の肯定と受け取った。

「かわいそうに、執事は相当苦しんでいたぞ。だが、石頭とはいえ警部補も同じ手は食わなかった。バロンは部屋の外で立ち聞きでもして、急遽サー・バーナードに化けたんだろう。後で考えたら、本物のサー・バーナードなら鍵を持っていたはずだから、おれに開けさせたのはおかしかったんだ。だが、取り乱している彼に取りすがられて、とっさに判断できなかった」

　ため息をつくマックスに、リーナが前を向いたまま囁くような声で尋ねる。

「目は……もう大丈夫？」

「あの唐辛子爆弾はひどかったな。鼻も目もしばらくおかしかったんだ」

「──ごめんなさい」

　リーナの声がかすれていた。マックスが彼女の方を見ると、その頬を涙が伝っている。

「どうした？　唐辛子爆弾のことはもう気にしていないよ」

　マックスがあわてて言うと、リーナはバッグからハンカチを出して涙を拭き、首を振った。

「じゃあ、何を泣いているんだ？」

「──自分がどうしたいのかわからないの。お父さまの死の真相が明らかになれば、前に進めると思った。でも、それを明らかにして元の世界に帰るということは、敷かれたレールの上に戻ること……、前に進むことじゃないということがわかったの」

　マックスは左手を伸ばして、そっとリーナの右手を握った。今度は彼女も拒絶しなかった。涙をポロポロとこぼしながらも、声を出すまいと歯を食いしばっている。その耐えるような姿に、マックスの胸が痛いほど苦しくなる。

「きみはずっと一人で孤独と闘ってきたんだね……」

　彼の思いやりのこもった低い声を聞き、リーナがハンカチを口に押し当てて嗚咽をこらえた。

　マックスは彼女の滑らかな手の甲を優しく撫でた。その刹那、二人の間に穏やかな空気が流れ、通りの喧噪が聞こえなくなる。

（このまま二人の間に立ちはだかっている壁が消えてしまえばいい）

　マックスは心からそう思った。だが、やがて気持ちが落ち着いたらしく、リーナが身じろぎをした。その拍子に、人々の話し声、行き交う馬車の車輪の音、行商人の呼び声が再び辺りを満たし始める。

「ありがとう、もう落ち着きました。ではここで」

　リーナの別れの言葉とともに、その華奢な手が彼の手の中から滑り落ちようとする。マックスはその手をギュッと握った。

「マックス……」

　リーナの声に迷いを聞き取り、マックスは手を引いて彼女を引き寄せた。

「リーナ……」

　青灰色の瞳とスミレ色の瞳が見つめ合った。だが……視線はすぐに解けた。

「わたしたち、これ以上深入りできない関係だってことは、お互いわかっているでしょう？」

　彼女の言葉が再び壁となってマックスの前に立ちはだかる。

「そう……だったね」

　彼の手から力が抜け、リーナの手がするりと落ちる。

「さようなら。バラをありがとう」

　マックスの目には、リーナは寂しげに笑ったように見えた。











　　第十章　過去との決別






　マックスがロンドン警視庁に戻ったときには、昼前だった。自分のデスクに座り、スチュワート卿から預かった借用書とリチャード宛ての手紙、それにリチャードが書いた手紙のサインを見比べる。

「やっぱりな」

　そう独りごち、それを持ってエディに声を掛け、テイラー警部の執務室に向かった。扉は開いていて、中を覗くと警部が入れと合図をした。

「マックス、一人でどこへ行ってたんだ」

「グラント邸です。これを見てください」

「何だ？」

　マックスが差し出した手紙をテイラー警部が覗き込む。

「エディも見てくれ」

「何です？」

　マックスに手招きされ、エディも手紙を見る。

「これはリチャードが弟のコンラッドに宛てた手紙です。リチャードの手紙のサインと借用書のサインを見比べてください」

　テイラー警部が目を見張った。

「別人だな」

「はい。どう見ても同一人物のサインとは思えませんよね。次はスチュワート卿からリチャードへの手紙です。スチュワート卿が書いたリチャード・グラントという宛名の字。借用書のリチャードのサインと似ていませんか？」

　テイラー警部がうなった。

「似ている」

「同じ筆跡といえそうですね」

　エディも同意する。

「そう。つまり、この借用書のリチャードのサインは、スチュワート卿が書いたもの。つまり、スチュワート卿が借用書を偽造したということです」

「なんということだ」

　テイラー警部は呆然として椅子の背にもたれた。

「警部、ぼくも調べたことがあります」

　エディが一枚の紙をデスクに広げた。

「これはスチュワート卿とサー・バーナードが差し押さえた調度品類の一覧表です。バロンがスチュワート卿の財産を狙っているのなら、ほかのものも狙うんじゃないかと考えて、これらが誰に売られたかのか調べました。ところが、競売にかけられたのはカントリーハウスのみで、領地はスチュワート卿が、それ以外の財産はスチュワート卿とサー・バーナードが所有しているんです」

「うーむ、二人の目当てはグラント卿の命と財産だったのか？」

「警部、おれはこれからサー・バーナードの輸入会社を調べてみます」

「ぼくも行きます」

　マックスに続いてエディも言う。

「相手は貴族階級だ。慎重にやれ」

　意気込む二人にテイラー警部が複雑な表情で言った。




　スチュワート卿とサー・バーナードの会社はナイツブリッジにある陶磁器販売会社だった。スチュワート・アンド・メイソン・チャイナウェアという看板の出た、大きな窓のある白いヴィクトリア様式の建物だ。

　マックスとエディが扉を開けて中に入ると、紫檀のデスクの向こうに黒い背広を着た中肉中背の男がいた。金持ちには見えない二人をうさんくさそうにしながらも、それを気取られまいとするかのように、愛想笑いを顔に貼りつけて言う。

「いらっしゃいませ」

「スチュワート卿かサー・バーナードにお会いしたい」

「どういったご用件でしょう」

「スコットランド・ヤードのウィッチェム警部補とスティーブンス巡査部長だと言ってもらえばわかります」

　事務員が奥に引っ込み、しばらくするとサー・バーナードが出てきた。

「どうも、刑事さんたち」

　サー・バーナードはデスクの向こうに座って、とってつけたような笑みを浮かべた。手振りで客用の革張りの椅子を勧められ、マックスはエドと並んで腰を下ろした。

「陶磁器を見せてもらえますか？」

　マックスの言葉にサー・バーナードが身構える。

「それは捜査の一環ですか？」

「いいえ、個人的興味です」

「そうですか」

　サー・バーナードは肩の力を抜き、そばの棚から瑠璃色の壺を手に取った。

「すばらしいでしょう。瑠る璃り釉ゆう有ゆう蓋がい梅めい瓶びんという明朝の壺です」

「とても価値のあるものなんでしょうね」

　マックスの言葉に、サー・バーナードは小馬鹿にしたようにうっすらと笑う。

「刑事さんたちの給料で買えるような代物ではありませんね」

　マックスは内心ムッとしながらも、冷静に言う。

「グラント卿に陶磁器を売った際の帳簿を見せてもらえますか？」

　サー・バーナードの顔がわずかに引きつった。

「令状はお持ちでしょうね？」

「いいえ」

「では、お見せできません」

「ご友人のグラント卿の死の真相を明らかにするためです。ご協力くださいますよね？」

　マックスは食い下がったが、サー・バーナードの返事はそっけない。

「死の真相？　それがどう帳簿に結びつくんです？　それに事件については、以前マクヴォイ警部が自殺だと結論づけましたよね。今さら蒸し返してはご遺族が気の毒です。それに、帳簿にはほかのお客さまの名前もあります。とても身分の高いお方も含まれていますから、令状がないのでしたらお見せできません」

　悔しいが、今の状況では令状は取れそうにない。マックスは、はったりをかける。

「令状を取っても構いませんが、そうなるとおたくの店に制服警官がわんさとやってきて、店中をひっくり返すことになりますよ。店の評判に関わるんじゃないですかね」

　サー・バーナードはたじろぎ、ぼそぼそと返した。

「いや、ふ、古い帳簿はここにはありません」

「どこです？」

「そ、倉庫で保管しています。あ、いや、もう焼き捨てたはずです。七年も昔の帳簿ですし、代金も回収できたので、取っておいても仕方ありませんから」

　そうしてそそくさと立ち上がった。

「これからわたしは出掛けなければなりません。これ以上ご用がなければもう失礼したい」

　そう言われては仕方がないので、二人は大人しく引き下がることにした。

　店の外に出るとエディが腹立たしげに言う。

「何が〝とても身分の高いお方も含まれています〟だ。そう言っておいて、状況が悪くなったとたん、帳簿はここにはない、焼き捨てた、だなんて。信じられますか？」

「怪しいな。そもそも帳簿にリチャードの名前があったかどうかも疑わしい」

　マックスは歩きながら答えた。

「どうにかもっと探りを入れたいですね」

「そうだな。夜に倉庫にお邪魔するというのはどうだ？」

　彼の提案に、エディがゴクリと喉を鳴らす。

「それってヤバくないですか？」

「イヤなら来なくていい。おれだけで行く」

「──いえ、ぼくも……行きます」

「じゃあ、今夜、決行だ」

　スコットランド・ヤードの前に来ると、エディが足元を見つめながら言った。

「ぼく、ランチを食べに行こうと思うんですが、警部補もどうですか？」

「キングス・アームズへ行くつもりか？」

「はい」

「おれはその辺で持ち帰り料理テイク・アウェイでも買うよ」

　エディはホッとしたような笑みを浮かべ、「では、また後で」と言って、ウェストミンスター駅の方に向かった。




　日が暮れると、二人は二輪辻馬車でロイヤル・ヴィクトリア・アンド・アルバート埠頭に向かった。埠頭の近くのパブに入ると、港湾労働者で混み合っていて、すえた汗のにおいが鼻をつく。

　二人は目立たないように片隅に座って、パンとシチューを食べた。ビールをちびちび飲みながら、エディが声を潜めて言う。

「警部補は、よくこういうことをするんですか？」

「こういうことって？」

「む、無令状捜査」

　エディの不安そうな丸い目を見て、マックスは小さく息を吐いた。

「おまえと組んでからはやっていないが、正攻法でいってダメな場合はやむをえないかな、と思ってる。テイラー警部も若いころはいろいろやったらしいぞ」

「そうなんですか。出世するには危ない橋も渡らなくちゃいけないんですね」

　真面目なエディを安心させるようにマックスは笑みを作って言う。

「必ずしもそうとは言えない。誠実にコツコツ働いて上に行く刑事もいる」

「そうですかぁ。キャシーは強い男が好きみたいだし……」

「おまえだっておれを押しつぶせそうなほど強いだろ」

「〝強い〟の意味が違いますよ」

「冗談だよ」

　エディの恋の悩みを聞きながら、マックスは素直に自分の気持ちを他人に話せる彼をうらやましく思った。マックスにはリーナとの関係を悩むことさえできない。そもそも許されない関係なのだから。

　酔っ払った労働者でパブがますます騒がしくなったころ、二人は店を出た。パブや食堂が港湾労働者で賑わう一方、埠頭はひとけがなく、曇り空の下、外灯のない倉庫の周辺は暗く、不気味なほど静まり返っている。

「あの倉庫だな」

　マックスは煉瓦の壁に〝スチュワート・アンド・メイソン・チャイナウェア〟と白いペンキで書かれた倉庫を指さした。二人はわずかな星明かりを頼りに、建物の陰を縫うようにして、目指す倉庫まで足音を忍ばせ走った。倉庫の扉には錠が下ろされていたが、倉庫を半周すると、裏の壁の上部に換気用の小窓があるのが見える。

「台になってくれ」

　マックスが言うと、エディが四つん這いになった。そのがっしりした背中に乗ってマックスは小窓に飛びつき、腕の力で体を引き上げて足を小窓にかけた。そしてエディに囁くように言う。

「ここからはおれ一人で行く。何かあったらおまえは逃げろ」

「そういうわけにはいきません。ぼくも行きますよ。強いところを見せたいんです」

「誰に見せるんだよ」

　マックスは含み笑いをして続ける。

「そもそも、この小窓はおまえには小さすぎるだろ。それに、おれに何かあったら、おまえが一部始終を見届け、やつらの罪を暴くんだ。これは上司の命令だ。わかったな」

「──わかりました」

　エディが真剣な表情で答えた。

　マックスが倉庫の中の様子をうかがうと、しんと静まり返っていて物音一つしない。彼は両脚を窓から中に入れ、猫のように身軽に飛び降りた。着地するときにわずかに音を立ててしまい、しばらく息を潜めたが、倉庫の中に人の気配はない。

　ホッと息を吐いて手探りで進むと、指が何かの台に触れた。マッチを擦って炎で照らすと、木製の作業台だ。

　その上のランプに火を灯し、辺りをぐるりと照らしてみた。淡いオレンジ色の光に、たくさんの木箱が照らし出される。木箱のふたには釘が打たれていた。

「中身は何だ？」

　木箱に明かりを近づけると、表面に焼きゴテで押されたJingdezhenの文字が読める。

「景徳鎮か。おれでも知ってる清の有名な陶磁器生産地だな」

　マックスは道具箱を開けてバールを取り出した。それを木箱のふたの下に差し込み、下に押すと、ギギッと軋むような音がして、木箱のふたが持ち上がった。中には木くずに埋もれるようにして数枚の大皿が収まっている。一枚取り出して見ると、白地に青で蓮の花と葉の文様が描かれていた。

「まともに商売しているらしいな」

　皿を戻し、作業机の書類をパラパラめくったり、立てられた帳面の背表紙をなぞったりしながら、帳簿を探す。

「どこにあるんだ？」

　刻一刻と過ぎる時間に焦りを覚えながら、引き出しを一段ずつ調べ、ようやく一番下の段から分厚い帳簿を数冊見つけ出した。手前のものが最新の帳簿で、それを開いてページをめくる。日付、顧客の名前、陶磁器の名称、個数、金額が記入されている。それを見る限り、何も不審な点はない。

「グラント卿の記録は……」

　一九〇四年の帳簿を探し出し、卿が死んだ六月から遡って調べた。だが、顧客名の欄にリチャード・グラントの名前はない。何年遡っても同じだ。

「どういうことだ。リーナの言う通り、リチャードは陶磁器を買っていなかったのか？」

　マックスは帳簿を一枚破り取り、木箱を小窓の下に運んだ。その上に乗って小窓から顔を出す。

「エディ」

　彼の小声に、下で待っていた部下が答える。

「何です？」

「ここにある帳簿を一九〇四年から一番古い一九〇一年まで遡って調べたが、リチャード・グラントの名前はなかった。男爵に陶磁器を売ったというのは、スチュワート卿たちがでっち上げた可能性が高い」

「本当ですか？」

「帳簿を一枚失敬した。受け取れ」

　マックスは小窓から紙を差し出し、手をいっぱいに伸ばしてエディに渡した。そうして木箱から下りたとき、倉庫の表で物音がした。急いでランプを消した直後、倉庫の錠が外され、扉が開いてランプを持った人影が二人入ってくる。

「あの刑事たちは本当にしつこいな」

　スチュワート卿の声に、サー・バーナードの声が応じる。

「そうですね。ここまで首を突っ込んでくるとは思いませんでしたね」

「だいたい、あのバロンとかいう盗人が余計なことをしおったからだ」

「バロンのせいで、警察の目がわたしたちに向きましたね。いったい何者なんでしょう」

「うーむ。わたしたちがリチャードを殺したと思い込んでおる愚かな身内か、どこぞの義賊か……」

「やはり帳簿は始末した方がいいのではありませんか？」

「そうだな。一九〇四年までの帳簿や書類はすべて燃やしてしまおう。そうすれば、リチャードが陶磁器を買っていないことを示す証拠は消えてなくなる。さあ、さっさと運び出すぞ」

「は、はい」

　二人は車輪付きのカートを倉庫に運び入れ、帳簿や送り状などの書類を積み始めた。マックスが開けた木箱のふたを気づかれないように戻そうとしたとき、箱の上に乗っていたバールがぐらりと揺れた。あわてて受け止めようとしたが、一瞬遅く、バールは地面を叩いて倉庫の中に甲高い金属音を響かせた。

「しまった」

　マックスは身を隠そうとしたが時すでに遅く、スチュワート卿の掲げたランプに照らし出されてしまった。

「これはこれはマクシミリアン・ウィッチェム警部補。こんなところにまでおいでになるとは」

　スチュワート卿が呆れたような笑みを浮かべて、マックスに近づいた。

「やはりあんたたちはグラント卿に陶磁器など売っていなかったんだな」

　マックスは二人との距離を保ちながらも、横歩きでじりっと一歩扉に近づいた。

「話を聞かれていたのなら、認めざるをえないだろうな」

「なぜそんなことを？」

「貴族とて大変なのだよ。わたしの領地の小麦畑は、輸入物の安い小麦に押されて、ほとんど利益が上がらんようになってしまった。これまでのように何不自由なく暮らし続けるには、もっと生産高を上げるしかない。だから土地が必要になったのだ。それも肥沃な土地が」

　マックスは、グラント卿のカントリーハウスと隣り合うスチュワート卿の敷地の光景を思い出した。

「では、グラント卿の領地を手に入れるために……？」

　眉を寄せるマックスに、スチュワート卿が大げさに首を振りながら言った。

「おいおい、待ちたまえ。いくらリチャードの領地が川に近くてわたしの領地よりも肥沃だからといって、それを手に入れるために、わたしが直接手を汚すはずはなかろう」

「ほかに共犯者がいたのか？」

「共犯というより首謀者だな。わたしよりも強くリチャードの死を望んでいる者がいたのだ」

　マックスはいつの間にか自分の喉がカラカラに渇いているのに気づいた。唾を飲んで湿らせるが、かすれたような声しか出ない。

「首謀者……」

「やつ曰く、リチャードはいたいけな洗い場メイドに手を出すようなとんでもない悪党だったのだそうだ」

　あのリーナの父がそんなことをするとは思えないが……。

　黙り込むマックスに、スチュワート卿が続ける。

「ある日、やつがうちに来て、スチュワート・アンド・メイソンの創業資金を工面するためにわたしがリチャードに売った領地を取り戻したくないか、と持ちかけてきた。汚れ仕事は自分がやるから、リチャードが借金苦で自殺したように見せかけるための書類を偽造してくれればいい、と」

「あんたはその話に乗ったのか？」

　スチュワート卿はわざとらしいほど悲しげにため息をついた。

「あれはあまりにも哀れな話だった。妊娠が発覚した下級メイドなど、すぐに解雇される。やつの母親もそうだった。実家にも戻れず、路上で身を売り最後は病に倒れ、死後に子どもは孤児院行きとなった。そんな哀れな子どもが、父親に認知してほしいとやってきたのに、リチャードは認知どころか、やつの母親との関係すら否定した。捨てられた母の復讐をしたいというやつの気持ちを、わたしは汲んでやったのだ」

「あんたは土地を取り戻したかっただけだろう!?」

　マックスの険しい口調に、スチュワート卿は陰気な表情で言う。

「利害が一致したのだ」

　スチュワート卿はフロックコートの内ポケットに手を入れた。彼がリボルバーを取り出したのを見て、サー・バーナードがうろたえる。

「スチュワート卿、銃なんていつの間に……」

「備えあれば憂いなしだ。彼はなかなかしつこい男だからな、確実に息の根を止めねばならん」

　マックスは扉に向かって後退りしながら言った。

「おまえの言う首謀者とやらは、当時屋敷にいた人間だな。誰だ？」

「あの世で考えたまえ。考える時間はたっぷりある」

　スチュワート卿がマックスの心臓に狙いを定めた瞬間、マックスは倉庫の外に向かって猛然と走り出した。直後、銃声が響き、左の二の腕に焼けるような激痛が走る。続いて、二発、三発。マックスが埠頭からテムズ川に身を躍らせ、辺りに激しい水音がこだました。

「探せ」

　スチュワート卿がランプで川面をあちこち照らす。

「浮き上がってきたか？」

「いいえ」

　二人はしばらく辺りを探したが、辺りは水音一つしない。

「これだけ待って浮き上がってこないということは、死んで流されたんでしょう」

　サー・バーナードの声に、スチュワート卿が答える。

「あいつはしぶとい男だ。今まで何度も潜入捜査をやって生き延びてきたのだからな」

　スチュワート卿はしつこく目を凝らしていたが、川の流れに逆らうような動きは見られなかった。

「よし、もういいだろう。早く運びだそう」

　ようやくスチュワート卿が言った。




　マックスは痛む左腕を必死に動かし、記憶を頼りに乾ドライドックを目指して水中深くを泳いでいた。そこは修理をするために船を入れて水を抜く堀で、飛び込んだ場所の対岸にあったはずだ。だが途中で苦しくなっていったん浮上し、水面から顔を出した。立ち泳ぎをしながら素早く様子をうかがったが、もう銃弾も飛んでこなければ、声も聞こえない。

　ホッとしてそのまま泳ぎ続けたものの、次第に体が重くなり、左腕が麻痺したように言うことをきかなくなってきた。

「くそっ、もう少しのはずなのに……」

　懸命に両脚を動かし、右腕で水をかき続ける。

「げほっ」

　だが、ついに水を飲んでしまった。

（もうダメか……。せめてリーナに愛していると伝えたかった……）

　諦めかけて体から力が抜けたそのとき、右腕が硬いものに触れた。ハッとして顔を向けると、目の前に乾ドックの堤がある。

「やった、助かった……」

　必死で乾ドッグの中に泳いで入り、壁を伝って立ち泳ぎをしながら、水中の階段を探した。ドックの中ほどでようやく足が階段をとらえ、重い脚を引き上げるようにしながら段を上り、ドックの側壁の上に座り込んだ。疲労と安堵からもう一歩も動けない。横になると、いつの間に雲が晴れたのか、頭上で無数の星が瞬いていた。生きている喜びに目頭が熱くなり、星々がにじむ。

「レオノーラ、まだそこへ行くなということか？」

　彼の脳裏に走馬燈のように、レオノーラとの記憶が蘇る。




　二人が生まれ育ったのは小麦畑の広がるエセックスで、両親は、そこに領地を持つミッドベリー伯の畑で働く農民だった。長身でよく日に焼けたおおらかな父と、病弱だが優しい母、それにいつも彼の後をついてくるかわいい妹との四人の生活は、第二次ボーア戦争の戦況が悪化すると急変する。

　伯爵が高貴なる者の責務ノーブレス・オブリージュに従い、ボーア戦争への従軍を決断したのだ。マックスの父も伯爵が率いる小隊の歩兵として、南アフリカに向かった。ボーア軍の捕虜となっていた別軍の指揮官の救出作戦に従事したが、型通りの横隊陣形を組んで攻撃する英国軍は、地形を巧みに利用し分散して攻撃してくるボーア軍から壊滅的な打撃を受けた。伯爵を含め、何百人もの兵士が戦死したという。彼らの父もその一人だった。

　父の戦死の知らせに、病弱だった母も後を追うように死んで、十八歳の彼と十五歳のレオノーラが残された。爵位を継いだ次のミッドベリー伯の下で、農民として、あるいは使用人として働くこともできた。だが、先代の伯爵が従軍したことに両親の死の遠因があると考えるようになっていた二人は、もはやその地で働くことは不可能だと思った。

　そこで二人はロンドンに出てルーシーの下宿屋で暮らし始め、マックスは警官になり、レオノーラは下宿屋のおかみさんの手伝いをして働いた。

　だが、その二人の生活も、マックスが二十六歳のときに終わる。まだ巡査部長だった彼が、粘り強い捜査を続けてようやく大窃盗団のボスを追い詰め、ついに逮捕した数日後のことだった。

　新聞でも〝マクシミリアン・ウィッチェム巡査部長、大手柄！〟〝ウィッチェム巡査部長、警部補に昇進〟などと書かれ、キャシーと熱い一夜を過ごしていい気分で帰宅したマックスに、下宿屋のおかみさんが怪訝そうに言ったのだ。

「あら、あなたもう大丈夫なの？　大怪我をしたって聞いたけど」

「大怪我？　まさか。擦り傷一つ負っちゃいませんよ」

　いぶかるマックスに、ルーシーが青ざめて言う。

「昨日の夜、あなたの使いの者だって男が来て、あなたが大怪我をしたからすぐに来てほしいってレオノーラを連れて行ったんだよ！」

「なんだって！」

　マックスはあわてて早朝のロンドンに飛び出した。パトロールの警官にも頼んで、あらゆる裏通りにまで足を運び、それこそ目を皿のようにして妹を探し回った。だが、妹は見つからず、何の手がかりも得られない。疲れ切ってスコットランド・ヤードに戻ったマックスに、巡査の一人がむごい知らせを伝えた。

「あなたの言っていたのと同じ服装の、女の水死体が上がりました」




　そのときのレオノーラの無惨な姿を思い出し、マックスは激しく首を振った。

「すまない、レオノーラ。おれはまだ死にたくない……」

　そう思ったのは、妹が死んでから初めてのことだった。家族を全員失った彼は、死に対してそれほど恐怖心を抱いていなかった。死ねばまた家族と再会できる、とさえ思っていた。だから、命の危険のあるおとり役も潜入捜査も、進んで引き受けてきた。そうしてひるむことなく敵の懐に飛び込んだことで、かえってそれが敵をうまく欺き、功名を立てることにつながった。そうして彼は、いつしか敏腕警部補と称されるようになったのだ。




　温かい夜風に衣服がようやく乾いたころ、マックスは重い体を起こしてどうにか立ち上がり、大通りに出て辻馬車を拾った。

　リーナのテラスハウスの前で下り、二階の上げ下げ窓を見上げる。彼女に会いたくてたまらない。

（まだ夜明け前だから、きっと夢の中だろうな。どんな夢を見るんだろう。夢でもロビーと親しげにしていたら……）

　グラント邸での二人の姿を思い出し、マックスはつい嫉妬に駆られて扉を拳で殴りつけてしまった。静まり返った通りに大きな音が反響する。

「しまった」

　思わずうろたえたとき、二階で小さな物音がしてカーテンがわずかに揺れた。

「リーナ？　おれだ、マックスだ」

　声をかけると、窓を押し上げてリーナが顔を覗かせた。生きて彼女にまた会えたことに、マックスの胸が熱くなる。

「こんな時間にどうしたの？」

「ちょっと死にかけた」

「何ですって？」

　窓から姿を消したリーナが、階段を駆け下りてきて扉を開けた。シンプルな薄手の白いナイトドレスに、藤色のガウンを羽織っている。

「何があったの？」

「リーナ、会いたかった……」

　マックスが手を伸ばして触れようとしたが、彼女は一歩下がって体を強ばらせた。彼はやり場のなくなった手を下ろして言う。

「スチュワート卿とサー・バーナードの倉庫に無断でお邪魔したんだが、二人に見つかってしまってね」

「どうしてそんなことを？」

「きみのお父さんの事件の真相を明らかにしたかった。何があったか話すから、中に入れてくれないか？」

「何がわかったの？」

　警戒して身構えるリーナに、マックスは真剣な口調で言う。

「きみの家に陶磁器がない理由がわかった」

「どんな理由なの？」

「ここでは話せない」

　ため息をついたリーナは、彼の二の腕のところでシャツが破れ、皮膚が赤く裂けているのに気づいた。

「また怪我をしたのね？」

　リーナがマックスの左腕にそっと触れた。痺れるような痛みしか感じなかった腕に、彼女の体温が伝わり、広がっていく。

「話より先に手当てをした方がいいかもしれないわね」

「お願いできるかな？」

「手当てだけという約束なら」

「自信がないな。今は本当に、生きている喜びを味わいたくてたまらないんだ」

「どうやって？」

　不思議そうに見上げる彼女のあどけない仕草に、マックスの体の芯が熱くなる。こんなふうに純情なフリをして、ロビーを手玉に取っているのだろうか。

「こうやるんだ」

　マックスはリーナを抱き寄せ、唇にキスをした。彼の冷えた唇に触れる柔らかな温もりに、理性が溶かされていく。

「やめて」

　リーナが抵抗してマックスの左腕を押し、彼は痛みに顔をしかめた。

「やめない。この痛みも生きている証拠だ」

　マックスは彼女を押し込むようにしてテラスハウスに入った。

「何するのっ」

　声を上げるリーナの両肩を廊下の壁に押しつけ、彼女の唇をキスで塞いだ。ふっくらした唇を食み、舌で歯列をなぞり、その甘さを味わう。突き上げるような疼きに動かされ、リーナのナイトドレスの上から胸の膨らみをまさぐると、彼女が小さく悲鳴を上げた。その唇の間から舌を差し入れ、彼女の舌を捕らえ、絡めとり、吸い上げる。

「いや……やめて……」

　肩を押さえつけられたままのリーナは、マックスの肘をつかんで彼の手を引きはがそうと何度か試みた。だが、やがて彼女の手から力が抜け、キスの合間に漏れる吐息が甘くなっていく。

「ん……マックス……」

　彼女の囁き声に彼の欲望が渦巻くように高まる。

　かわいくて、愛しくて、もう誰にも渡したくない。そんな独占欲が心を支配する。

　マックスは彼女の耳を舐め、首筋を甘噛みしながら、ガウンを肩から落とした。ナイトドレスの胸のボタンを外し、柔らかな素肌にじかに触れる。

「温かい……」

　彼女の鼓動を感じるように、柔らかな胸に頬を寄せた。

「待って……お願い……ダメ……」

　喘ぐような彼女の声が、ますます彼を煽る。目の前の桜色の蕾を唇で挟むと、リーナが甘い悲鳴を上げた。もう片方を指でつまんで優しく捏ねると、彼女の声がますます高くなる。

「きみをおれだけのものにしたい」

　ナイトドレスの裾をまくりあげて手を入れ、彼女の柔らかな丸いお尻を、滑らかな太ももを、愛おしむように撫でた。そうしてゆっくりと薄い茂みに指を這わせる。

「あっ、きゃっ……」

　リーナが目をつぶって首を振る。彼女が閉じようとする脚の間に、マックスは自分の膝を入れ、指先で割れ目の周囲をなぞった。丁寧な愛撫を繰り返すうちに、温かい蜜が指にとろりと絡んでくる。

「や……ダメェ……」

「こんなに濡らしておいてダメはないだろう」

　リーナは横顔を壁に押し当て、荒い呼吸を繰り返している。その耐えるような表情を見ているだけで、彼の全身が欲望にたぎる。

「ほかの男には絶対に渡さない」

「マックス……」

　リーナが潤んだ瞳で訴えるように彼を見た。それは彼を受け入れる気になったということだろうか。

　マックスはゆっくりと彼女の中に指を差し入れた。

「ああっ……！」

　リーナが苦しげな声を上げ、体が緊張する。マックスは胸に唇を寄せ、丸い膨らみをなぞり、先端に吸いついた。そうしながら指先を少しずつ挿れては回し、徐々に奥へ進めていく。

「やぁっ……んっ……あっ……」

　指をゆっくりと奥まで挿れ、彼女の中を探りながら出し入れを繰り返すうちに、リーナの呼吸がさらに激しくなる。内壁を擦るようにぐるりと回すと、彼女の腰が大きく跳ねた。

「やぁんっ」

「ここがいいんだ。ほかの男もここを攻めるの？」

　マックスが嫉妬のにじむ声で囁き、リーナが耳まで赤く染めた。

「ちが……そんなとこ、誰にも……」

「へえ、じゃあここが感じるって知ってるのはおれだけなんだ。それともフリ？」

　そこを執拗に攻め立てて、彼女の悩ましげな表情を堪能する。

「あ……やだ……待っ……」

　中を攻めながら親指でしこりを撫でて、二重の愛撫を与えるうちに、リーナが彼の肩に爪を立てた。

「やあぁっ……もう、ダメぇっ………」

　声を上げて大きく背中を反らした。

　崩れ落ちる彼女の体を抱き上げ、マックスは涙のにじむ目尻に、ほてった頬にキスを落としてから、唇にゆっくりと口づけた。力の抜けた唇を割って、舌を探り、深いキスを繰り返す。

「あぁ……マックス……」

　リーナが口づけに酔うように甘い息を吐いた。ぼんやりとキスを返す彼女を抱いたまま、マックスは階段を上り、二階のベッドに一緒に沈み込む。

「リーナ……」

　キスの合間に漏れた彼の声は、熱を帯びてかすれていた。彼女の腰に引っかかっていたナイトドレスを脱がせて、自分の服も手早く脱ぎ捨てる。

　リーナの脚をそっと開かせ、充分に潤ったそこに自身の先端を当て、腰を沈めていく。

「ああ……やぁっ！」

　半分ほど挿入したところで、リーナが苦痛と不安の混じった声を上げ、体を強ばらせた。その初う心ぶな反応と狭く窮屈な感触に、まさか、という考えが一瞬よぎったが、そんなはずはない、と首を振る。

「久しぶりなのか？」

　マックスは彼女にキスをしながら、ゆっくりと腰を寄せていく。

「ちが……んぅ……っ」

　リーナのくぐもった声を聞き、ベッドをずり上がろうとする彼女の腰をしっかりと押さえる。

「んんっ……あ……」

　奥まで達したところで、リーナの目尻から一筋の涙がこぼれ落ちた。それを唇で吸い取り、マックスはかすれた声で囁く。

「ずっと……こうなりたいと思っていたんだ。本当だよ」

「わたし……わたしも……」

　眉を寄せ、涙に潤んだ瞳でリーナがつぶやく。それは本心なのか、これから訪れる快楽を期待しての言葉なのかはわからない。でも、もうそんなことはどうでもいい。

「そんなかわいい声を出されたら……理性が吹っ飛ぶ」

　つぶやくように言ってマックスは体を揺すり始めた。

「あぁっ、マックス……あっ……んっ」

　腰を突き上げるたびに、リーナが甘い悲鳴を上げる。そのたびに愛おしさが募り、額や頬に口づけを落とす。

「リーナ、もう誰にも渡さない」

「あなた、だけ……」

　その後に何を言おうとしたのかはわからない。彼女に熱く締めつけられて、マックスはもう何も考えられなくなっていた。ただ激しく、そして性急に動く。

「はぁっ……わたし……もう……あぁ、あ、あーっ」

　リーナが大きくのけぞった。その腰を引き寄せ、マックスは彼女の中に想いのすべてを注ぎ込む。

「リーナっ……」

　最後に体をぶるりと震わせ、彼は呼吸の整わないまま、汗ばむ体を熱くほてった彼女の肌に重ねた。襲い来る安堵と疲労、そして満たされた気持ちから、深く沈んでいく意識の中、愛しい女の体を強く抱いた……。




　マックスが目覚めると、カーテンの隙間から朝日が差し込んでいた。死に瀕した衝動で、リーナに想いをぶつけてしまった。強引だったことを反省しながら、横で穏やかな寝息を立てている彼女の唇にそっとキスをした。

「好きだよ」

「ん……」

　リーナが眉を寄せ、彼の腕に頬をすりつけた。その仕草に、胸が締めつけられるほどの愛おしさを感じる。

　抱きしめようと左手をついて体を起こしたとたん、二の腕に痛みが走ってガクッと肘をついた。

「いて……」

　つぶやきながら腕を触って驚いた。銃創の上から真新しい包帯が巻かれていたのだ。彼が昨日眠りに落ちてからか、それとも起きるずっと前に手当をしてくれたようだ。

「まずいな……ますますきみに惚れてしまうよ」

　マックスはリーナのぽってりした唇を人差し指でなぞったが、彼女が起きる気配はない。起き上がって大きく伸びをした瞬間、上掛けがめくれて、シーツの上に乾いた血痕が見えた。ハッとして自分の左腕を見るが、包帯には染み一つない。

「まさか……」

　その現実に頭を殴られたようなショックを受けた。マックスは目まいを感じながら、リーナの腕に触れ、彼女を揺する。

「起きてくれ、リーナ」

　だが、彼女は何かつぶやくような声を漏らし、寝返りを打っただけで、また規則的な寝息を立て始めた。

（ロビーとは、まだ寝ていなかったんだ）

　二人の仲を疑って一方的に自分の想いをぶつけた自分が恥ずかしくなる。

「リーナ、大切にするよ」

　そうしてそっと口づけ、マックスはベッドから下りた。

（今はとにかくキングス・アームズに行って、無事を知らせなければ）

　誰かが殉職した日は、その人を偲びながらパブで朝まで飲むのが習慣になっていた。マックスはリーナを起こさないように静かに、だが急いで衣服を身につける。

「また来るから」

　耳にキスをしたとき、リーナがくすぐったそうに首をすくめて目を開け、ぼんやりと彼を見上げた。

「もう起きたの？」

「ああ、もう行かなければ」

「マックス、あのっ」

　リーナが上掛けで胸を隠しながら上体を起こした。

「強引にしてすまなかった」

「そうじゃなくて、ロビーのことなんだけど……」

　こんなときにほかの男の話をするのか、とマックスはいら立ちを覚えながら言う。

「また夜に来る。そのとききちんと話し合おう」

「きっとよ」

　リーナのすがるような目に後ろ髪を引かれながら、彼は「ああ」と短く返事をして部屋を出た。一階の廊下で、彼が昨日脱がせたガウンを拾い上げ、フラワースタンドの上に置いた。











　　第十一章　越えられぬ壁






　マックスがパブの扉を開けると、すぐ前のテーブル席には、酔いつぶれてテーブルに突っ伏している巡査の姿が見えた。カウンターの向こうで気だるそうに頬杖をついていたキャシーが、マックスを見つけて悲鳴を上げる。

「キャーッ、マックス！」

　その声に、カウンター席でウトウトしていた警部とエディが、ハッと頭を起こして入り口を見た。

「まさか」

「わぁっ、警部補の幽霊だ！」

「勝手におれを殺すな」

　マックスは笑いながら二人に近づいた。エディに飛びつかれ、その巨体にマックスは床に押し倒される。

「警部補ぉ～！　嬉しいです！　生きてたんですね！」

　涙を流して喜ぶエディに、マックスは苦笑して言う。

「おい、おれは男に押し倒されて喜ぶ趣味はないんだ。早くどけ」

「す、すみませ～ん」

　エディが鼻をすすりながら起き上がり、マックスに手を貸した。

「銃声を聞いたときは、心臓をもぎ取られたみたいに苦しかったです。銃声がするたびに飛び出そうかと思いましたが、警部補に言われたことを守って、なんとか踏みとどまりました。スチュワート卿とサー・バーナードがカートを押して見えなくなってから、ここに来て、警部に事情を話したんです」

「エディの話を聞いて、諦めかけていたんだ。だが、無事でよかった」

　テイラー警部がマックスの肩を叩き、キャシーが彼にスタウトのグラスを渡した。マックスはそれを受け取り、その濃厚な味を楽しんで、大きく息を吐く。

「あー、生き返るなぁ」

「死んでなかったくせに」

　そう言ったキャシーは涙目だ。

「あれ、泣いてくれてたの？」

　マックスがいたずらっぽく聞くと、キャシーがつんと横を向いた。

「当たり前でしょ。いくら冷たい男だからって、死んだと思ったら普通涙を流すわよ」

　マックスはみんなと会えた嬉しさに、自然と頬が緩んだ。




　その日は結局昼過ぎまで飲まされ、気づけばマックスはエディとともにカウンターに突っ伏していた。

「ちょっと、いいかげんに起きなさいよ。日曜だからって飲み過ぎよ」

　キャシーに体を揺すられ、マックスは眠い目をこすりながら頭を持ち上げた。

「今何時？」

「もう五時よ」

「そう……」

　ぼんやりと上体を起こしたマックスは、キャシーが優しくエディの肩に手をかけるのを見て、愛しいリーナのことを思った。ここに来るまでの出来事を思い返し、激しくも甘い記憶ににやけたとき、彼女との約束を思い出した。

「まずい」

　あわてて立ち上がり、椅子の背に掛けていた上着を取り上げる。

「どこか行くの？」

「大切な人のところ」

「あら」

　あたしには応えてくれなかったのに、とキャシーが責めるように目を細める。

「すまない」

　キャシーは目を伏せてエディを見てから、マックスに視線を戻した。

「エディを誘ったのは、あなたにヤキモチを妬かせたかったからなの。でも、彼ったらとってもかわいいのよ。あたし、追いかけるよりも追いかけられる方が好きみたい」

「なるほど。自分の本心に気づかせてやったってことで、おれは感謝されてもいいってわけだな」

　ニヤリとするマックスに、キャシーが呆れたように言う。

「その笑い方、二年前までのあなたみたい」

「そうかな」

「ええ。レオノーラのことに責任を感じて自分を抑えるようになったときのあなたよりも、ずっとステキよ」

「お褒めにあずかり光栄だよ」

「きっとあの娘このおかげなのね」

「そうだな」

　照れたように頬を掻くマックスに、キャシーは優しく笑った。

「あなたがあなたに戻れる人ができてよかった」

「ありがとう。それから、本当にごめん」

「もう謝らないで。あたしもようやく前に進めそうなんだもの」

　二人で過ごした夜に彼の妹が殺されたこと、それはキャシーにとっても心の枷となっていたのだ。

「エディとお幸せに」

　マックスが真顔で言うと、キャシーの頬がほのかに染まった。

「いやあね。あたし、刑事たちのマドンナの座をそう簡単に下りるつもりはないのよ」

「エディが泣くぞ」

　マックスはそう言って笑みを浮かべ、パブを後にした。




　マックスはリーナのテラスハウスに行き、ノッカーを叩いた。しばらく待ったが、彼女は出てこない。夜に来ると言ったから、買い物にでも出かけているんだろうか。

　扉の前の石段に腰掛けて待ったが、陽が落ちても彼女は帰ってこない。

「まさかロビーのところに……？」

　今朝起きてすぐに、彼女がロビーの名前を口にしたのを思い出す。マックスは激しい嫉妬に突き動かされ、あやうくまた扉を殴りつけそうになったが、彼女が役者だったことを思い出した。

「そうだ、芝居小屋だ」

　マックスは急いでヴォクソールの芝居小屋に向かった。小屋が近づくと、上演が終わったらしく、出口から次々に人が吐き出されてくる。

　マックスは裏口に回って、出てきた背の高い巻き毛の女に声をかけた。

「パリスを演じていた方ですよね？」

「そうよ。あんた、あたしのファン？」

　女が巻き毛に指を絡め、艶っぽく彼を見上げる。

「あ、いいえ。でも、すばらしい演技でした」

　彼の言葉に、女はがっかりした顔で言う。

「あらそう。でも、ありがと」

「リーナはいますか？」

「残念ね。あの子、さっき馬車で帰ったわ」

「そう……ありがとう」

　マックスは一気に力が抜けた。女に背を向け、テムズ川沿いに歩き出す。ほぼ一日、酒ばかり飲んで過ごした重い体を引きずるように歩きながら、ランベス橋にさしかかったときだ。

「よう、いつぞやの色男じゃねえか」

　橋の陰から、右手にダガーを持った男が出てきた。

「おまえは……いつぞやの強盗か」

「覚えていてくれてうれしいぜ。よくも相棒をぶち込みやがったな」

　ザ・ダガーは下品な笑い声を立てる。「今日は一人か。さては振られたな？」

「黙れ」

　そう言ったとたん、マックスは背後から羽交い締めにされた。

「おれの新しい相棒だ。この前の礼をしてやるぜ」

　ザ・ダガーが刃物を振り下ろし、マックスはとっさに身をかがめた。

「ぐあっ」

　間抜けにも短刀は相棒の肩に突き刺さり、相棒がマックスから手を放す。

「きさまっ！」

　ザ・ダガーが殴りかかり、マックスはひらりと身をかわした。だが、短刀が刺さったままの相棒が、再びマックスを羽交い締めにする。

「この野郎、ふざけんな！」

　ザ・ダガーに顔を殴られ、マックスは長い脚で相手を蹴飛ばした。男は吹っ飛んで尻をしたたか打つ。マックスは相棒のみぞおちに肘で強烈な一撃を加えた。

「げほっ」

　相棒が妙な声を出して手を放した。マックスは相棒を地面に組み伏せ、馬乗りになり、怒りにまかせて殴りつける。

「やめろ」

　ザ・ダガーに右腕をつかまれ、マックスは左手で強盗の顔面にパンチを見舞った。男は鼻血を出してよろよろと後ずさった。そこに飛びかかり、押し倒して顔面を殴りつける。

「やめてくれっ」

　ザ・ダガーが悲鳴を上げた直後、マックスは後頭部に激しい一撃を食らった。声を上げる間もなく意識が吹っ飛ぶ。

「つっ……」

　気づいたときには冷たい土の上に倒れていて、背中を硬い靴で踏みつけられていた。朦朧とした意識のまま横目で見上げると、制服警官が警棒を構えて彼を見下ろしている。

「待て……。おれはロンドン警視庁刑事課のマクシミリアン・ウィッチェム警部補だ」

「警部補のフリをしたってだめだ。さあ立て」

　警官がマックスの腕をつかんで乱暴に立たせた。

「おれは正真正銘のマクシミリアン・ウィッチェムだ。身分証もある。内ポケットに入っている」

　マックスはポケットに手を入れようとしたが、その腕をねじり上げられた。

「動くな。ウィッチェム警部補の名前を知らないやつなど、ロンドンにはいないぞ。ヘタな嘘をつくのはやめろ」

「あいつらは辻強盗だ！　捕まえる相手が違うぞ！」

　マックスは叫んだが、警官はうさんくさそうな目で彼を見た。

「パトロール中、ここに人殺しがいると通報があったんだ」

　二人目の警官が「大丈夫ですか？」と言いながら、辻強盗たちを助け起こした。

「署で事情を伺いましょう」

　警官の言葉に、強盗たちはあわてて鼻血や口元の血を拭って言う。

「いや、そんな大げさなもんじゃねえんです。ちょっとした口論がケンカになっただけでさあ。気にしないでくだせえ。あっしらはこれで失礼しやす」

　そう言って脱兎のごとく逃げ出した。

「おい、待て！」

　マックスは声を張り上げたが、警棒で背中を小突かれた。

「おまえには署に来てもらう。留置所で頭を冷やせ」

　彼がいくら抗議しても警官は聞く耳を持たなかった。マックスは一人冷たい留置所に放り込まれた。




　翌七月三日月曜日、ランベス管区警察署の留置所で硬いベッドに横になっていたマックスは、廊下に響く足音で目を覚ました。

「おいおい、本当にマックスか」

　驚いた表情で近づいてきたのは上司の警部だ。

「テイラー警部！　よかった。辻強盗を痛めつけているところを警官に捕らえられたんです」

「おまえが出勤してこないな、と思っていたら、おまえの名を語る暴漢がここにぶち込まれていると連絡があってな。今出してやろう」

　警部が合図をすると、留置所の担当警官が鍵を取り出し、マックスを独房から出した。

「いったい何があったんだ」

　マックスは伸びをして自由の身になったことを喜びながら、ザ・ダガーに報復されかけたことを説明した。

「一人歩きはしない方がいいかもしれんな」

　テイラー警部に言われて、マックスは苦笑した。

「子どもじゃないんですから」

「気をつけろ」

「はい」

　警部に一礼して留置所を出ると、マックスはリーナの家に急いだ。ノッカーを叩いたが、返事はない。

「リーナ、起きてるかな？」

　もう一度ノッカーを叩いて声をかけたが、家はしんと静まり返っている。

「昨日はごめん。芝居小屋まで行ったんだけど、入れ違いになってしまったようだ」

　だが、リーナが出てくる気配はない。初めてだったのに強引に抱かれ、挙げ句の果てに約束を破られたら、怒って当然だろう。それとも傷ついたか、絶望したか……。

　もう一度ノッカーを叩こうとしたとき、後ろから強い力で肩をつかまれた。振り返った瞬間、左頬に強烈な一撃を食らう。

「うっ」

　扉に叩きつけられたマックスは、二発目を防ごうと身をかがめ、相手の懐に飛び込んだ。そのまま相手を押し倒し、右の拳を振り上げた瞬間、ハッと手を止める。

「グラント卿……」

　彼が組み敷いていたのはアルフレッドだった。

「なんであんたがこんなところに」

「それはこっちのセリフだ」

　アルフレッドが鋭い目でマックスを見上げた。マックスはアルフレッドの腕をつかんで引き起こすと、その腕を後ろにねじり上げ、彼を扉に押しつけた。

「何の用だ」

「言わなくてもわかるだろう」

　アルフレッドが首をねじりながらマックスを睨みつけた。

「わからないな。どういうことか説明してもらおうか」

　マックスがさらに腕をねじり上げると、アルフレッドの顔が苦痛に歪んだ。

「マディに近づくなと言ったのに」

　彼が苦々しげに吐き出した言葉に、マックスは息を呑む。

「あんたはおれを監視していたのか？」

「監視？　まさか。マディを見守るために近くで絵を描いていただけだ。今朝の妹はおかしかった。泣きはらした目をしていた。あんた、妹に何をした？」

「昨夜会いに来ると約束していたんだが、会えなかったんだ。芝居小屋へ行ったが入れ違いになって、ここに戻る途中、ランベス橋で強盗を叩きのめしていたら、警官が現れて……暴漢に間違えられ、さっきまで留置所に入れられていたんだ」

「よくもそんな嘘を。同じ警官同士でそんなことがあるわけないだろう」

「彼らとは管区が違うから、顔見知りではないんだ」

　マックスの答えを聞いて、アルフレッドが憤怒を吐き出すように大きく息をつき、全身から力を抜いた。

「もう殴りかかったりしないから、放してくれ」

　それでも口調には怒りが残っていたが、マックスは腕を放してやった。

「痛いな……。ぼくも腕力はある方だと思っていたが……」

　そう言って腕をさするアルフレッドに、マックスは詰め寄る。

「リーナは今どこにいるんです？」

「家にいる。ぼくが出てくるなと言いつけた」

　その返事にマックスは少しホッとした。

「彼女に会います」

「それはぼくが許さない」

「リーナに会うのになぜあなたの許可がいるんです？」

　マックスに問われて、アルフレッドはしばらく黙って考えていたが、やがて顔を上げて言った。

「ウィッチェム警部補、あなたは妹の何を知っているんです？」

　じっとマックスを見つめるアルフレッドの深いヴァイオレットの瞳を見返しながら、マックスは考えた。

（彼はリーナがバロンだということに気づいているんだろうか）

　ロウソクの描き足されたバースデーカードを見たときの彼の反応から、その答えがイエスであることは想像がつく。

「あなたこそどうなんです？」

　マックスの探るような視線とぶつかった直後、アルフレッドが声を上げて笑い出した。マックスはムッとする。

「真剣に話しているのに、何がおかしいんです？」

「いや、すみません」

　アルフレッドが明るいブロンドの髪をかき上げ、笑みの残る目で彼を見た。

「こんな回りくどいことはやめましょう。お互いに腹を割りませんか？」

「隠し事はなしということですね？　いいでしょう」

　マックスが腰に手を当てると、アルフレッドが「歩きませんか」と彼を促した。

　二人はしばらく黙って歩いた。セント・トーマス病院の大きな建物と広大な大主教公園アーチビショップス・パークの間を抜け、テムズ川が見えてきたところでようやくアルフレッドが口を開いた。

「正直に言ってください。あなたはマディのことをどうするつもりなんです？」

　現グラント卿によく思われていないのはわかっていたが、マックスは正直に答えた。

「守りたいと思っています」

「罪に問うのではなく？」

「ダイヤは戻りましたし、唯一バロンにつながるバースデーカードの筆跡は、彼女の家にあったメモ書きとは一致しません。有罪を立証するのは今のところ難しそうです」

「そうですか」

　アルフレッドの口調にかすかに安堵がにじみ出ていた。マックスはおもむろに言う。

「リーナに会ってもかまいませんね？」

「会ったとたんに逮捕する、なんてことはないでしょうね？」

「おれは今、供述を取ったわけではありません」

　アルフレッドはしばらく眉を寄せて悩んでいたが、やがて小さく息を吐いて言った。

「わかりました。ただしぼくも同席します」




　テラスハウスに戻り、アルフレッドが扉をノックしながら「マディ」と呼びかけた。軽い足音が聞こえ、マックスは落ち着かない気分になる。

（リーナは許してくれるだろうか）

　自分が犯してしまった取り返しのつかない過ちを思い出すと、過去に戻って自分を蹴飛ばしてやりたくなる。

　中から錠を外す音がして、マックスは思わず唾を飲み込んだ。まるで恋に疎い十代の少年のようだ、と苦笑したとき、扉が開いてリーナの姿が見えた。ドレスの淡い桜色とは対照的に、表情は暗く目は腫れぼったい。約束を破ったことで彼女を傷つけてしまったことに、マックスの胸がえぐられたように痛む。

「リーナ、昨日は来られなくて、すまなかった」

　本当は初めてだったのに優しくできなかったことも謝りたかったが、彼女の兄の手前、それは言いにくい。

「こんな茶番、いいかげんにやめましょう」

「茶番？」

　リーナの言葉を怪訝に思ってマックスは眉を寄せる。

「今さらわたしのご機嫌伺いなんてする必要はないじゃない。あなたは乙女のハートを奪い返したし、もう目的は果たしたでしょ」

「それは違う。きみをバロンだと疑って近づいたわけじゃない。リーフボックスの中身を見るまで想像すらしなかった」

「じゃあ、どうして奪ったの？」

　体のことかと思ってマックスは答えるのをためらったが、すぐにダイヤの話だと気づいた。

「あのままきみがダイヤを持っていたら、おれは何が何でもきみを追い詰めなくちゃならなかった。そんなことはしたくないし、できないんだ。どうかわかってほしい」

　リーナが迷うようにうつむいたとき、アルフレッドが咳払いをした。リーナが頬を染め、兄を正面から見て言う。

「わたしのことを心配してくれるのはわかるけど、席を外してくれないかしら。今は二人で話し合いたいの」

　リーナの強い口調にアルフレッドは不満そうに肩をすくめたが、すぐに軽く首を振って言った。

「おまえは言い出したらきかないからな。だが、自分がどういう地位の人間かよく考えて行動しなさい。わかったね」

　リーナはイエスともノーとも言わず、扉を大きく開けた。兄を客間に通し、マックスを連れて二階に上がる。居間に入るとリーナは一人でさっさと長椅子に座って、正面の椅子に座るよう彼を促した。

　マックスは椅子に座らず、彼女の前に片膝をついて座った。

「優しくしなかったことを、許してもらえるかな？」

　マックスの自信なさげな口調に、リーナはチラリと彼に視線を送った。

「わたしが怒っているのは、あなたがわたしを誰かの身代わりにしていることよ」

「誰かの身代わり？」

「あなた、レオノーラって人のことを忘れてないんでしょ？　それなのに、わたしにあんなことをしないで」

　彼女の悲しげな怒りの表情を見て、彼は大切なことを言い忘れていたのを思い出した。

「ああ、すまない。レオノーラは妹だ」

「え、妹……さん？」

　あっさり真相がわかって、リーナは拍子抜けしたようにぽかんと口を開け、あわてて手で口元を隠した。今度はマックスが不安な気持ちを言葉にする。

「それより、昨日言いかけていたロビーの話だが……」

「あなた、ロビーとわたしのことを勘ぐっていたけど、彼に恋愛感情なんて抱きっこないのよ」

「なぜ？」

「だって、彼はわたしの父の執事で、かつては従者だったんだもの」

「ちょっと待ってくれ。執事はジョン・スミスという名前だったんだろう？」

　マックスの驚愕ぶりに、リーナが圧倒されながら答える。

「え、ええ、ジョン・ロビー・スミスよ」

「なぜ今はロビーと呼ぶんだ？」

「父の死後、執事を辞めてから、彼はスチュワート卿の紹介で貿易会社で働き始めたの。結構成功している会社みたいで、ときどきわたしたちに贈り物を──それも高価なものを──贈ってくれるようになって……。〝もう執事ではないのだから、スミスやミスター・スミスではなく、ロビーと呼んでほしい〟って……」

「なんてことだ」

「ロビーがどうかしたの？」

　マックスはその問いに答えず、しばらく黙ったまま考えていたが、やがて言った。

「きみのお父さんを殺めた真犯人を明らかにできるかもしれない」

「え？」

　リーナが怪訝そうに首を傾げる。その横に腰を下ろし、マックスはスチュワート・アンド・メイソンの倉庫での出来事を話して聞かせた。彼女の父が洗い場メイドを妊娠させた話は省略したが、リチャードの死を望んだ人間が二人以外にいたと知って、リーナは真っ青になった。

「それじゃ、あの二人をそそのかした人間が、お屋敷の中にいたってこと……？」

　愕然とした表情のリーナが痛々しくて、マックスは彼女の両手をギュッと握る。

「そうらしい」

「誰なの？」

　限りなく疑わしい人物はいるが、彼女をこれ以上動揺させたくなくて、マックスは言葉を濁した。

「そこまでは……」

「巡査部長が帳簿を一ページ持っているんでしょう？　それで二人を罪に問えるわよね？　そうして尋問すれば、きっと真犯人を白状するわよね？」

　リーナの言葉に、マックスは罪悪感を覚えながら首を振った。

「あれは正規の手続きを踏んで手に入れた証拠じゃないから、使えないんだ」

「そんな……じゃあ、どうすればいいの？　このまま真犯人は野放しになるの？」

　彼はリーナの手を自分の頬に押し当て、慎重に言葉を紡いだ。

「実は……賭けみたいな方法だが……ないこともない」

「どんなこと？　お父さまを殺した犯人を捕まえられるなら、わたし、何でもするわ！」

　リーナの悲しげなスミレ色の瞳が、必死にマックスに訴えかける。

「きみが傷つく可能性がきわめて高いから……おれとしてはやりたくない」

「わたしが傷つく？　真犯人が身近な人間だって言いたいの？」

「その確率が高いし、知りたくもないような真実を知る羽目になるかもしれない」

　その言葉を聞いてリーナは迷うように視線を彷徨わせていたが、やがて決意を秘めた目で彼を見た。

「それでも……わたしは真実が知りたい」

「そう……」

　マックスは握った彼女の手にそっと唇を当てた。これから言おうとしていることは、間違いなく彼女を傷つける行為になる。その話を切り出すために、勇気をかき集めた。

「明日……レディ・リットソンを訪ねて……ちょっとした催しのために屋敷を貸してもらえるよう話をしようと思う」

「催し？」

　リーナが怪訝そうに首を傾げた。

「レディ・リットソンは、あの屋敷にリチャード・グラント卿の幽霊が出るという噂があったと言っていた……。きみは霊媒師に変装して……お父さんの霊を呼び出すフリをしてほしい」

「まあ」

　リーナの顔がますます血の気を失う。彼女が気を失うのではないかと思って、マックスは彼女を支えるように片手を背中に回したが、リーナは首を振って彼の手を強く握った。

「大丈夫」

「きみにこんなことを頼むのは心苦しいんだが……サー・バーナードはかなりの小心者だ。幽霊を見たと思えば、犯行を自白するかもしれない」

「うまくいくかしら」

「わからない。無謀な賭けかもしれない。だが、使える証拠がない以上、どうしても自白がほしい」

「わかったわ、協力する。それで、具体的に何をすればいいの？」

　マックスは彼女に言ってほしい言葉を教えた。

「あのときお屋敷にいた人は限られているわ……」

　必要な打ち合わせを終えた後、リーナが悲しげにつぶやいた。

「やつらを追い詰めるためとはいえ、きみにこんなことを頼むのは本当に申し訳ない」

「いいえ、大丈夫。わたし、やり通してみせるわ」

「リーナ……」

　マックスは床に片膝をついて、おもむろにリーナを見上げた。

「なぁに？」

　彼女が緊張した面持ちで彼を見る。

「リーナ、この事件が片付いたら……おれと……」

　彼が続きを言おうとしたとき、階段を上ってくる足音がした。

「話は済んだかな、お二人さん」

　アルフレッドの声を聞いて、リーナがあわてて椅子を立った。マックスは仕方なく立ち上がって、向かい合う椅子に腰を下ろす。

「どうぞ、お兄さま」

　リーナが扉を開け、アルフレッドが入ってきた。

「話が済んだのなら、警部補には帰ってもらいたいですね。もう何の用もないはずでしょう」

　妹にこれ以上近づくな、という空気をありありと出しながら、アルフレッドが言った。マックスは兄に認められないもどかしさを隠し、素知らぬ顔で話す。

「明日、サリー州の旧グラント邸で降霊術をしようと思います。霊媒師を手配しますから、叔父さんやロビーと一緒に来てください」

「降霊術？」

　アルフレッドが眉を寄せた。

「そうなの。わたしが……」

　リーナの言葉をマックスは遮って言う。

「レディ・リットソンによると、あなたのお父上の幽霊が出るそうですよ。死の真相を話してもらいましょう」

「父の幽霊だって？　バカバカしい」

　嘲るように言うアルフレッドに、マックスは涼しい顔で言う。

「おや、現グラント卿はお父上に真相を語られては都合が悪いのですか？」

「なんですって？」

　アルフレッドの目つきが険しくなる。

「自殺ではないとわかれば、お父上の名誉回復にもなりますよ」

「──そこまで言うのならいいでしょう。あなたが恥をかくことにならなければいいですけどね」

　アルフレッドの口調には嫌味がたっぷり込められていた。











　　第十二章　悲しき恋の物語






　翌朝、マックスは朝早くに二輪辻馬車でレディ・リットソンの屋敷に向かった。グラント卿の死が自殺ではなく他殺であり、それを犯人に自白させるために偽の霊媒師を連れてくるので一芝居打ってもらえないかと依頼した。リチャードが殺されたのだと聞いてレディ・リットソンはひどく驚いていたが、犯人逮捕のために協力してくれることになった。

　やがて昼前になり、スコットランド・ヤードの刑事課に一人の老婆が現れた。黒く長いスカートにフード付きの黒い上着を着た、見るからに陰気そうな女だ。

「アーサー・テイラー警部にお会いしたい」

　老婆を見て、エディがうさんくさそうに言う。

「あなたはどなたです？」

「マデリン・グラントです」

「マデリン・グラント？」

　エディが怪訝そうな表情のままマックスを見ると、彼が立ち上がって二人に近づいた。

「テイラー警部のところに案内しましょう」

　先頭に立って歩くマックスに、エディが囁く。

「いいんですか、どこの誰ともしれない婆さんを」

「まあ、いいんじゃないの」

　ニヤニヤ笑うマックスに、エディは腑に落ちない表情のまま警部の執務室をノックした。

「テイラー警部、ミセス・マデリン・グラントがお目にかかりたいそうです」

「どうぞ」

　警部の太い声が聞こえて、エディがドアを開けた。老婆の姿を見て、警部が眉を寄せる。

（リチャード・グラントの母親か？）

　戸惑う警部を尻目に、老婆は澄まして言う。

「テイラー警部にこの手紙をご覧いただきたいのです」

　老婆が差し出した手紙をテイラー警部はいぶかしげに受け取り、さっと目を通す。

　その便箋には見慣れた力強い筆跡で、〝レディ・リットソンに明日屋敷をお借りしました。真犯人にグラント卿殺害事件の犯行を自白させるため、この老婆に降霊術を行ってもらおうと思います。いかがでしょう〟とある。

　テイラー警部は、戸口にもたれておもしろがるような表情を浮かべているマックスに、険しい視線を向けた。

「おい、マックス、これは何のいたずらだ？」

「いたずらじゃありません」

「降霊術など、そんなうさんくさいもの信用できるか。それに誰なんだ、この婆さんは」

「まあ、ずいぶんなお言葉ですね」

　警部の言葉を聞いて、老婆が若い女の声で言った。驚く警部を横目に、老婆はスカートのポケットからハンカチを取り出し、顔を拭い始める。

「ちょっと、お婆さん？」

　エディが不審に思って声をかけた。だが次の瞬間、驚きの声を上げる。老婆がフードを下ろし、ハンカチを顔から外したとたん、プラチナブロンドの長い髪がふわりと舞い落ち、若く美しい娘の顔が現れたのだ。

　テイラー警部が目を見開き、エディが金魚のように口をパクパクさせた。

「降霊術はお芝居です。わたしが父の霊を演じます」

「ということは……あなたは故グラント卿のお嬢さん？」

「はい」

　頬を少し染めたリーナを見て、警部は信じられない思いで首を振った。

「見事なものだ」

「わたし、絶対にうまくやってみせます。父の死の真相を明らかにしたいのです。どうか、わたしに霊媒師を演じさせてください」

　リーナは必死で言った。その真剣な表情を見ながらテイラー警部はしばらく考えていたが、やがて決心して言った。

「わかりました。あなたとマックスを信じましょう。さっそくスチュワート卿とサー・バーナードに使いをやります」

「ありがとうございます」

　警部の言葉に、リーナは顔を輝かせた。




　翌朝早く、マックスとリーナは馬車でリットソン邸に向かい、リーナは客間の隣の居間で老霊媒師に扮した。

　テイラー警部はエディとともに、四人乗りの馬車でスチュワート卿とサー・バーナードをそれぞれの屋敷に迎えに行き、アルフレッドとコンラッドとロビーは、巡査が別の馬車で連れてきた。

　客間に通されたスチュワート卿が、テイラー警部に険しい表情で尋ねる。

「いったいどういうことだね？　男爵自殺事件の新たな証拠が見つかったという話だったが、こんなところにわたしたちを連れてきて、いったい何をするというのだ」

「レディ・リットソンがわたしたちを降霊術のできる老婆に引き合わせてくださるんです」

「降霊術だと？　バカも休み休み言いたまえ」

「英国には魔女がいるんですよ。霊媒師だっていてもいいでしょう？　男爵の幽霊を呼び出してくれるそうです」

　テイラー警部が涼しい表情で答えた。

「ふん、幽霊なんぞが証拠になるものか」

　スチュワート卿は吐き捨てるように言ったが、サー・バーナードがガタガタ震え出した。

「だ、男爵の幽霊ですって？　そんな恐ろしいことを……」

　不安そうにビクビクしながらサー・バーナードが周囲を見回し、スチュワート卿が厳しい声で怒鳴る。

「しっかりしろ、バーナード！　幽霊など出るものか！」

　やがて、扉がノックされ、ミス・マギーがフード付きの黒い長衣ローブを身にまとった老婆を連れてきた。フードの下から白髪と黄ばんだ顔が覗いていて、垂れ下がったまぶたの下から、スミレ色の目が鋭い光を放っている。

「霊媒師のミセス・ベラミーです」

　ミス・マギーが言った。

「あんたがレディ・リットソンだね？」

　霊媒師の言葉にレディ・リットソンが答える。

「ええ。今日はこの屋敷に住んでいたリチャード・グラント卿の霊を呼び出していただきたいの」

「あい、マダム。では、始めるとするかね」

　老婆は客間の中央にひざまずいた。両手をこすり合わせながら低い声で何かぶつぶつ唱え始める。やがて口調が変わり、低い男の声になった。

「わたしを呼び出したのは誰だね？」

　レディ・リットソンが緊張した声で答える。

「わたくしです。アンナ・リットソンです」

「何の用だね」

「あなたの死の真相を知りたくて。刑事さんたちもいらしておりますのよ」

「わたしの死の真相……それはあの二人に訊けばわかる！」

　そう言うと、老婆はカッと目を見開いた。鋭いスミレ色の瞳でスチュワート卿とサー・バーナードを見据える。

「な、何を言う！　こんなのはインチキだ。わ、わたしは帰らせてもらう！」

　立ち上がったスチュワート卿の肩を、テイラー警部が押さえて椅子に座らせる。

「まあ、おかけください」

　老婆が男の声で話を続ける。

「この二人はわたしを陥れたのだ。わたしの領地ほしさに、買ってもいない陶磁器の売買契約をでっち上げ、偽の借用書を用意した」

「で、でたらめだ！」

　スチュワート卿がわめいた。

「でたらめではない。スティーブンス巡査部長が見せてくれるだろう」

　老婆がエディを見ると、エディはうなずいて懐から一枚の紙を取り出し広げた。マックスがスチュワート・アンド・メイソンの倉庫で破り取った帳簿の一ページだ。

「売買契約書には、一九〇四年五月十日に男爵に景徳鎮の大皿を十枚売ったとありますが、この帳簿にそんな記録はありません」

　エディが淡々と言い、スチュワート卿が青ざめる。

「な、なぜ帳簿が……」

「ウィッチェム警部補があなたの倉庫で見つけたんです」

「ばかな。警部補は死ん……」

　スチュワート卿はハッと口をつぐんだ。霊媒師がリチャードの声色で話を続ける。

「それに、スチュワート卿、あなたには共犯者がいた」

「共犯者!?」

　アルフレッドが声を上げる。

「そうだ、我が息子よ。その者がスチュワート卿とサー・バーナードをそそのかし、借用書を偽造させた。六月十七日に、陶器の売り込みを装ってやって来た二人から借用書を受け取り、二人が帰った後でわたしの紅茶に毒を混ぜた。そうして二人が帰った後にわたしが死体で発見されるという筋書きを立てたのだ」

「そんな……」

　アルフレッドが驚愕のあまり息を詰まらせた。

「だ、だが、砒素を盛ったのはわたしたちではないぞ！　わたしたちは潔白だ！」

　スチュワート卿が怒鳴った。老婆が彼をじろりと見る。

「本当にそう言えるのか？　書類を偽造して殺人の企てに乗ったのだぞ。あんたたちがわたしを殺したも同然だ！　この人殺しめ！」

　老婆が恐ろしい形相でサー・バーナードを指さした。

「ひぃぃぃぃ、許してくれぇ。わたしはスチュワート卿の命令に従っただけなんだぁっ」

　サー・バーナードが床にひれ伏して、厚い絨毯に額をこすりつけた。

「きさま、何者だ！　証拠もなくよくもそんなでたらめを」

　スチュワート卿がわめきながら老婆に詰め寄ろうとしたとき、それまで黙っていたロビーが突然立ち上がり、老婆に歩み寄った。スチュワート卿を押しのけ、老婆の長衣の襟をつかみ、その細い体を揺さぶりながら言う。

「母に会えたかっ」

　老婆が驚いて目を見開いた。

「そっちの世界に母はいたか、リチャード？　あんたは二十八年前、洗い場メイドだったおれの母に手を出した。そうして妊娠が発覚すると屋敷を追い出したんだ。母は娼婦に身を落とし、十七年前、おれが十歳のときに死んだ」

「いったい……なんの話だ」

　アルフレッドが呆然とつぶやいた。ロビーは怒りにたぎる目で老婆を睨みつけて言う。

「おれはあんたに近づきたくて、従者として屋敷に雇われた。あんたに尽くし信頼を得て執事に昇格したとき、母のことを尋ねたら、あんたはおれの話を戯れ言だと一蹴して激怒した。おれはただあんたに子どもだと認めてほしかっただけなのにっ！」

　アルフレッドがよろよろと老婆に近づいた。

「嘘ですよね、お父さま？　お母さまと結婚する前にそんなことを……お父さまがそんな恐ろしいことをするはずはありませんよね？」

　老婆は思いも寄らぬ展開に言葉を失い、ロビーに揺さぶられるがままになっている。

「あんたに母とのことを否定され、その週での解雇を言い渡された瞬間、おれはあんたを殺してやろうと決めた。すぐに殺鼠剤を手に入れ、欲深いスチュワート卿に殺人をそそのかした。母を死に追いやった報いだ。ざまあみろ、お高くとまったリチャード・グラントめ」

　ロビーの高笑いが部屋に響いた瞬間、コンラッドが椅子から崩れ落ちた。

「違うんだ……」

　その声に、ロビーとアルフレッドが振り返る。

「何が違うと言うんです？」

　アルフレッドの言葉に、コンラッドが頭を垂れる。

「エルシーと付き合っていたのはわたしなのだ……」

「エルシー……母さんの名前だ」

　ロビーがハッとして、老婆から手を放した。老婆は床に崩れるように座り、コンラッドが弱々しい声で話し始める。

「もう二十八年も経つのか……。当時、シルヴィアに求婚したが断られて、所詮わたしは爵位も財産もない次男坊だ、とやけになっていた。ある日、屋敷に新しい洗い場メイドがやって来た。誤って使用人用の戸口ではなく、正面玄関から入ってきて、たまたま玄関ホールにいたわたしと鉢合わせた……。バラ色の頬をした夢見がちなエルシー。まだ十六歳の彼女は、いつかコックになりたいと、下級の厳しい仕事に一生懸命取り組んでいた」

　コンラッドは潤んだ目を細めて続けた。

「わたしが次男だと知れば、エルシーにも相手にされないかと思って……わたしは自分がリチャードだと……屋敷の跡取りだと嘘をついた」

「なぜそんなことを」

　アルフレッドが呆然とした表情でつぶやくように言う。

「下級のメイドが屋敷の主人たちの姿を見ることはまずない。だから、嘘をついてもわからないと思った。案の定、彼女はわたしに夢中になった」

「なぜ捨てたっ！」

　ロビーがコンラッドにつかみかかった。振り上げた拳をエディがつかむ。

「捨てたのではない。彼女は解雇されたのだ。後になって家政婦から、エルシーが妊娠していたので解雇した、と聞いた。探し出そうとしたが、財力も人脈もないわたしにはムリだった……」

「うわあーっ」

　突然、ロビーが天を仰いで大声を上げ、両手で顔を覆った。

「おれは、いったい何てことを……。グラント家に従者として入り込んだのも……リチャードの紅茶に毒を混ぜたのも……すべては母を捨てた男に復讐するためだったのに！」

　ロビーは気も触れんばかりの表情で、やり場のない怒りに髪の毛をかきむしった。そんな彼をスチュワート卿が指さして怒鳴る。

「テイラー警部、怪しげな霊媒師やこんな人殺しの言うことを真に受けるつもりかね？　わたしが借用書を偽造した証拠など何もないはずだ」

　そのとき、力強い男の声が客間に響き渡った。

「往生際が悪いぞ、スチュワート卿」

「そんな、まさか……」

　スチュワート卿がゴクッと唾を飲み込み、客間を見渡した。入り口に、腕を組んで扉の枠にもたれてマックスが立っている。

「おまえはテムズ川に落ちて死んだはず……」

　スチュワート卿が青ざめ、つぶやくように言った。

「残念だったな。潜水は得意なんだ。それにおれは、悪党を監獄に叩き込むまで死ねない性分でね」

　マックスはニヤリと笑い、二枚の紙を広げてみせた。

「ここに借用書がある。グラント卿のサインは、あんたが書いたんだ。グラント卿に宛てたあんたの手紙の宛名書きと筆跡が同じだ。つまり、借用書はあんたが偽造したってことだ。倉庫でのあんたの話を裏づける証拠だ」

　マックスに睨みつけられ、スチュワート卿はがっくりと膝をついた。

「ジョン・スチュワート、バーナード・メイソン、ロビー・スミス。リチャード・グラント卿殺害共謀罪のかどで逮捕する」

　マックスはロビーを立たせて後ろ手に拘束し、エディがスチュワート卿に、巡査がサー・バーナードに手錠をかけた。刑事たちが罪人三人を引っ立てながら客間を出ようとしたとき、老霊媒師が駆け寄った。

「ロビー」

　リーナの声で呼ばれて、呆然とした表情のロビーが振り向いた。困惑する彼を見て、リーナがあわててハンカチで顔を拭き、顔のしわを消す。

「ああ……そうか」

　彼女の演技だったことを知り、ロビーが力なく笑った。

「ねえ、あなたは従者としてうちに来てから、わたしたちにいつも礼儀正しく、ときに愛情深く接してくれたわ。あなたがわたしたちから父を奪うほどの憎しみを抱えていたなんて、信じられない……」

　ロビーは大きく息を吸い込み、天を仰いでから彼女を見た。

「最初は、本当ならおれが長男のはずなのに、と憎しみと妬みでいっぱいだった。でも、そばで暮らすうちに、きみたちの兄になれたら、と切に願うようになった。アルフレッドは気位は高いくせに妹には弱い。マディは外見に似合わずお転婆で頑固……。おれにも家族がほしかった……。だけど、リチャードに母とのことを〝ありもしない戯れ言〟だと否定されて……」

　彼がうつむいて唇を噛んだ。リーナの目から涙がこぼれる。

　床に座って頭を抱えていたコンラッドが顔を上げ、よろよろとロビーに近づいた。

「わたしのせいなのだ。すべてはわたしの……」

「そうさ、おまえのせいだ」

　ロビーが涙に光る瞳でコンラッドを睨みつけた。

「すまない……。リチャードが死んだ後、兄の日記を読んできみとのやりとりを知り……きみが兄を殺したことに気づいたんだ……」

「じゃあ、なぜ黙っていた？」

「きみのヘーゼル色の瞳はエルシーとそっくりなんだ。執事を辞めても、きみがときどき訪ねてきてくれるのが嬉しかった。だがら、兄の日記を処分して、何もかも黙っておこうと決めた……。だが、もっと早くにきみの父はわたしだと言うべきだった。今さら遅すぎるだろうけど、わたしはきみのお母さんを心から愛していた」

　コンラッドの静かな声が部屋に響き、ロビーが目を閉じて天を仰いだ。その頬を一筋の涙が伝う。

「くそっ！　くそう！」

　胸が破れそうなほど悲愴なロビーの声が部屋に響いた。

「──もういいだろう。さ、行こう」

　テイラー警部が刑事たちを促した。歩き出したマックスに、リーナがあわてて声をかける。

「あなたにはわかっていたのね、真犯人が誰なのか……」

「すまない」

　信頼していたロビーの裏切りに、心をズタズタに引き裂かれたであろう彼女が、気丈にも礼を言う。

「いいえ、わたしの願いを聞いてくださってありがとう」

　アルフレッドがリーナに近づき、その肩にそっと手を置いた。

「警部補さんの尽力には、わたしも感謝しています。今後もわたしたちとはかかわりのない世界で活躍されることを祈っています」

　アルフレッドの言葉にリーナが青ざめる。

「でも、お兄さま、わたしは」

「マディ」

　兄の険しい口調にもひるまず、リーナは必死の表情でマックスを見上げた。

「マックス、昨日言おうとしてくれた言葉の続きはっ？」

　マックスは顔に笑みを貼りつけ、胸が張り裂けそうな想いを隠しながら言う。

「ウィッチェム警部補と呼んでください、ミス・グラント。事件が片付いたのですから、どうぞご自分の幸せになれる世界にお戻りください」

「わたしが幸せになれる……世界？」

　リーナが力なくつぶやく。

「そうだよ、マディの世界だ。ありがとう、ウィッチェム警部補」

　アルフレッドの言葉にマックスはうなずき、背を向けた。二人の刑事とともに箱馬車に分乗してスコットランド・ヤードへと出発する。

　残されたリーナに、レディ・リットソンがいたわるような表情で声をかけた。

「よくがんばりましたわね」

「ご協力に……心から感謝いたします」

　リーナはうつろな表情で言葉を紡いだ。罪を負うべき者たちが逮捕され、リチャードの死が自殺ではなかったと証明されたはずなのに、胸が苦しい。心が痛い。

（なぜなの？　真相が明らかになっても、お父さまが生き返らないから？　失われた日々が戻らないから？　それとも……マックスとは違う世界に戻らなければいけないから……？）

　大きな喪失感に襲われ、呆然と立ちすくむリーナの肩を、アルフレッドがそっと抱いた。











　　第十三章　あなたのハート、いただきます






　それからの数日間、デイリー・ロンドンからロンドン・エクスプレスにいたる各新聞は、リチャード・グラント卿の事件の話題で持ちきりだった。

〝グラント卿が自殺ではなかったと判明し、キリスト教の教えに従って自殺者の埋葬を拒否していた教会が、教会墓地への卿の遺体の埋葬を許可した。〟

〝怪盗バロンの真の目的は、リチャード・グラント卿の死の真相を明らかにすることだった、というのがロンドン警視庁の見解。名前を明かさない条件で取材に応じてくれたある巡査部長が、バロンは実は先代のグラント卿の幽霊だったのでは、と大まじめに語っていた。〟

〝ヘクター・スチュワート卿とサー・バーナード・メイソンが不正に取り上げた領地のほか、絵画、宝石、調度品類は、すべて正当な持ち主に返還された。〟

〝マデリン・グラント嬢がグラント家に代々伝わるダイヤのイヤリング、乙女のハートをつけて社交界デビューを果たした。その姿は天使のようだとも形容され、多くの紳士から結婚を申し込まれているという。〟




　キングス・アームズの窓際の席で、マックスはエディ、テイラー警部とビールを飲んでいた。

「警部補、本当に辞めちゃうんですか」

　エディの悲しげな声に、マックスは淡い笑みを浮かべる。

「おれみたいに違法行為に走る刑事がいない方が、テイラー警部もレストレンジ警視正も安心できるさ」

　彼の言葉に、テイラー警部が苦笑した。

「でも、そういうのはテイラー警部もやっていたって……」

　エディの言葉をマックスは咳払いをして遮る。

「実は環境を変えたいっていうのも、一つの理由なんだ」

　リーナは由緒正しい貴族の令嬢。今まで苦労した分、幸せになっていいはずだ。そして男爵家の令嬢にふさわしい豊かで満たされた生活を与えられるのは、おれではなく彼女と同じ階級の紳士だ。おれは彼女の前から消えるべきだろう。

「これまでの評判もすべてなげうってしまうんですよ。警部補はそれでいいんですか？」

「いいさ。かの有名なベーカー街の名探偵も、何度も警察の捜査に協力しているじゃないか。おれに会いたくなったら、いつでも訪ねてきていいぞ。なんでも協力してやる。私立探偵だから、警部や警視正の目を気にせず自由に仕事ができるからな」

「面倒な事件をすべて持ち込んでやれ」

　テイラー警部の冗談交じりの言葉に、エディがようやく笑顔を作った。

「じゃ、警部補の門出を祝って、乾杯しましょうか」

　エディの言葉に三人はグラスを合わせた。




　同じころ、ロンドンのボックスフォード侯爵邸では社交シーズン恒例の大規模なパーティが開かれていた。着飾った紳士淑女がぜいたくな食事を堪能した後、紅茶を飲みながらカードゲームや歓談に興じている。

　リーナは慣れない華やかな雰囲気に気後れして、アルフレッドにへばりついていたが、兄を取り囲む豪奢なドレスの女性招待客たちから疎ましがられていることは感じていた。

「グラント卿は絵がお上手だとお伺いしましたわ。わたくしの絵も描いてくださいませんこと？」

　美しい刺繍が施されたワインレッドのドレスの女が、羽根扇を上品に動かしながらアルフレッドに言った。

「ただの趣味ですよ。それに肖像画は叔父の方が得意です」

　アルフレッドが答えたとき、リーナの横にボックスフォード侯爵がすっと立った。

「ミス・グラント、少しお話ししませんか？」

　ホスト自らやってこられては、断るわけにはいかない。リーナは兄のそばから離れたくなかったが、上品に微笑みながら、侯爵の差し出す手を取って立ち上がった。

　両開きの大きなフランス窓からバルコニーに出ると、広い庭園の上に美しい星空が見える。

「今宵はいつにもまして星がきれいだと思っていましたが、ミス・グラント、あなたの美しさの前ではこの星空も曇って見えます」

　ボックスフォード侯爵の言葉に、リーナは羽根扇で顔を隠し、吹き出しそうになるのをなんとかこらえた。

「もうご存じだとは思いますが、わたしは妻に若いうちに死なれましてね、跡継ぎもいないのです」

「はぁ」

　イヤな予感がして、リーナは内心身構える。

「今週末、ケントにあるわたしの屋敷にいらっしゃいませんか。若いあなたが来てくださると、屋敷が明るく活気づくと思います。テニスや乗馬も楽しめますよ」

　かつて母も、週末父にサリーの屋敷に誘われ、何度も滞在したという。そののち求婚されたという話だったが、まさか侯爵も……？

　リーナはできるだけ丁寧に断ろうと口を開いた。

「お誘いいただきありがとうございます。大変光栄なお話なのですが、週末は兄と買い物に行かねばなりません。何かと入り用でして……」

「いえ、すでにお兄さまもお誘いしています。来ていただけるとお返事をいただきましたよ」

「えっ」

　根回しの早さに驚き、リーナはぽかんと開けた口を羽根扇で隠すのを忘れてしまった。

「ちょっと失礼いたします」

　リーナはボックスフォード侯爵をバルコニーに残して、令嬢たちのドレスの長い裾が作り出す海をかき分け、兄に近寄った。

「お兄さま、お話があります」

「どうした、マディ。今、みなさまとお話ししているところだよ。おまえも加わりなさい」

　口元を羽根扇で隠しながら、リーナは兄の耳に囁く。

「週末、ボックスフォード侯爵のカントリーハウスに行くって本当？」

「ああ、そうだよ。その話は後で……」

　言いかけた兄の腕をつかみ、リーナは眉を寄せる令嬢たちに「兄をお借りします」と言って、ピアノのそばに引っ張っていった。

「どうしてなの、お兄さま。ボックスフォード侯爵はもう五十歳って話よ」

「彼は侯爵さまだよ。それにまだ四十九歳だ。今までつらい生活を送った分、これからはマディに苦労とは無縁の暮らしを送ってほしいんだ」

「だって、わたしには好きな人が」

　フレッドがため息をつき、白いシャツの襟の中に人差し指を入れて首回りを緩めながら言った。

「ロビーを逮捕した日、彼が言ったじゃないか。自分が幸せになれる世界に戻れ、と。警部補もわきまえているんだよ、一介の警察官では男爵家の令嬢にはふさわしくないって」

　兄の言葉を聞き、リーナはうつむいて唇を噛んだ。

「もう社交界デビューも果たしたし、おまえは自分にふさわしい世界で生きなさい。一年間の平民生活のことはもう忘れるんだ」

　諭すような兄の口調に、リーナは顔を上げ、反抗的に見返す。

「忘れるなんてできない。花売りや役者として生きるわたしの方が、わたしらしいわ。それに、今さらボックスフォード侯爵夫人なんて絶対にムリ！　食事のたびに着替えて一日中お上品に振る舞い、たくさんの使用人を動かしてお屋敷を切り盛りするなんて、わたしには向いてないもの」

「大丈夫、これからはぼくがそばにいてマディを支える。叔母さまだって喜んで力を貸してくださるよ」

「お兄さまはわたしの気持ちなんてどうでもいいの!?」

「そんなことはないよ」

　リーナの目に涙がにじむ。こんなこと──好きでもない相手と結婚して、望まない生活を送らなければならないような事態──になったのは、ほかならぬマックスのせいだわ。〝善良なる市民のみなさまの問題を解決するのが、おれたちの仕事〟だなんて言っておきながら、問題を作り出したのは彼の方じゃない！　何が何でも彼に解決してもらわなければ！

「乙女のハートはお兄さまが受け継いだものでしょう。あのスキのないほど華麗に着飾った令嬢方の中から、将来の奥さまをお探しになるといいわ。そうして乙女のハートもその方を飾るの。だけど、わたしは違う。女だから継ぐものは何もない」

　リーナはイヤリングを外して兄の手のひらに押しつけた。

「確かに、財産はおまえのものにはならないが、できるかぎりの援助はする。それに侯爵さまと結婚すれば……」

「お兄さま！　これからは女性も自立する時代なのよ」

「なんだ、それは。おまえは婦人参政権論者サフラジェットにでもなったつもりか？」

「お兄さまには世の中が変わりつつあるのがわからないの？」

　その言葉に兄は黙り込んだ。一八九四年に制定された累進性の相続税により、貴族の領地に課税されることになった。それによって使用人の数や俸給を減らさざるをえなかったという話もある。それに秘書や店員として働く女性も増えており、世の中に今までとは違う風が吹き始めていることはなんとなく感じていた。

「わたし、自分の足で立つことを覚えたの。もう元には戻れないわ。ボックスフォード侯爵のカントリーハウスには参りません。わかって、お兄さま」

「マディ……」

　困惑する兄に、リーナは必死で訴える。

「絶対幸せになるから、許して」

「そんなに……彼のことが好きなのか？」

「ええ」

　妹の迷いのない表情を見て、アルフレッドはため息をついた。

「そうじゃないと……許さないぞ」

「え？」

「絶対幸せにならないと許さない、と言ったんだ」

「お兄さま……」

「さっさと行きなさい」

　アルフレッドに背中を押され、リーナはよろよろと歩き出した。振り返ると兄が寂しげな笑顔でうなずく。リーナはボックスフォード侯爵の待つバルコニーに戻った。

「侯爵さま」

「お兄さまも喜んでくださっていたでしょう？」

　侯爵の穏やかで温かな笑顔を見て、リーナの胸が痛む。

「侯爵さまのお申し出は、身に余るほど光栄です。ですが、わたくしには心から想う男性がおります。その気持ちを隠したまま、侯爵さまのご招待にお答えすることはできません。どうかお許しください」

　そうして深々と頭を下げた。侯爵が小さくため息をつく。

「お兄さまのおっしゃった通りですね」

「え？」

　リーナが顔を上げると、侯爵の穏やかな目と視線が合った。

「〝頑固な妹ですから、侯爵さまのご厚意を無にするかもしれません〟とおっしゃっていました」

「まぁ……申し訳ございません」

　リーナの頬が紅潮する。

「構いませんよ。もし想いが叶わなかったら……またパーティにいらしてくれますか？」

　リーナは視線を床の豪華な絨毯に落としたが、すぐに侯爵に戻した。

「絶対に叶えてみせます」

　侯爵は優しく、だが少し寂しげに微笑んだ。

「馬車を出しましょうか？」

「ありがとうございます。でも、結構です」

　リーナは執事に辻馬車を呼んでもらうと、濃紫色のドレスの裾を持ち上げて乗り込んだ。




　マックスは夜が更けたころ、リージェンツ・パークを臨む下宿屋に戻った。ポケットから自分用の鍵を取り出したとき、扉の下に白い封筒が挟まっているのに気づいた。

　拾い上げて開けると、一枚のカードが出てきた。表に描かれているのは、ラズベリーのホールケーキを囲む四人家族の絵。

　周囲を見回し、植え込みの陰に濃紫色のドレスの裾を見つけて、マックスは驚きの混じった口調で言う。

「ミス・グラントはかなりのお転婆とお見受けしますね。こんな時間に一人で出歩かれるとは」

　植え込みの陰からリーナが現われた。襟の大きく開いたドレス姿の彼女が、月明かりを浴びて神秘的に浮かび上がって見える。

　マックスと向かい合ったリーナは、思い詰めたような表情をしている。

「キングス・アームズに行ったら、あなたは刑事を辞めてここでＭ＆Ｗ探偵社を開いてるって言われたわ」

「そうです」

「わたし、ウィッチェム探偵にお願いしたいことがあるの」

「ご依頼なら日中承ります。明るいときに出直してください」

　そっけなく答えるマックスに、リーナが必死で言う。

「いいえ、今すぐがいいの。そのカードの送り主を捕まえてほしいの」

　マックスがカードを開けると、中には左手で書いたのだろう、乱雑な筆跡で二行、〝今宵、あなたのハートをいただきます。怪盗バロン〟とある。

「あなたはそれでいいんですか？　生涯続く豊かな生活を捨てることになるんですよ。もう一度よく考えてください」

　マックスはそう言って、鍵穴に鍵を差し込んだ。その手をリーナが止める。

「何度も考えたわ。そうして、ボックスフォード侯爵夫人になるより、心が慕い求める人のそばにいる方が幸せになれると思ったの。わたしをＭ＆Ｗ探偵社の助手にしてください」

「探偵としてできる最良のアドバイスは、侯爵さまのお申し出を受けなさい、ということです」

「どうすれば自分が幸せになれるかは、自分が一番よくわかっているわ。お願い、わたしから愛する人を取り上げないで」

「愛する人、ね」

　その冷静な口調に、リーナの胸が不安に締めつけられる。

「どうしてそんなに冷たいの？　わたしのこと、もう好きじゃないの？」

「もう好きじゃない、と答えられたら、物事はどんなに簡単だろう……」

　マックスが悲しげにリーナを見たとたん、彼女はドレスが汚れるのも気にせず地面に片膝をついた。

「あなたを愛しています。わたしと結婚……」

　言いかけたリーナの両腕をつかんで、マックスは彼女を立たせた。すがるように見上げるリーナの腰を抱いて引き寄せる。

「そういうのは男がやることだ」

　そう言って笑みを浮かべると、マックスは彼女の額に自分の額を当てた。

「一度捕まえたら一生離さないけど、それでいいの？」

　マックスの言葉にリーナのスミレ色の瞳から涙がこぼれた。

「それが望みよ」

「欲のないお嬢さんだ」

　マックスはそう言って、涙に濡れた唇にキスをした。

「しょっぱいな」

　マックスが笑うと、リーナが泣き笑いの表情で言う。

「あなたのせいよ」

「二度と泣かせない」

　リーナが彼の首に両手を回してギュッとしがみついた。マックスはリーナの両脚をすくい上げ、横抱きに抱え上げる。扉を開け、階段を上る彼に、リーナが尋ねる。

「重たくない？」

「大丈夫。それよりほかのみんなを起こさないように静かにしないと」

　マックスの声に、リーナはあわてて口に手を当てた。

　三階の彼の部屋まで来ると、マックスは彼女を抱いたまま扉を開けて中に入った。書斎を抜けて寝室に入り、ベッドの脇でリーナを下ろす。リーナの唇に口づけながら、彼女の背中に手を回した。ドレスのホックを外して床に落とし、コルセットの紐を順に解いていく。

「手慣れている感じね」

　リーナの声にかすかに嫉妬が混じっているのに気づき、マックスは小さく笑った。

「だけど、きみとの初めてのキスは、人生で経験したことがないくらい衝撃的だった」

　股間を蹴り上げたことを思い出し、リーナが耳まで赤く染める。

「ご、ごめんなさい。もしわたしが捕まるなんてことがあったら、家族にとって醜聞スキャンダルになると思って……そうしたら体が勝手に……」

「男に迫られて逃げるときは、いつもあんな手を使っているの？」

「まさか。あんなことをしたのは初めてよ」

「本当にお転婆なお嬢さんだ」

　マックスが小さく笑って、シュミーズを脱がせ、ドロワーズの紐を解いて床に落とした。

「もう後戻りできないよ」

「ん……しないで」

　月明かりだけが照らす部屋に、マックスが服を脱ぐ衣擦れの音が小さく響いた。そっと首を傾げてリーナにキスをし、ゆっくりと二人でベッドに沈み込む。リーナの柔らかな胸の膨らみに、マックスの逞しい胸の筋肉が重なった。

「ずっとそばにいてね」

　リーナのすがるような口調に、マックスは彼女の背中に優しく手を回して答える。

「ああ、いるよ。きみに嫌がられても、ずっとそばにいる……」

　マックスはリーナの唇にそっと口づけながら、ふっくらと柔らかな胸を両手で包んだ。指の腹で先端を押し、捏ねると、リーナがとろけるような表情で吐息を漏らす。

「あ……ん……マックス……」

　マックスは胸を愛撫していた手をお腹から太ももへ移し、しこり始めた頂を口に含んだ。

「ん……あぁっ」

　それを執拗についばみ、舐めるたびに、リーナが甘い声を上げる。そうやって胸を攻めながら、太ももを撫で回す。その絹のような肌はうっとりするほど滑らかだ。

「とてもきれいだ、リーナ」

　彼の手が脚の付け根に近づき、リーナの膝が反射的に閉じようとする。それを体を入れて遮り、桜色に染まる胸をたっぷり舐め回した後、そっとお臍にキスをして、片脚を持ち上げた。

「え、や！」

　恥ずかしさからリーナが上体を起こそうとするより早く、マックスは目の前にさらされた秘所に舌を押し当てた。そうして花弁を丁寧になぞって愛撫する。

「やぁんっ……」

　蜜口に舌を差し入れ滑らかな動きで刺激すると、リーナの膝がびくりと震え、温かな蜜がとろりと溢れ出した。それを味わうように舐め取ったとき、リーナの腰が大きく跳ねる。

「あぁぁっ、ダメぇ」

「そのかわいい声をみんなに聞かせるつもり？」

「だって……」

　かすかに困惑の混じった甘い声に、マックスの心にいたずらな気持ちが生まれ、ぷっくりと尖った花芯を強く吸った。

「きゃあんっ」

　思わず声を上げたリーナが、ハッとして手を口に当てる。

「困ったお嬢さんだ」

「だって、マックスが……」

「感じてくれるのは嬉しいけどね」

　マックスは笑みを漏らし、彼女の唇を覆うように口づけながら、片手を下ろして先ほど舌で愛した部分に今度は指を這わせた。

「あ……んぅっ……」

　指先を回しながら少しずつ進めると、リーナがくぐもった声を上げ、背筋を震わせる。

「んんっ」

　逃げようとする彼女の腰に手を回して引き寄せ、指を二本に増やした。内壁を掻くように動かしながら、同時に外のしこりを親指で円を描くように弄ぶ。

「はぁあ……もう……」

　リーナが目をギュッとつぶり、身を固くする。

「あっ……ダメっ」

　囁くように声を上げ、下半身を震わせて、マックスの指を締め上げた。彼女の肌にうっすらと汗がにじみ、喘ぐような浅い呼吸とともに内壁が何度も収縮を繰り返す。

「ん……んんーっ」

　彼女の嬌声をマックスはキスで飲み込んだ。

　大きくのけぞったリーナが、胸を上下させ、荒い呼吸を繰り返している。潤んだスミレ色の瞳、わずかに開いた柔らかな唇、上気した桜色の頬、何もかもが愛おしい。

　マックスは彼女の脚の間に下半身を割り込ませた。

「愛しいリーナ、おれと結婚してください」

「え……？」

　リーナは達した余韻からまだ冷めず、恍惚とした表情でマックスを見上げた。彼はリーナの太ももを持ち上げ、屹立した自身をそこにあてがう。

「え！　ちょっと待って！　そういうのはひざまずいて言うものでしょっ」

　リーナがマックスの腕をつかんだ。

「だから今、両膝をついている」

　彼は額に汗を浮かべ、ニヤリと笑った。

「んんっ……」

　リーナが漏らす切なげな吐息を聞きながら、マックスは彼女の腰を両手でつかんで自身を沈めていく。

「リーナ……」

　マックスはうめくように彼女の名を呼び、その体をかき抱いて最奥まで押し込んだ。

「あぅ……」

　満たされた感触にリーナが体を反らせる。

「返事は？」

「ずるい……。ノーなんて言えないじゃない」

「じゃあイエスだな？」

「違うわ」

　目を見開くマックスに、リーナが濡れた瞳でいたずらっぽく微笑んで言う。

「謹んでお受けします、よ」

　その返事にマックスは小さく笑った。

「なんとお上品な。もうそんな口がきけないくらい乱れさせてやる」

　それを聞いて、リーナが表情に一瞬後悔をにじませた。マックスは心も体も深く繋がり合った悦びに身を震わせながら、体が求めるままに腰を動かし始める。

「んっ……はぁっ……あぁ……」

　見たことのないほど悩ましげな表情で、リーナが押し殺した喘ぎ声を上げ、彼を締めつける。

「あんっ……わたし……もう……っ」

　マックスがリーナの上に覆いかぶさり、両腕を背中に回して彼女を抱きしめた。彼の腰にリーナが両脚を絡ませ、さらに彼を引き寄せる。

「永遠に愛してる……」

「わたし……も……」

「リーナ……っ」

「もぅ、ダメぇ……」

　これからずっと一緒にいられる喜びを噛みしめ、二人で快楽の波に飲み込まれた。




　思う存分体を重ねた後、ほてった肌を合わせて余韻に浸りながら、マックスは彼女の唇にキスを落とした。

「探偵社の名前、変えなければいけないな」

　陶然とした表情で見上げる彼女に、マックスは満ち足りた笑顔で言う。

「Ｍ＆Ｗはマクシミリアン・ウィッチェムの頭文字なんだ。今日からはマックス・アンド・リーナでＭ＆Ｌにしなければ。あ、それともミスター・アンド・ミセス・ウィッチェム探偵社の方がいいかな。んー、長いか」

　リーナの表情がパッと輝いた。

「助手にしてくれるの？」

「一からのスタートだから、大変だぞ」

「大丈夫よ。わたしの特技を活かせば、きっとすぐに大評判になって依頼人が殺到するわ」

　マックスが不思議そうに彼女を見る。

「特技？」

「そうよ。メイドでも物乞いでも老婆でも、何にでも変装できるわ。潜入捜査はわたしにお任せ」

「それは頼もしいな。でも、最初にやってほしいのはそのどれでもない」

「あら、なぁに？」

　リーナがアメジストの瞳で彼を見上げた。プラチナブロンドの髪をすくようにしながらその頭を引き寄せ、マックスは言う。

「純白のウェディングドレスを着た花嫁だ」

　マックスがもう一度キスをすると、彼女の柔らかな唇がうれしそうに微笑みの形を作った。


〈ＥＮＤ〉
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